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マ ス

昭 和 十 六 年 六 月 一 円

社周法人 日 木 建 築 協

細則第五僚中第一項並ニ第二項ヲ第一項トシ下記ノ遁リ嬰吏

ｾ＠
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六 月 見 皐 に 関 す る 件

本幹事令主催の六月見撃は橡背の遁り大銀、沿線養豚接見皐の都合でありまし 1: が

同所工事の闘係上延期することになりま し仁。! 猪て六月は中止仁します 。右不思

御諒承願ひます O 詳細は七月競令背御覧下さ し、

合勢幹事長 谷 民 b震



市

中

一

面

中 枇建 築

はしがき

ni l[11 I 註建築級式の鑓越は大控三つの段rr，干に介けて

考へることが出来る。 ーは大枇法 より、 大烏也 、

佐吉遣を絞てni l[II IJ j 迭に至るまで 、二はすが日造、流

浩、八幡造、聖司7逃等の; 様式出現、 三はそれ以後

に於げる諸 ー様式費達Ｚと し 、ふ ことである。 ｾｪ ーの段

階 1: る犬訓: 浩より 示1[11リj浩 l亡至 るnnは、 !て古r亡於け

る我同家屋の護法、l乙イ'[: j 、自然的留選の特色を干f し

大和民族の建築様式として故も純粋な' 1 ' 1質をも

っ。第二のすド目地以下の様式は在米の ;Jirl liiu:建築が

1;J [時2建築の影轡を受げつ 〉成長 しに建築様式で 、

様式の護展 といよ、 中11:. ｪｬｩ ｬ ｛ ｬ ｦｾ ｛ ｬ 交 流の姿を見 出 すもの

である。第三は多岐多感の琵展を遂げに担当楽界の

桜相をそのま〉反映 してIIilj 1iltt 建築にも幾多の掛式

や鑓11沼市: 類を生じ? こ段階で 、主 として鎌合時代以

降に嵐し 、 制り ［ ｬｩｬ ｪＱ ｩｩ￬ 削 ｾ ｂ 堂 といふのみならす ・、 宮殿

邸宅等あらゆる方聞の建築様式と接関して 、一耐

には停統を向ぴ一面K は111j 統にとらはれす・ 、nil [l iIU:

k いよ、個性を失つ?こかに見 えて市も最も閑民の生

活K 浸透してゐ 1:nil[1枇の貫誼がそこに見附される

のである。以 ｫ の段附 ｴ て於ける ｾｩｬ｛ ｬ ｩ ｉ ￜＺ 建 築隊 式の極

〈大要を解説する。

六社謹より神明這まで

(  I  )  大社造

切 妻迭の屋根のみをよ也 Ｑ Ｍ Ｎ Ｑ て主 ｾてに 「犬土 ｬｬｩｩ ＺｬＪＩｴＺ '::'; 

造 J ￨ 呼 ばれる開始的家 屋 ｋ 粧を立てｾ iUd陥i¥蛍臨

を迂19  ， Ｉぷを ｾｾｎ つにといふのが 、 大 ￭ ｬ ｴ ｴ 五 Ａｩ の外観で

キ姫 路 市 技 師

様 式 愛 遜の

藤 義原

.. 
ー_ " 争

ある。即ち切妻浩妻入で 、市も妻の入 口は中央の

桂の n方に偏して設げられてゐる o I内部は正方形

の子商で 、 ｾ ｉ ｊ 心 ＱＱＺＮ I 心の御桂J と呼'. b 太荘が立ち

此 の柱から奥の牛介、即ち内部卒商を 四つに自!っ

＿こ 一つの 附 が Ｏｬｩｬ ｛ Ｑ 座 とされてゐる。これは上古Ｑｩ ｾ 宅

の一隅 lて座を設けて話1[1 { t >杷ってゐ f二頃の風習白石?体

へるもので、 ｬｩｩｬ｛ｉｾ｛ 上として ｮｩ ｬ ｛ Ｑ を肥る建物の米 ｴｾＧ 出来

ない前の様式を示すものである。崇;lil [1天皇の御時

初めて三和の ;lil[1捺を官室から分ちにまよ、て 、ni l[1制:

と官室 との別 が出3/ <: 1このである。

大枇浩の典型は出雲大枇本殿で 、創建以来幾回

かの改築を粧て現在の本殿は延享克年の建立、即

ち今か ら約 200 年程以前j l 1: . 迭られに建物 であ るら

様式としての古制 をよ く体へてゐる。島根j係八束

郡大反引にある ￭ｬ ｾ｛ Ｑ 魂 ￱ｩ ｬ ｛ ｬ ￱､ 本殿も大祉浩で 、 膝安元

年の建立にか〉 り、即 ち鎌倉時代に嵐 し大/ii I造 主

しては現存最古の廷喋である 。

( 2 )  大鳥浩

切妻是主要:入 、外観は大副: 世と 同様の性質を もつ

が、内部に内陣主外陣 との区別が出来 、且つ入口

は正商のrl.1央に設げられてゐ る。即 ち住宅か ら分

雌されfこIlil[ lijit としての最初の形臨を備へ七 もので

ある。大阪府下の大鳥 ijil[1枇にこの造りの本殿があ

って図 ｬｾ とされてゐ＿こが 、明 治 Ｓ Ｘ 年 Ｘ 月惜 しく も

焼失してしまっ fこ。

( 3 )  住吉這

大鳥迭と同じであるが 、内陣外悼の深さが大鳥

浩の各一川であるのに釘して 、位二吉元!i は各二間の

1  V I  



地主制t枇 本 殿

室町 l時代の春日進、 日岩美な彫刻を多く1 l I J . 、。 11ij

1J に幣殿を附す。問時代のもの

深さをもっ。それfごり大鳥山より進展し? こ様よと

い ふことカ ［ ｉｈ ｾｾ る。質例は大 ｜ｖｩ￯ｬｩＨ 1: 吉区住吉;¥1111
話1:

にあり 、 賀永 Ｕ 年の建立 ｬ 乞 力、、 ｨ 、 ｾＢＢＮ［ Ｑ 殿より ｴｲｾ

Ｔ 殿 ｬ 乞至る Ｔ 棟あり 、 住吉 ｩｬｩ の ｦｾ ボ迎楽とされて

ゐる。

(  4  )  捜 明 這

{ I:古品!i までは何れも主人の: 11んにである。 r天上也

枝元・fC出」に於ては安八は必然の )1手である。然る

にnrl固に杭が主: つ様 lてなれば入口は必す・しも去に

設げねばならぬことはない。初のｉ｜ｾは習慣的に去

につりでゐても 、やがて屋似の流れの方 、即 も干

に入口を設りるやうにもなって〈る。 三 ｉｾｉ 亡 入口を

設げる 、即 ち平入力 ;/:!l 'lj q こ。こ の形式が1¥1ljl 門i;!i で

伊勢の内官外宮の御桜式がこれである。切Ｑ｛Ｚ ー じｾＲｦ三

入で 、千本勝男本あり、i ' l 4fl !l l¥古II 乙長〈決/ - 111 してゐ

ムヨ '-t パ ンフ フ タ

る棟木の先端を支へる Tこめ 1'[ ＱＭｾ ， Ｍｪ ｅＡ ｩＺ ｦ＠ l.: ( 二 fこ杭とも

紀伊 ・f9i 八燃料!枇々 殿

窪田r;初期、ヨド殿流迭と米制在 r¥i立

V I 2  

云ょ、) を' ? .it: て〉ゐる。料扶のない頃は直接交杭を

もっーて及: へ仁のである。

2  新樺式出現

似t数控訴二が輸入せられてより. 我カヨ臨界は澗

り{リドマFのみならす・、 古殿邸宅等各方聞に亘って、

剖期的強展を遂げ、 ｴｩ き体統ｾ護って外 ｾＱ 二 ｾＱｉｉｉ ｉ ｜ｉｉＺ も

時 流 1' L1: i ' cしが fこ¥;;7.く抗l亡その影響を受ける拡ーにな

っ七。殊陀* : 1 : 也垂跡、設が説へられる 4;去になってか

らは1111¥11，11の混渚佳fごしく、各地 f'L i¥1II I  ....... 守F が辿られ

る有践であっ fこが、こ >1て於て究組 2 年( 即ち奈

良 Ａｾｽｬ の末Ｉ藤原百川が勅を奉じて月 ＱＱＱ Ｑ Ｑ｜ＱＱＺ 建築の規ど

を; 設げに。それによると杭格を大 4-
1
小 の三I¥II:I ' L分

ち、 それに肱じて;境内及び1¥11: 殿の大きさ 、千本目安

男水の数等をえめに。そのときの規定より想像す

ると )¥11:殴は iJi 1111リJi1tで あっ? こと汚へられる。

かくの虫¥l ¥ 1亡してi¥1lj 1iiil: 挫築の拡式は他株式との

j昆活力; 禁ぜられて 、一皮はニι の姿lて立ち返っ? この

であっ＿こ。 ｜ ｉ ｜ｊ もな〈 者 Ｑ｜ が奈良より京都 ｉ Ｇｌｾ 塾され 、

俳滋界のi伏勢は大し、 l亡経つ? こが、桝孝えは京市子、

u しろ別の・¥'1'-絡 を得 て張展のj全l乞就き、似11ミ13住築

(i {i <然普及 し、政ェにや反術は著し〈 一般化し? こ。

ii 白l亡I'n l¥のih¥J えし?こl¥illl l¥il: 規 定はいつ しか忘れ られ

仙寺桂築は仙 寺 l亡臨ら れす・既に 一般化しつ〉あり

再ぴ ｮ ｩｬｪｬ ｬ ｜￬ｩ Ｚ 札 喋 のｉ｜ｾ l'L mUl 入 れ か 〈 て が I1 泊、流

也 、八幡i 1 、聖帝i;!i なる問掠式が 1-1¥現し 1: 。

(  1  ) 春日造

イｾ Ｑ］ Ｑ ＺｩＱは大ＮｲＮｾｩＱｬｾぶ ま れ Ｚ Ｑ Ｒ ｩ ｬｩ の Ｑ｜ＺＱ 白 ￎｉ て ｊ￙ｩ ｬ ［ Ｚ ｗｾ を Ｇ［ＨＭｊ

して |百l秤としにも の 、μil ち切ユ: ー安入のえII物 J ) 11:1白i



梅 田紳 枇 本殿 〈京都府〉

流造、建武年間。

に府尽棋 を茸き下ろし?こもので、iE傾か ら見 ると

や〉入母 迭 の様 に 見える。棟 ｬ 乞 は千木勝男木 ｾ Ｎ ｉ ＭＮ

げるが屋根 l亡は反 りカQWt i 、木部陀は丹 や黄土 を

跨って彩色 を施 し、舟肘木な どを j 円ひ?こ。

奈良の春 日帥II皆本殿は此 の様式の代表的 な もの

で春日 迭の名の111って来る主 ころであ る。首iut lま

和銅二年御華山の山上に武型地命を把つ ?こ のがJ官

官I} e 云はれ 、前11護景雲二年現在の地 !C枇肢が111来

娯 ｩｬ ￌｬ ｬ Ｑ も四 座 とな っ ＿こ 。 爾 司 Ｈ ＵＰ 除問の改築を ｾＪ ｾｦ て現

;(EI ' L至つ fこのである が、務 日逝の様式とな っ?この

は平安前期の頃と考へら れてゐる。 現在 のiltt殴 は

文久二年の建立にか〉り 、ー利11令官民江戸時代末期の

手法 は見られる が 、全瞳 としてよく古式を存し 、

殊 lて正 [百の破風が府の奥を通っ て軒先 まで突き抜

けてゐると ころは 、-91妻迭の破風を その ま':> (てし

て府 を取 り附げに順序、即ち 平手 日辿の成 り立ち を

山城 ・7)<皮紳i位本 殿圧 箇屋義

流迭 の正面に千鳥破風 を置 〈。室町時代.

!!i i'  [  • ;i HH柿 枇 本展主

流 i也、麻必1二年建J J : ，

よ 〈物Jf i るもので ある。

Ｑｾ 日 辿 Ｏ Ｑ Ｇ， 現＿＿ ［ 初 の 主主物 は 現イ ｲ して ゐ ない 。 最 も

￯ ｾ い 遣 時 は 応 Ｑ Ｑ ＩＱＮ ｬ 係 の 三 徳 山 三 例吋 ＺＱ と あり 、 現 ｻｬＺ 納

経 ｪｾ ｾ ｴ と 呼ばれてゐる 炉 、 元は こ の 山 の 鎖 守 か何 か

の枇殴であっ ?こ らしい。平安本:1閲 ( 或は鎌合時代

ｬ こ 入る か も 夕、 ｾ ｉ れぬ〉 の 建 物 で祢 月 ｪ 並の 様式を有じ

てゐる。鎌合時代 以降 ｬ 乞 遺 られ＿こ ＺＨｊ ｾ 日遣は 多 数遺

物 があり 、大和の闘成寺:境内の若手 円71: 及ぴ白 山堂

( 堂と !呼ぶのは寺院に属す る建物 とし て取扱ばれ

てゐる閥係上特に呼」くにす ぎない〉、 霊 山寺境内

十六所 ilill l祉にあ る位吉Ilirl耽 及び龍王制1I1花々殿近江

地主ili li 'Ili土木股等は著名で ある。

( 2 ) 流 這

流出 は ｩｬ ￌｬ ｬ ｩｬ 明 治から鑓 化しにも の 、 ｮ ｩ ｬ ｾｬｬｦｬ 込 ユ 即 も 切

妻:I1i 平入屋根 の前流れが前の方1 C1J¥1ぴて 向奔とな

っ＿こも の 、 ｈ Ｎ ｾ ｾ 誌 に は反 り が ＯＫ Ｑ 栄 、 千 木勝ＺＹ Ｚ｜ +: は稀

71<皮市Ill ij 辻本 殿

背後より 望 む。

3  VI  



近江 ・高木紳枇本殿

鎌 tT末の流造。

な場合の他はタミはれ、彩色を施し、料供を胞: 月] す

る。多〈例; 寺建築の影響1である。

流出の代表的な貫例は京都の)JII 茂御 iiill iji l!lil 辻本肢

で、文久三年の建立、創建以来予定回も改築営経て

鬼板 、破風、懸魚、肘木 、勾欄等随所・f : 1II柿K 江戸

末期の特色を現は し てゐるが 、 ｾ髄として流迭の

ｊｦｾ開をよ 〈 停へるものである。

流浩最古の質例は宇治上面1! ln辻本殿 、平安後期の

建築で 、流出とし てのみなら十 、首I! I枇建築として

は現存最古の札喋である。 1 ｮ ｜ｉ ｾ｛ 上流出の前 ｉＺｅ 設が三

殿並び 、これに後世鞘屋が逃られ 、外観は一棟の

建物に見える。

鎌倉時代以降流出の ilit 殴は最も多〈浩られ 、質

ザI j も最も多〈諮ってゐる。前!Iil止遺柿の過牟教は流

造である。最も簡単な様式であるにめに 、Ilil! lilil: 建

築様式として故も普及し にも のであらう。

( 3 )  八幡法

八幡迭は 三 ｉ ｪｲ ｊｩ Ａￌ ｈｾ ｬｬｩｦｬ ｭ の本殿の前に 、 三 ＱＱ Ｑ ト Ｍ 商

切 妻浩の拝殿ｾ置い ＿こ もの 、 倶 ｩｬ 商から見れば切妻 Ｎ

が二つ ｩｪ ｩＺ ｦｾ 接して並び 、 軒先の接合結には共通の

大樋を匙って谷の雨水を受けるやうになってゐ

ア也

る。雨殴の ｾ ｉｾ 11¥1は相の祉で援制されてゐる。屋根

tこは反りがあり 、棟 、料扶その他似1¥寺建築の影響

V I 4  

磁器

近江 ・八阪神枇本殿

ｾｉｮｦ 時代 、 流 ｩ 企

によるものが多いが 、賞例としてはあま. l ) } j いも

のはな〈 、遺柿の教も iJtWi や手j: : 13 iit に比すれは、制

〈少i訟であるから 、強生首初の八幡i;!t は大関とし

ての桜式を免l るのみでめる。

大分腕宇佐町の宇佐利 ＱＧ Ｑｾ ｲ は八幡 出の灯イ列 ｪ で 三股

並 び 、何れも八幡浩である。草創は: t f ' ト‘ 殴;11111緬 2

年 、 ｴＨｾ 二殿天雫元年 、 ｕｾ 三 殿弘仁 ＱＱ 年と怖へら れ

るが 、八幡浩となっ fこのはtn三股以降と考へられ

る。現; ( r : のi仕殴は挫かの改築の後、最後に安政か

ら文久 iこかけて 州来? こものである。 j¥文に江戸時代

末の手法を多〈見る。左右雨殿の正[ 百には各一川

の向奔があ り、中央股には 向奔はない。向奔の な

い方が古式である。京都府下の石1，わk 八幡六も八

幡迭である。貞: ! 国疋年宇佐八幡宮に准つてはじめ

て正取 三字踏股三字{ ) ! : せて六字 J ) 立政がiil られ

仁。これは即ち八幡浩三股 Iこ他ならぬ。制始以来

逃骨 ＱＴ 皮修Ｎｦ ｾＱＡＮ ＱＶ 度を絞て 、 寛永 ＱＸ 年に現在の ￭ｬｩｬＺ 殴

がH¥?!dこ。常枇の創始;並に形式が宇佐八幡'i=r に断!

聯する ｾ ｦ，ーは八幡遣の沿革を角 ｬ る ｫ に参ヨきとなる。

( 4 )  聖帝澄

聖守ｩＱｩＱｩは ＭＱ 二日吉遣といよ、。 三 Ｑ ｬ｜ ＱＴ ｦ ｢ｩｾＱＱＱ り ｬ ￬Ｑｩの ｊￌￍ ｪ

と左右の三商の府をめぐらし 仁形、更に云ひ換へ

れば 、流浩の左有に崩を附し fこともな る。 JEr師か



御上神社本穀

らは入母i1i屋 に見え、背耐か ら見れば左右に府の

お立つ fこ商白い形をしてゐる。入母屋，41の後i師の軒

を手li; ui に切断すればこんな月五になるであらう。利

!ヨ ii !i 以下の三様式に比較して、上IK様式とは除科

距つfこ感がめるが 、位吉J 1 t や大応迭の正| 百 tこ刷を

附しにすド日 誌!i に到して 、前1'1明治の三方に胞を附し

にも のと考へれば法Tごしい差はな し、。併し乍 ら、

皇帝ぷ!i は認に前1'11[1H' l 叉は流出よ りI亘後琵i主し仁形

と汚へるばかりでな〈、そ の殻遣の反 n
;r
iに、 J長殿

邸宅風建築の存在を無叫すること のIH来ぬ]]¥111が

あるである 。

五E引7ili はilii]: 坂本の日吉'1[ '1
'

/111:本肢を以て代表せ

らる。日吉迭の名のあるのはこれに山る。榊祉の

f[ IJ 立は天智天皇七年で、後延暦 7izが例外4てより、

その人'1' 護n1t となっTこ。塗引1l 1 t とされ仁の延暦寺以

降のことである。後世改也を重ね、天王 14年現犯

の枇股が /i¥米Tこ。此様式も八幡iE と同様ゐ まり古

い泣ー椛もな〈、教も本殿附近のノj
、
1設を除いては殆

どないから詳しいことは判らぬが、叉出現蛍初の

聖帝浩に比すれば相官費溢を経てゐることを認め

ねばならぬ。

手F日迂i以下の様式に就て 、その護達の順位は 、

森日J 1 t 、流造を同惨とし、八幡A!i 乙れに次ぎ、聖

守i 1 浩は最後と考へられる。八幡ili は相の IUl の出来

てゐるのは大いに進んに形式で、その掛から云へ

ば聖帝j J ! i と同列 tこ考へるべきであるが、首初はil[ 111

明治の前面に奔殿を並べて建てにに止まり 、相の

枇はなかっにと考へられる。

3， 中古以後に於ける諸接式

春日料品土本殿( 近江〉

手耳目地流造等が/ i ' ，現し て11[ lll i111 : 建築界は漸〈多彩

を)JII へ、中 でも手伝目 、流の両様式は全岡に最も普

及して行つに。平安時代に入り 、i ! 担当役風の邸宅建

築が琵述し 、 翠マｩＱ造の ，，ｾに早〈も その ｊ お伴が認め

られ、やがて指殿風の入母屋造枇殿が浩られる様

になっ fこ。 その質例は平安時代の ものはないが鎌

倉時代以降になると若干現存する。

八幡 迫 ｦｾｪｴ 殿はあ まり誼られなかっにが、八幡 ｩｦｩ

の精 1['1'を掬んで本殿主手手段主主? 油蛍に結合 し、 又

は相の 11¥1、弊殿等をその日¥1に11つ七枇殴が往々現

はれ1: 。錯合時代以降のことであるが 、この様式

には柿宗建築 lこ於ける開山笠の様式などが大いに

興ってゐる。

叉昔 ］は 祭 Ｑ｛ＱＱ Ｑ の教によって 、 三回そ 四座の枇殿 ｾ Ｚ ＮＱｦｩ

べ建てることが行はれ? こが、 ( 宇佐八幡、蒜日栴1
1

杭、 5宇治上栴1'制: 等何れもこれである) 鎌合時代よ

り、幾椋かの i此肢を単調 lこ並べることより 一歩進

めて、それ等を37: に連続する様式が出現し七。

或は本殿手手殿等か結合、してそれがー‘ 居複雑な外

視を呈するに至つにもの、 或は時代の傾向に作ょ、

て 奇想天外の構想 ｬｾ 凝らせにもの 、前 Ｑ Ｇ 付 ｾは密接不
敵の開係にあり、雨者の様式は形態に於ても細部

乎法に於ても完全に融合し、その 11¥1に区別つり刻。

き枇殿も j金られ七。叉枇殿を何11堂とし 、俳堂をそ

のま、 i枇肢とする場合 も砂ら子、宮殿邸宅等の建

物を祉殿として使用することも珍らし〈はなかっ

1: 。

ヱ!i n厨の鑓化に! 準じて屋根の )1予も複雑となり、或

はni ーな平岡 tこ入母屋、千口敏! 東、庇似風等を] f i

ね川ひて複雑な外加を現はすといふものもあり 、

5  V I  



兵庫ー阪 ・御室軍事1
1肩上本殿

入母屋 i宜、室町時代

それ等の様式には1111統に) ，¥とくもの 、叉 は 全 然別 の

立川 ｬ よ り ｩｩＡｩ り州し Ｗ こも の などあり 、 多 ｉｾ 多桜 の 建

築 界 の容H l をそ の ま〉に 、各f中の il 1II

'

1fi l:主主築が現は

れ七。 それ等の ｲｬｾ の主なも の を ［ 氾せば戎 Ｇ の ｾ ｉ ｉ < で

ある。

( 1)  入母屋這

第 I Iこ近江の御上 :1II

'

itil: 本 肢がある。 三 川三 両 入

母 雇it 柑 皮 打 、正 i白II¥こー 1i¥J の [i.] 奔があり 、四方 像

をめぐら し 、 椋には千木勝: ! J J 水を上げ て ゐる。後

東の礎石がＺￆ Ｑ ｴＺｾｾ長 ｉｊ から成り 、 これに建政 Ｔ 年の

鈴がある。立II 花 が 仙 寺D ものであることは云ふま

でもな 〈、 叉 向秤 に は 基!此や乎械などの彫刻が 川

ひられ て ゐる。似 ｉｾ 寸 Ｒ 式とは三二Ｍふもの〉 、 この時代

lこ於ては対ど匝別はなく 、か〉る彫刻は 1I1II

'

illl: 建 築

至 るところ に 別 ひられに。同時に木肢には ｦｬＺ ｾ ｬＺ［風

の 影腎

I

も認められ るのであ る。

御 上手I¥lil辻本殿と殆ど同じJI' b躍をイ{ し、而 も徹底

鶴体寺行者堂前方よ り斜めに寝む

V I 6  

古 四 互市1
1枇本殿

的に付11苛
t

化し に述築は 山梨! 院の金楼 ;1111'市上県7台; : 境内

ｪＮｒ Ｇｮ ・［［Ｑ＾［肢である。 三 ＱＱ｜Ｑ 三 師 、 入母毘油精Ａ文 Ｑｾ 、正

i古i に一n¥J の向秤があ り、 三 方に縁側を附す。年代

は 釧 ｴ 行 末 、 ＱＱ Ｑ ， 組料十ｊｬ＼ｻｴ＾組み 、 ￎ ｾｲ 支軒あ り、 基 ｊｬ立 、

川 ，'1・点 、木 県 その他 縮技 彫刻 をHl ひ 、外 相、まIl n¥官

子法等 ｲＱＱ ｾ 苛 ｴ 住 築少 し も異るところはない。

滋 ftl 院大石村イド日 市Ill i]同本殿は二11¥1'111:入 母 屋 遣で

ある。手ド 日 胴ｼ前 Ｑｦｴ と Ｚ去 っても必すＧ しもすｾ R  i 1i でな い

こと は住吉il1l[ lili止といふのにW R i 1ょがあっ fこり 、八

幡:]iI [lilll: 本 殿/ ) ; 流出であっ仁り す る の と 同 じ で あ

る。この本殿は文{米 2 年の悲了1・即 ち鎌合時代 J ) 建

築 で 、十Wi 1 t に於ても 、彫 刻装百li に於 て も湖合IlJ l. つ

優秀な乎法が行はれてゐる。

兵"lU¥係有馬郡 古志 村御 霊'111[1;lit 本 肢は文 IlJ j 2 年 の

挫す: で 、入母屋造、wJ三例 万三|三入住物である の に

到して 、 これは妻入となってゐる。 医師から見れ

ば イ 示 日 Ｚ￫ｬｴの ｾｮ < 見える。

秋 川!牒l際孫大11山lil 町 の古珂王 i榊i卵川川附H中巾刷帆|ド抑lり川服A革刷liリ|上本 殿 は7元乙凶s抱也ιj心亡年 の 睦

築 、入母屋士主要入で 、正聞に唐破風逝の向奔を附

してゐる。入母屋 i;!; 枇殴のーイ}l Jであると同時に、

内 外tこ陥る珍らしい構造及び装飾意匠を行ってゐ

る。

大 阪 1(. 1 ' 下で入母屋迭の ilil: 肢 を 製 げ れ ば 、 l は 泉

北 部 市 郊の 日t¥1i llI 1[1通1:本 殿 で 、餓合. -1-; : 、正"F' 頃 の 建

築 、三 1l¥1三 岡 JI・入本lH): 、正面に 向奔あり 、 村扶

進 股 その他 納 以 泳)1予を使 JJJ し、制彩色袋町li を施し

全く イリ131;;(: 式でーある。

他 は南 iuf ｉ ～ ｈｎｾｽ＠ 11回付Ji m織Il iI [1抗1:本 阪 で 、年 代 は 円

lT，i¥'I1I[lilil : とほ Y 同 じ頃 、入母' 1>; ) : 屋i 1l の前流れの1111ひ:1こ

軒先に l.lf f波風をかり 、 その j ての方に千 日i波風を置



古1浅利低本殿

似IJ 商より見る 。正面の1民) &1) >- つ見える。

いてゐる。本殿 もま肢をはじめ とて 、彫刻装飾を

盟自に 川 ひ 、 又制彩色ｾｉＮ庖し 、 前 ｩ 金 ｊｴ などもち り

ばJ めてゐる。

錦 織'lill 11it本殿主同じ棋な屋桜の形式を有するも

のに稲岡 ｬ 係ぶ ＤＱＨＺ 干のぶ宰府 ｾｩ ｬｬｬ ￍＡￌｬＺ末 ｩｬ￬ｬ Ｚ 志 賀枇本肢が

ある。長路 2 年 刀 建立 、D' iか に方---nn、前に向奔

を有 す るのみの簡躍な建物でゐるが 、入母屋 iili 屋

根の前流れ の 上 に千 Ｎｲ ｾＱ 波風を世き 、 リ ｩｦｬ［ｬｦ ｦ 波風をか

けてゐ る 。 軒 ｾ り 及び勾 ｾ ｉ の 脱組には複符 Ａ な糾 扶

をlIj ひ 、iiE股等の彫刻 を備へ 、Q 匠 佳t:.' 盟1;f であ

る。

兵 '，10隠館林 71・境 内に もと鎚人} エで今は行者立 と11乎

ばれる小さな Ｍ Ｍ Ｑｬ｜ Ｑ ｾ Ｑｉ Ｚの 主主物がある。 Ｍ ＱＱ ＱＺＱこ行者長 ｈ

斡され 、手伝日込ーよ り縫化しt : る珍らしい :11んにと し

て知られてゐろ が、 結局入母屋越の正面に向拝屋

根が純ってゐる 一例 にすぎな い。 但 し蛍 Ilf i初期の

俊秀な札喋でめる。

( 2 )  蓮総接式

タテ‘ クマ リ

河内の建水分ilirl 川11I :、大平11の字ぶ水分 ilil11ilil :及び吉

野水分柳川1 : 等にあ る本殿の様式てず水 分ili と呼ばれ

でもよいも ので ある。

字［ｩＮＨ Ｗｫ 分 ｾｮ ｬ 同 ｬ ｩｉＺ本殿 ｬ ま ｊ 乙Ａ位 ｻ 2年の建立、即ち鎌倉

時代の挫物で ｺｲｾ ー 股より第 三 股 ｬ こ至る 三 棟より成

り、各殿ー1111批 春 日治で 11=. 右一例に接近して並び

何れも別立して挫ち 、出岐には援制してゐな いが

各殿の脇陣子の意匠な どに よっ て、遇J制 の意味は

充 分 iこ表はさ れてゐる。

挫水分，li1i 1/Iil: も三股並立し 、11' 肢 は が IJ 造、 k' { ，

M肢 は流出 、そして三肢は i皮lfi!¥をもってj A 耕して

古 熊 利I枇t1l t門

側面より見る。

ゐる o ffi .iJ{) 乙年l1Hｉ ｉ ｾｊ 皮の ｾ __ ￙ｾ と ｎｾ へ ら れる。

1r:Jl i'7k介Ilill l)fil:本肢はー・ILll ilリ.の "1肢と 三lill /liI: の配

布 殿とが相ｽ￬ｉｾぴ 、 何 れも流出で 、 ｊ､ こ ￬ ｬ ｩＺｊ Ｚを並べて

妓制し 、ヨモ眼目亀つ屋根 の 九 lill iiIl:iJl ci : ' Ll の様に見え

る。そして作肢の犀棋の 正 ｩ 百 ｬ 乞千 Ｎｉ ［ｾ 破風を世いて

ゐる。慶長 Ｕ 年 の 主ｾ ｩｴｾ＠ Iこか〉 り、桃山式の彫刻及

ひＧ仙彩色法的 ｩ が行は れ て ゐる。ｾ［み ｾＷ ｫ Ｗ ｫ から建 水

分を市! 日て古河水分 に主 り、三股桜制のff 過を lりlt僚

に士11 ることカi ! f'， ?!(る。

向iほまi記辿泌1必i巨』川}hU』/川!川高;

ゾフ〆 ア吹げ7タ品.ヰドマス

ｪ ぶ御 ｬｩ 採 ｾｬＧＮＺ ilili 山IU:本阪で 、- -lI lIi lil :流出がーIUJ のmの

1111を世いて 三股辿結 し、 五 IUl iliJ :流 出 の 政 lこ見え

る。年代は京ni i時代初期。

山 口!日系の住 吉IIil11ilil : 本殿。 一11lI iJ) 1:流遣が五殿 、各

一1111の1111隔をおいて連出し、 ) LI1I I前1:流ii! iの桟 tこ見

える。年代はte; 安 3 年 、即 t 鎌倉時代末。

山梨 Ａ係の大［Ｑ Ｑ Ｚ 仏 ｾ ｩ ｬｩｬｬｬ ｩ ｬｩｬ Ｚ 本殿。 三 ｉＱｊＱ￭ｊ ｕ Ｚ 流 逃 が 三 殿 、

作一1111の1111隔をもって辿引f し、十一11川1刊川1Iル山]. '1此 |

77倣 I11府11恥 本 殿
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大高年八幡紳枇、世殿内部

〈見える。年代は享誠 4 年即ち室I l lf 時代。

京都市 の平野Ijil! lijH: 本殿。 -l l lliJiI :脊日泊が四殿 、

各一聞の間隔をもって連結し 、七Il ¥l 枇の様 tこ見え

る。年代は向って布の二股は寛永 3 年、 1i_の二殿

は寛永 9 年に出来Tこ。

( 3 )  本殿拝殿等結合議 式

八幡浩に於て既に本殿奔殴の結合 様式が兆し、

やがて相のnnも完成し? このであっ「こが 、これと 13i

闘を同じうし、且つ付1; 寺建築に於ては嗣堂と拙堂

と を相の ｮｮ ｾ 以 て 紡合 し ｦ こところの ｉｭｕｪ Ｑｩｩｾ週撲の

1- 1¥現等 tこも刺吹きれて、拝殿 、本殿、幣殿等を接

合 する 枇殿が現はれ仁。これ等はやがて構現3 i t の

出現する 先駆ともなっ七のである。

山口 市の今八幡出品l慨 。 本 殿 主 奔J段H 袋l' 日 が

接近して前後に建ち 、各建物 lま短廊及び相の 11¥1を

以て接続してゐる。本殿 は三1l ¥I'jH:流ii!t柿茸、奔殿

は桁行三1 l ¥1切妻造柿封 、陣門はJ l i : J杏入/J-j: A: -J s柿 葺

拝殿の虫 ｮ ＼ｊ ぷを長 Ａｩ り 、 又 向奔を＿ 設け 、 ｪ 己有に翼 ｾ ｩｉ［

般島申lli tl: ' "殿

V I 8  

日光東照宮枇殿、権現造の好例

を備ハてゐる。年代は文抱 3 年即ち安 lll f時代。か

くの如< ￭ ｪｬｬ Ｚ 肢が接粧し 、 殊に舷 門 がＩｾ ミ を備へ 、 本

殿手干ー肢と ー辿陀迭もれてゐるの は山口地方 iζ 於て

見る珍らしい様式である。

山口甘itりさげる古熊'j nI 1ijlt 々肢も同様の様式をも

っ。イnしこれは桜門が奔殿の如〈逝られ桜I"J と本

殿 t の川陀は幣殿として相の 川 が設りられてゐ

る。 ヌド殴は入母屋也 、正 商三 Ii¥Iの料扶聞には 、梅

松 、竹の彫刻ある基股が'J (Zんでゐる。本殿の建立

年代は文lりj頃と考へ られ、 担槌tl
l

，

てゐな いカが; オ本戸殿と同時代の建物であり、本殿色分

離して JJX扱ふことの出来ない重要な意味をもって

ゐる。

天i E lO年盟臣秀吉によって再建せられ? こる兵hlf

腕 1'(1原l 1ijの八 幡 l州It ! : 殿々は 、三Ii¥l ijil :流造の本般の

前に 、入母屋造妻入の奔股が接結し 、拝殿正| 師K

はーIUI の向奔があ り、庇1i ! J (風造 りで、金曜桁u<. 茸 、

ｊｅｦ ｲＺ ｈｴ ｾ 現法の一歩前といよ、枇殿である。

鍛 lる静1I枇 々 殿



仮話料市上本R2

耐 1;附;吋(d1腎幌防際t宗{像象申刷利州4中帆判il'川叩'1引枇111此iリ比1:挫司津土官j耐'Ii川iリH殴攻5ぽま3五う7正引叩i. ¥川.¥日川川i日川¥¥附附捕制| 流i浩;1主5: のヌ本ド殿

の前に桁j行-f;六守寸|川!H川¥J の手界守予.:>>!股段カがf 丁こサf十 長 '二三 叫-ニt

正川の社挫t立。

天文年川陀迭られ仁/ ，;J I日系住崎訂もこれと J.i JfAf九

¥lli i l 1J . 流迅本殿の前K 桁付四 ¥l¥Jの拝殿カ' 1てド:1I:bi' c従

しにものであるが 、その官1]'1:. 接近して更に彼門が

建も 、 利々今八 ｉｾ 番Ｇ出ー式 ｬ こ 似 Ｑｾ をころがある。

民長 ＱＰ 年に ｩ ｩｓ ちれ ｦ ｾ 軍 ＱＱ 歌 ｩ ｩｉｊ天 ｩ ｩＴ｜￮ Ｇｉｾｩ ｬ ｩ ｬ ￬ ｬＮ本殿は 、 五

川 三 Ａ凶母 毘込 柑 ｬ 支耳 、 王｛断 ｬ 乞千ＮｲＺ ｾｬ 波 風をかけ 、 本

肢のみで既に様現出の風貌を 備へてゐる。

( 4 )  吉備津造

本殿奔殿結合干;民主にのー特色をなすものに吉備津

ilil[ lilf/:々 殴がある。本肢はJ!Q{永年川の主i J3: 。桁行正

ｼ印・ 五 ｜ｬ ｗＱＱ ，師七 ｜ ｪ ｜ｊ ｾ ｾ ｜ｉ｜ｊ 八¥UJ の大阪で 、屋守itt ま入母屋

ｩＱｬｾ前後 に二 棟 Ｚ ［ｬｩｾ ベ 、 これとｬｊＧｩ ＱＢ ＨＱＱ こ更に 大 椋を 交

らしめ、三つ の椋が工字形をなして変る。J ! 1l もこ

れのみにて後| 止の符t現 ili の屋根のJI 五閣を成してゐ

る。その前凶ii ζ 重層の奔殿が楼し 、間取イヤせて一

軒〔猟特の JIヲ聴を持も 、その建築乎法及び主11日1官lこ於

て 、 手 ｉｉ ￜｾ あ り 天 笠桟あ り、内 部に於てもほ 、 天井

柱等のNI): i 1l 袋町li I'L耐IllMl の要素をS' j みに取って新機

軸を ＱＱ ｾ してゐる。調り ｉｬ ｩｬｩｩｬｬｕＺ 建築と去ふよ れ 室 ｩｩｩ ￭

時代の生んに日本建築の一大! 栄作である。こ れを

吉備1- 1土造叉は比翼入母屋造と い』、。

( 5 )  縫現輩

横現.iili は手手段本殿等をT27f 令して成る ili上限として

最も完成し fこ様式と云ひ得る。 その古|凶J li 述〈八

幡遣に琵し、 fl 月山堂建築に刺枕され 、今八幡宮 、

古熊'111[ 1描1: から更 tこ柏原八幡'lil ll此手11歌ilI) 天満ijll¥1利: 等

lこ至って機現浩H¥現の気運全 〈成 り、 遂に慶長 12

仮 j立fl !1祉 の屋珪

年 ＱＳ 与に於 て 、 Ｑ Ｑ ｾ 事 の 大崎八時同 ｉ ｉ ｉ Ａ｛Ｏ 及び京都乃 北

;ii f' lil¥lllit ん肢が匙られる仁王つに。

μ ｉｬ ち付 ｾ ｩ 現出は入伝［ＩＺＱ至 品 Ａょの本肢と奔肢とが ， 慨を平

行にして前後に並び 、雨流屋根 1) 幣肢が 、その棟

を本』投手手段の棟 とui 角f [ 交へて結合する 3 幣取は

奔殿と同じ高 きlてjぷを iJE られることがあ り、叉! 米

ｾｦＮ底〈携 し て石肢とすることがある。これを石 ｄ

川 といふ。普通機現法で は、奔I位正聞の尾根lと千

'c)l 波j孔を世寺 、叉 iV:r llH!阿武をかげる。北好 1II¥Ijlitj C

於ては奔股の左右に梁の ¥l ¥J ｾ こいふ別棟 が附属 す

る。即ち初 ￭ ｝ 設がＭｊｩ Ｑ ご 多い。 ｩ ｾ 文 ｬｌ 八 棟起Ａ［の 別 名もあ

る。 日光京 ｈｾｴ 校Ｈ官石を＿はじめ、全凶多数の ｽ京 ｩ瓦幻削Ｚ｛Ａ叩 ｈＨ ｴ以 Ｈ任 ｻＱ 官与，ｾ Ｎはあお .  

lほまむね1慌根現浩であるム。 1徳Ji忠ω1主U訓lリ山j川|川|次刻Ui印羽E町即fJ も束J ! (t以(札{隣現4を?把

るとい』ふ、古意. 味で

カが; 、東mt 官よりは権現造の様式は i! i し、のである 。

( 6 )  証賓遁

京都の 八 坂 ｬ ｩￎ ｬ ｬｬ ｾ 止はーに祇園 ｩ 祉ともいふ。貞 ｩ 四年

ｾ ｜ Ｎ ｉ ｉＧｌ官 ｉ ｊ められ、現主 の 本肢は 承 ｙ￟ｮ 年の建立、七

川四聞の身合の) ，I，'J図ICJ . I 討を附し七 )1五、J 4i 屑入偲ー屋

i;!i 柑皮耳、前後面 lて三¥j ¥J の向秤を有してゐる 。崩

ｬ 亡 は部主＿下げ像ｾ設け勾闘を附 し てゐる。 前 に準

げに入母屋迭の部顔 i亡入るべき様式であ るが、世:

にこれを紙闘:迅 と呼んでゐる。昔紫E霊殿 l亡模して

逝つ? こ形式を体へるものとの設がある。

( 7 )  香椎蓬

師岡! 限の杏椎宮本殿の;儀式ぞ いよ、。 入母屋迭の

屋根 を主盟と して正商 l亡千.¥Yl淡)g止を置き 、前面左

右 lと獅子11¥:J と糾する切妻屋根の両翼を1 1 - ¥し、これ

にJ.mを槌らせ 、3( 前IIII にも 向奔のJlf iをお1らせてゐ

る。
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宰手11元年の !写建K か〉ち 、屋査の按羽! な JI%. 特

色がある。

( 8 )  漫間造

1 l ・幣大枇浅Ii1J !il j枇 本J投。民1<' : 9年に成り 、五 li ¥J

四l古[ 四注進の屋 卜j て三 li ¥J il辻流出の枇肢を重 ねてゐ

ーる。 j て層には橡勾欄をめ<- らし、 正面K 三1i¥1の向

奔を有す。下層内部より附 段 で Ｑ ＭＮ 層 ｩ ｬ￬ｬ Ｚ 殴 ｋＮ ｾ ＧＮ る。

即 も二府浩の舷天荒必様式である。

( 9 )  厳島神社々殿

海岸 ￸ Ｗ ｫ ｾ 函ＮＱ Ｍ｟ Ｑ て造ら九 、 潮 �＾ 渦Ｍもてくれば づ 長会

の枇殿は全< i A正中tて浮ぷ。その利々 l'i ll ' C 鳥居が建

ってゐる。

lltr殴は本宮を 中心 として 、向 って1i. :方(乙客ilil11i l司令

が控え 右方には能舞査があ り、 その配世は極 め

て白山である。

本宮は本肢の前 t亡拝殿が建ち 、その 中聞に幣股

があっ て接精 し、 権現 遣に似 fことこ ろが あり、 叉

奔殿の前方には殺殿が突出し、その先に更に声J舞

蓬 、平舞査 、門客前1
1
吐等が附し 、甚ピ複 雑で鑓化

に富んでゐる。

VI  1 0  

持:'li I11mJ : も本'出ーと同様lて本hN: 幣取手手殿毅殿 よりー成

り、 廻廊 、長橋 、内侍橋 、反橋等があって互に連

り 、 天 ｩ 向 Ｑ Ｑ Ｉ ｬ ￬ｴ Ｎ 大黒 ￱￬ 止等がその 聞 に 馬ｾ識 し、 天然と

人工の美、調和 ;¥: 1[:t J ! 代の妙を極め てゐる。

首位の創立は飛鳥時代に湖るが 、平清盛が再興

し、 貞艇に焼けて仁治に再建、その後毛利元就が

改築し、客 ilil 11ij 止のみは仁治再建のま〉となって現

在 lて至つに。 即 ち平清盛の計劃が基となってゐ る

-r: けに 、枇殿の配置や地形や各部: の意匠 l乞大官人

の灯みと信仰 とが侍へ られて ゐるのであ る。

( 0)  その他様式

その他、 近江の竹生島の都久夫須麻布1
1祉、 rp賀

郡芸チ|二村の飯道ijii J ! 枇本殿の如し複雑な屋 査 と華

麗な桃山式彫刻に満も ?こm士殿もあ り、 何 れ も一様

式を成すものであり 、又京都の吉岡市1
1
枇蔚場所太

元官の如I < 、八角殿で入母屋造茅茸 、棋に は千木

勝男木を上げ 、更に賓珠 を も載 せTこ珍ら しい儀式

の枇殿 、或は悌寺の堂宇をその ま〉本殿 しと?こも

の、宮殿を賜って移し? こも のなど 、詳細 に亘れば

f，¥J! ま色々な様式はある。( 昭和 16年4月6 日)



市

中

首

川中 世A 建

耐1[l l Uは宗教ではないが、日本特有必) 宗激的干f 私

として 、円 本精神文化の訟も ｭｾ なる要 素 で あ る

ことは悲に新しく云ふ必要はない。

然しその耐111;也K よる建築、即ち耐lnit 建築なるも

のは亦混lliri とし? こ我が建築界 l宅於て、精神的にも

形式的にも最も純粋なる日本的性絡を持つ建築で

あると云』、こ，とに就て 、史 的 ｩ 亡或は皮術的陀ｾの

管見を略述して見度いと思ふのである。

元来 ｾｩｬｬｬ 祉の起原が祖先崇奔に泌を穫し 、 その建

築は我が ｊＭＮｻ Ｍ ｾｋ 於げる日Ｈ始的住宅から官芝生してゐ

ることは 、文化史上或は建築史 上既 1"[ 異論の無L 、

所である。 そして住宅の殻生は何れの闘でも大 凡

類似の粧路右? とってゐるのであるが 、その閥乃至

は土也方の筑候 ・風土等と云」、泊翌日(1句依ne 、 その

闘その地方の民族本来の性裕等 lと依って夫々特質

ある形式のものが織成され 、漸57〈文化の護連 lモw

って或は政 ｾ￬Ｇ￮ ｊｾ 他 のｽｦ ￸ｾ Ｑｴｌ依って殻民 してゐる の

である。

我がIlilll 杭の殻生が低 l亡泣iili なる上代 lてあり 、然

もilill lI! il:建築の原始的構成要素が ト. 代の原始住宅の

構成とその軌を一lてすると云ふことは、設生常初

から如何l乞| 誠氏の生前と桁援な闘係を持つ; ( { ず巴で

あっ? こか Y 説はれるのである。それ故我1) ;閣は於

ては ￱ｩ ｬｬｬ 逝そのものは、岡氏精神文化 の ｾ ｉｉ 胞を宗激

的K 表現し? こものであり、 ml llijH: ij!; 築は岡民生自，1i 文

化の中仮営地形的に表現し 7こも のであ ると云ふこ

とが出来るで あら う。

形式的に宗滋悲築ーと住屯と IC就て 、そ の費生を

詳細に調子主すれば、住宅ｾ起民〔とする宗滋建築は

或は我凶fごりではなし、かもう':11れない。古代希ul 誌の

Ilil[1股建築も 、そ の起即はプレ・へレニツク I時代の

ミノアl OJ即ちクリ ー ト，I; - j の文化のうちの位二屯形式

に殻見することがi J Ｂ 来る のであ る。 ｦｾ しその布 Ａｪ ｩｬｩ ｬ｛ Ｑ

は大いに異るもので あ り、叉H言及l的過程のうちに

彼は持後始んと純粋' 性をづとひ 、経化してゐるのを

キエ !:}¥j @土 ・ 早 稲 田 大 祭君主 皮

築 性格の

仕i 透 泰

見るのである。然るに我が首11' 枇建築に至つては 、

2oOO年の歳月を 、殆んど磁化 もな〈 、JE{ 始日本的

性絡を連綿として持続して居るのであって 、これ

も文化の低い米 ｉｾｲｪ 闘ならば或はお然かも女 Ｑ Ｑ れぬが

我炉開の如き飛躍に飛躍を重- I J 1こ岡家としては 、

宜ーに驚異と云」、 1也は無い。

建築史トーliJ jかなる如〈この語11' 枇建築界へも度々

強 力 なる誘惑 、ＩＧｊ 至Ｚｾｾｾ与は及ぼ合 れ＿ このであ っ

? こ。欽 liJ l天皇の朝、付1; 訟が渡来して以来、飛鳥 ・

奈良の例年文隆盛時代を経過して 、次の弘仁時代陀

至って初めて il illl 枇建築界，' Z: =-=Yi . 命を来 し?このであっ

?こ。 即 ち一哨向illlA辻建築界 lc:: fi) ll 主流建築の影響を受り

? こ様式の殻生し? こことで 、こ の傾向は鎌倉 ・室l 1ij

・桃山・ 江戸と進展し 、桃山時代1[. 擁現迭の形式

の創造に至って、 話11' 枇建築への仰毅建築的要素混

入は頂貼f ' [ . j主し? こかの如引出があるのであ る。

然し以上の虫n< 単なる概念的に或は護連史的K

Tごり見るな らば、話111枇建築は漸次原始日本的性格

はうたはれ 、賄んど俳談建築 主選ぶ所が無い様にも

考へられるのであるが、それ等様式を更に技術的

lと分折して者祭すれば、付1¥敬建築と異る日本的性

特堅持してゐるものであ ること が自ら分明するの

である。

2  

111づい日本的性栴としては 、二つ の異 るもの〉あ

ることは既に長特川如j止' * l 氏の指摘されてゐる 所

である。即ち Ｍ ｾい日本人本 長 ｫ の ｦ 存続を何等護展せ

しめ今、そ のま 〉生かさうとする性絡と 、外来の

新しい文化を容れてそれ等を日本的 lて同化して型

民せしめてゐるものとである。

今日の我が問の文化が一見附んど外来文化のみ

の如 < 1亡兄られ、日本人が如何にも総員似の上手

な岡氏の如〈に見られるのは 、悲 し明治以後の急:

激な外間文化の輸入による 、前記二性格の うち後

者が今日 19立ってゐるからに過ぎな い。然 しこれ

1  1  VI  



等1，ζ も増して歴史を見れば 、如何に多〈の外手1<:文

化 が今 日の諸文 化の官' となり |失! となり 血と なって

ゐることかは明瞭であらう。

￯ ＡＺｩｾ、体統 の捨て 切れない ー 耐は＿こ ＱｾＧＪｲｾｾｉ ｉＮ ｊ とか

f; R守的 とか云はれる部分であら うが、これこそ日

本的性絡の草間な ー 商であり 、同時K 他国iM: 然と

し?こ'iU以的気象をも銑ね備へてゐるのであって 、

これ はｊＧ ｾ￯ ， Ｇ｛ 物質的乃王衣食住 等のみを指すも の で

はなく 、精詰111
生 f . 1i 方面I ' C於ても同様であ る。

かう云ょ、意味から去へば:11:11制: 建築の如 きは 、日

本古典の最高峯にあるものとして 、!?? で切れない

体統を珠玉の如 < I乞大切に保作してゐるものと云

へやう。 然 し支互に注意を要することは i lはもと云ふ

意義で あるが 、西洋のそれと白ら臭ってR り、我

が闘に於て は古典であり同時に今円も向生命を持

ってゐることである。

示Ill il 止力
Z
その建築K 日本的性絡のー隔を遺憾なく

表 現 してゐることは事官であ るが 、我が闘最古の

古典建築 隊式を今日ま で生命あらしめてゐる のは

何故であら うか。こ の こと に就て も諮 l乞一言 して

世〈必要があ ると忠ふ。

元来111111;1辻建築は形式的には 、水 i t 建 築 であ り

紫木造であ り 、 直線式で あ り 、 げ ｾ Ｚ［ｩｬｩｾＰｾ 恒共 ｬ と Ｑ ＧＨＱ 純

明快であること等 を準げ得るのである。そして一

方精耐
Ijl 的 K は雨I!I の住居( すさゐ〉として. J -.代 人の

性家陀 類 する形式を探ｉＢｉ ｊ し、これ ｬＧｃ ｩｬｩｬｬ ｬ ｾ ￍＱ ｩ 巴って 、

所 ｾＮｾ ｾ i 複すが如 < J  I' L 奉仕するのが本義である。

云ひ換へれば岡氏 の
ι|

ニ居即 ち物質生前の苓器が 、

前!I 枇主なれば精Illi! 1生 活の象徴にまで昂揚 され 、主主

崇の1ti象とされ 、然もそ の:む義 は凶作のそ れの如

〈単なる氾念的のものではな〈して 、i似先崇手sI'C

ゅ｛ｾ穫してゐる のであるから 、 凶 Ｑ Ｈ の 精 ｉ ｉｉ ｉＡｉ 生活 と

草子i接不潟lf である 。

話111m止が我等旭i付
1
の霊の位居( すまゐ) と して誌

りられ? こものである限り、何時の |止児玉つでも こ

れに何等1 ) 旋改の ))11へ ら れ な い こ と は 岱 然 で あ

る。 そして又凶11( の枯(111111生前のふるさとであるか

ら停止さる〉時の無いこと も亦首然である。 きれ

ば我が閣 に 於て は 西洋 ｊ ｊｾ 他と 持って 、古典 ＱＧ Ｑ 式が

1M今日 隆々 として生命 を持っと ・云」、のも 、か う云

』、精/III!I 的理liJ 11 ' C基くものと 云ふべ きである。

今日係ふる上代 の ｩｬｬｬＡ ｬ ｝ｪ ｲ ｴ 匙 喋の ｦ ｬＡｊｴ ｩ ｾ 形式＿こる大枇

VI  1 2  

:iil ・大口浩 ・i l' 吉i:!i ・nl l!lil JhJ i等の代表的部十殴は 、

何れも江戸時代又は近時のm急建陀か〉るものであ

るか ら、幾分後世の手法 は混入 されてゐ るが 、 そ

の)1んには大凡 J -.{t の遺風を体へ 、三 千年 lて近い歳

月を然 も多数の起!i 替が行はれ? こで あら うにも拘ら

す 、依然として}h-f MiJIヨょを 1米(f- してゐる こと は、

: et 1' C我が凶K して初めてよよらる〉立北あること〉

云はねばならぬ。

5  

赴f築がi 1JIヨ謀術として護ui さる〉過位には 、文

化 の琵 ｩ 主に 作っ て形式 の 進 化叉は新様式 の ｾｾｾ ｉ Ｚ 等

の起る こ e !立
'J;{;

然である。我が臥!の;liI !II! U: 建築界が

如 何lζJJ ;l9fi:!，1 ょにr，'，HJ l してゐるとしても 、形式の

lli 化は或は JrjJ ;[i lJ し得ても 、- }J i亡j ( g る新様式のおIJ

迭を止なることは 11¥米ないで あ ら う。 然も奈良時

代頃から思想 ｗｾ ｊＩ 一角 ｬ ｲＺＺＺ � Ｇ ｖ Ｎ民し＿ 二本地 霊跡設は 、

ｾ Ａｾ仁時代 Ｑ ＼Ｚ 王つては大成され 、 ｉｉｉｉＡ 凶Ａｩ ｪｬ 融 和 の 思想 は

ー |止 を風牒し? この であっ ? こから 、主互に ilil! lnU: 建築 界

lと牟.命
0')

機運の生す' るのは世;然の勢であっTこ。即

ち外M防5始向的り l陀乞 』はま剖4中刷刷榊
il川沖11小1

1γ 'j
，訂 ;

鋲ヘ守子の起述:古立: をを，見 、或は ill l! 1踊l J l明とにして lLll 、彩色

イ Ａ ， ｩｾｦｬ ｊ 、 ＱＱＱＱ 糾ＡｉＮ ｛ｦｬ ｊ 、 寺院建築制 ＱＱ 部手法保 川 等 々 、 一

見して如 何にも様 式的 ｬ 乞 ｴ 昆 ｬ 頃と し ＱＺ ｩｬｬ ｬｩｬｾｴ 建 築 界を

現 11
'
，し に如き

l

慨を旦 し?こ のであ る。

匙喋史 ｴ 亡云ょ 、 ｛ＧＩｪＧの脊日出 ・ 八 ｉ ｾ 齢ｾ
・ 

ￌｊｉｾ れ浩 ・ 日

吉心!i 等の形式は弘f二時 代K 完成されに付jl 数延喋要

素を多分 lて混入 し?こilil ll ntl: 建築様式な のであ る。然

しこれ 等市 ＱＡ ｬ ｩ ｬ ｦｴ は ＿こ ｙ 無 節 操 に主主歩的の Ｑ ｾ Ａ［ 滋建築 ［ 隊

式ぞ 雨控訴 し、 生Ａｾ反 行に その様式を探 川 するこ と を

以 て足れりとしにものであらうか。 jlil! liltl: 建築の '1'1
・

格を知る1 . 1 めにはこの琵生新政ェt l ' C 釘しでも者へ

て見 る必要があ る。

これ等技式のうち手伝日逃 ｬ ま彩色 、 ｉ ｉｉ 協 ｩｾ ， if，1l l部と

五ふ僅かの部分を除けば、 その博成.J - . の根本;様式

は切実ｩＱｩで 、 然も Ｚ ＩＲＺ Ｚ 入 り の ｪ 引 Ｑ ＲＱ ＲＱ 日オ，［ ｾ ｩｬ ｬｬ ｩ ｬ 止の 古式 を

持つものと比ることを得るもので 、正 i師l亡向奔を

附し 仁川' { 主任かに仙 寺式の進歩を見せに所とも去

よ、ぺ〈 、Ilill lilil: の様ェに 1-，の根本性絡 l亡はイ
"J 等控更を

うl <i して j
心な いのである。叉流れ也 としても切妻 泊

り司王入りで 、正 簡に 向手平を流れと して架してゐる

に過ぎ子 、更に又八幡出 も切実J 1! と1jfeれ遣との複



合形式 l亡過ぎす・ 、これ空宇諸様式は一見如何にも 革

命的の 話111枇 様 式の虫n<  I乞見られる ものではあ る

が 、 建 築様式陥成 ｊ ＭＮＱ ｾｬｬ 数建築 へ の 無節 操なる枝 Ｑ 放

を敢てし? こと断すること は 出 来 な いと 汚へ られ

る。

更に日吉浩の入母屋地式の屋根形式に主つては

如 伺であらうか。新し 日吉i 1 ! が入母屋逃1 : ' 1)立て し

?こと 云ふならば 、この形式はj て代家型指輪のMょ

には見られるとしても 、前li 1nt tの形式と しては詳て

見な かっ ?こも ので 、革命的であっ? こかも女11れな

い。然し日吉弘!i とても詳細v . : W¥J i . 察すれば 、Yi i なる

入母屋 i1l 1乞非十 して 、切妻i I T妻入り形式の正 l師と

隔側I函とに毘; 棋を架して大屋根ーと粉り?こJIんt てd あ

ること は 、 その Ｑ ｔ 庖 の 槌破風 の乎 法 を見れば ｾ Ａｩｾ

して明瞭である。首時入母屋: i 1 はゐつ fこが 、敢て

こ の ｘｾ ょと しに所 κ Ｚ 広義があ るので ゐって 、 ヲ Ｑ ｾ は

この)1えにをして仙寺え建築手法混入首初の洲lilU: 主主築

J1に於げる強力な る反行[の所産であると考へ度い

のである。

付1¥数隆盛の天平を過ぎて我が建築界は飛躍的に

前進しにのでゐつ 1: 。黙しi戸!I:¥立による示111批建築 界

は ｬＱ ｾｦ ｌｾ 依然として芭が式を墨守してゐ＿こが 、 本土也

こ主砂Ij i訟によって Ij ill 1f11l 融和の思想、が持頭 し、 1f911か自

rI l  にはなつ? こが 、/Ii 申請t建築を飛躍せ しめて fJ1¥主主建

築 主類似のもの に らしめるか どう かと云ふ ことに

就て は、 日本人的反行 が強〈 働 い7こと見なければ

ならぬ。こ の反省力引、仁時代琵生新様式。') Ilili1iJIt :ill 

築合して 、日、式的に大飛躍せ しめることを泌胤せ

しめにものではあるま いか。

Ｑ ん ｴ 手手えが維馬で公認 さ る〉や滋令Ｚ［ｾｾ主 ｉｉ 築として

緯馬の裁判所粂ｲＮ ｾｪｾ 取引所＿こるパジリカを， ｮ 川し

訟にパジ リカ式数千? 堂を完成 し? このであっ? こ。) ，1;:

督殺と jftl! 1迫a とでは思想、の桜底も根本的 l乞異るが、

単 l亡宗教的建築として技術的にのみ見ても我が岡

i乙於ては似1¥毅建築が技術的 l乞如何lて優れにもので

あるとしても 、 ［ｉｩｬ Ａｬｦｦ ｩｬＺ が全 Ｈ ｉｬｴ てそのね［式を Ｑｾ ｊｬ ｊ する

も のと 見ること は Ｏｉｾ， 来ないであらう。何 ｉｬｩ 文ならば

1;1，(統 l仁川執する 日本的性絡は宗教i'i"J信念ともなっ

て居るからである。それ故技術的に幾分新しい外

来様式とまでは ゆかす・ e も、手法位は採用する と

して も、それぞ形式的にも在来の ;liI11nH: 建築 l亡同化

せしめ十には世かなかっ Ｗ こ。即ち ［ ｬ ｩｉ ＡＱ 付 ｉｾ 混合初期に

於て、 ［ ｬｩｬＱ りｉｴ ｬＺ がその様式の ｊ ｾ ｊｌ 乃 至は形式の ｨ 卜Ｎに犬

過 を犯さなかっfこのは 、こ の精;Iil ll によるも の と考

へき' るをf与ないのである。

4  

ーたに桃山時代lて護生 し、江戸時代 l乞至って完成

され 、廟住吉5或はnil[ I;lit 建築と して隆盛を極め る構

現出なる校式は 、 一 見如何に も 付 Ｑｾ Ｔｘ 建築 的複 ｾｴ 性

を多分 K 持つものであ り、叉その多〈は批麗なる

法的i を施 して、 如何にも {州事え的なるを思は しなる

ものであるから 、このお; ょに就ても 一考を煩はす

必要があると思ふ。

単純明快なる構造J j jtCを本旨とする我カ清1[1枇 建

築が 、付 ｉｾ Ｇ ｾｸ 建築の乎訟は 川以来 、 建築の制令官乎法

の盟山' になっ? こことは臨ーに述べ fこ。

そして ;Ii ll l批建築も亦i11) 1'*謹術界の一分野にある

もの とし て、何時の時代か古; 然新校式引退のある

べきこ主をも述べ fこが 、機現元!i の如きはJ主JUl I豪 華

の文化的要素を多分 lこi見入 し、 然もその文化を背

景として、新し〈制逝 され七一切ill l前1:建築様式なの

である。

権現造力>J -，代以来の雨111
祉乃至は共f愛護展 しfこ市lt

世建築からの漸: i 1UI' t:lli 化梼式で、ないことは 、塵界

既に定説のある flij' である。 即 ち形式的には鎌倉時

代 の柿宗守-院 ] ) IJ 日山堂形式の1暗示によるも の k さ

れてゐるが、事賀概現地最初の也管が盟問廟であ

るこ とから巧へでも 、叉常時一世を風館 しf二型公

の樺勢を背景として桃山文 化 J ) うちに生れ仁こと

から考 へで も 、 ｾ￝ｉｉ か日本 ｉ ｬｩｬｬ ｬ 道精 ［ｬｩＱＱ Ｑ による他 の 利 ｬ 枇

建築と異る性絡を持つもの であること は
l
リj か iこ考

へ得られる のである。か〈 して費生 し七機現世は

桃山時代から江戸in手代にかけ て、 話11りl百: 建築と して

1佐川され? こが、来して ?こ Y 英必i 的精神乃至は豪華

なる文化相の秘見に止って 、何等我が閣の話111;1注建

築と して の性怖を持Tこぬも のであらうか。

権現i 2 i とは木肢と奔肢とを qj 与股( 相の1 l 1J ) で連

Ｈｾｾ ｲｩ して、 こ の三 ＿ｦを一同への枇殿と しにも の を指

すのである。然しその特徴と して は 日光来 ｊｈｾ 官等

に見 る如〈 、幣殿の床は石の 11. IJ と都 され、本殿・

奔殴よりは数段ilo.1C < 、地盤1 ; ; 1司:白iで、石放とされて

ゐるもの があり 、叉石敷でないものも 一般 l乞幣殴

の床は低〈 設げられ、所謂必! 末と稿きる 〉ものが

1 3  V I  



多いことである。

これは公ふまでもなく 、本 殿 と 奔 殿 と を 分 隊 し

に 日 本Il ll llffi辻本来の形式を精;1111
1
的 に表 現 し? こも の と

考 へ ね ば な ら ぬ 。 畏 き こ と な が ら 往 古 の官 械 に 於

て 、 清涼 殿内の 東 南 隅 l亡石次世を設けさせ給ひ 、

伊 勢太閤御踏拝の御座主し給ひしも 、同 様 の 御 結

前 ＱＱｾ 奔察さる〉のである。

材11現 遣 が 一 見 如 何K も豪華複雑にして 、時 代 的

要素或は初¥l 毅的要素のみの如〈であり 、日 本利l;ltt

本来の精神と異る如〈に見 ゆるも、誌に ｟ Ｎ ｾｾミの稿 、

前! J 的反省を形式的に越せる もの と見る べ きで、時

代 文 化 の 程 度 か ら 考 へ れ ば 、 前 記 弘 仁 時 代の 日吉

逝 の 良心 的 構成 と- - ，，) 医の相辺守るも のが あ る と 見

るべきであ る。

5  

現 在我 闘 に 行 は れ て ゐ るnlljl 枇 建 築 の 様 式 は 、 そ

の種類は Ｚ 甚 ｴｾ 多 〈、到 底蕊 ｋ 一 々務げて検討する

暇はないが、 要す る に ￬￬ｦ ｊ ｾＱ 己上 代護生の四形式 し

更に弘仁時代に大成され? こ付11叡 建 築 手 法 混 入 の 四

形 式 と が 基 本 と な っ て 共 後 輩展 し 、父 時 に は 新 儀

式制士重をも敢て nし、 或 は 杏 推 浩 持他 の虫Il <. 地 方

的 の特 色 を も 附 加 し て 一 様 式 を 形 成 し てゐるも の

もあるのである 。

J て代1111[ 1祉 の 原 始 的 様 式 の11If統 が 、2600年 後 の 今

日まで 、同 じ 生 命 を 持 制 し て ゐ る こ と は 、我 が日

木 の 間誼 K して初めて成 し得られにこと〉云はね

ば な ら ぬ 。 勿 論 伊 勢詰11'官 共 他K 行 は れて ゐる 20年

口i手のiit 替 、即ち、 式 年 法 替 の 儀 式の如きは、こ

の ｎｾ 統 Ｑ ぷ持には大いに役立つ＿こであらう。然し式

年 i;!i 替 の 定 義 はV!; 統 様 式iぷイr と云ふことカ; 第一義

ではなく 、'1111
1霊 の 居 住 ( す ま ゐ 〉 の 情 浮 き を 保 っ

て奉 ｩ 土する立と Ｑｾ 干すべきである。

余は本稿を?終る lて際し て一 言 して世き度いこ と

がある。それは ￱ｬ ｬｬＧ￱ 注建築な るものは、 ｾ ｾｬｬ ｴＷ Ｑ 手の

うち押11101'的 にも 、形 式 的 に も 最 も 特 殊 な 立場 にあ

るものである が 1'iJ( 1'C、ーその浩替計訓に首つては 、

最も ・|抗mな る 態 度 を 持 t.. て 、充 分il Il I'ni t : 並ぴにfft lTlid:

建築 D) 特 質 的 の 性 絡 を把握 し て こ そ 魚 さ る べ き で

あって 、i単な る技 術 の み で 需 さ る べ きではなく 、

更 に 九 以 な る 粧 例 ・文 化 等 の 要 素 の み か ら お さ る

べきでもないと云ふこと である。

(II s 和 16年4月4 日奈良の旅会にて杭〕

土 裁 は 地 上 に 露 出 仁 た 防 空 壕

昔は大きな城 F 田f では盛んに土毅が奨励 されまし た、取分け大阪では非常に土裁が遺られまして1B市

内の居宅には必ず二戸前止か三戸 前の土政が つきものでありました。

完全な土蔵の屋根に l キロ位の焼夷強では貰撤しません。叉完全な土議の壁慢は少々の却の磁 Jlーには

大丈夫です。ま して火事 に充分持ち耐へます。土放は地上 にとそ宮露 出して居りまナが防空家の役目 を務

めます、然 し近年土言葉を無慨する傾向がありま して折角の土殺が盛に取 りl徐かれた り傷んでも 一向修理

されゃう とはしません。

此際防主主1言t を主主る心t ; t で大いに土放を修珍して下さい。土裁の柱は担司祭で腐る 場合があって自然床下

の壁が内部で落ちて居りまナから先づ床 F の壁を き定 り菌: して下さい。

土ｾが重みで下って居ります吊り直して ｆ さい。いざ大事だと云ふ時に床 下 の換気孔等の密閉ｊｪｦ，の目

鈴の土を日頃から準備しなけばなりません。

大阪の素封家鴻池家は大¥' l ! 1 p . 八白1¥の筒li 時居宅は類焼を被 って居りますが準高、什器の各授は土磁のお

かげマ完全に残りました。

土員長は財産の守 り市11でナ。印刻修理Eして 、敵機の襲来に倣へませう。不幸中の大幸 l亡も大Z主主建の後で

土員長が焼け残つでも 直 ￇｉｊ ｾ けたら折角 焼け残 りの土 裁にも火の入るＢＧＱ｝Ｚがあ ります。聞ける ｈ 年期 ｬ は必ず専

門家の指導を待ワて下さい。

防空Iま先づ大切な土滋の修理から
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烏

鳥居は需11り祉の象徴である。 jji lll 慌 の様に祉殿の無

い話111'1止にあっても鳥居の無い i州市!: は絶えて無心。

ゆくりな< Ｑｌ ｬｦｾ 丘に管蒼 ｦ こる木 設 の蔭 ｋ 白木 の

鳥居を奔するとき 、 直ち ｾ ｪ ｬ ｩ ｬｬ ｬ ｪ 祉 の存在が筑 附 Ｑ Ｉ＾ れ

て思はす' 1 '去を正すのである。

元来 、Il iJ ll 枇建築そのも のが肺 枇 といよ、形式に象

徴化されて居る。如何に大枇逃が 、利Illfl 遣 が、 そ

のかみの j氾1:: 11の宮居の悌を止 めるとは云へ、それ

は宮居そのま〉の71手ではない。整ひ過ぎに千木陀

釘して官余りに太〈大きく 、その陸では1 * の抑へと

しで は安定ｾＨｬｊと くか の ｊ 感のある葛緒木の如きはそ

のま〉に古代 i上居に月j ゐられにと思はれぬ。

かくして 、古代住居の話111
格的象徴化が祉殴なら

日居は象徴化の 中で もその最Tこるものと見ねばな

らぬ。あ の ま〉の姿で宮居の前十亡立つ もの k も見

え!li Jt し、。

TこY 、日居の形式が素朴であればある ピ け1i ぃ

時 代の{弟K は近つ' いて行く。 lリj 'l iJ ll_ n 府よりも Ili 1[ lI りj

鳥居が、そ の ｱ ＮＱ でも所 北 ｩｨＡｪ 間 ＮｲＺ ｊ Ｉ ， Ｇｾ￞［ 、 それよりも

向ほ京 間野の-lkにある枝な黒木の鳥居がそ のかみ

の毘の姿K 近 いも のである こと を思はせる 。

その結果は原始素朴な門 の71引と近つ) < 。揃訓闘

吉林附近の民家の門 ｾＮｲＮ ｊ 広ーと酷似しにものがめる

と云ってそ の閥係を老へるばも首らない。 I"J なら

ば人類共通 i刀考で揃J列十践でな〈と もイ"1彪でで も

こんな )1列となり千尋 る。

屋敷地まは りに i立を結ひ 、そのi1' ，人口 は開り

てお〈と、 M のしまり をjE- ける伐に! G;{il L : 二本

の桂が欲しくなる。柱二本では ftj[l t，倒l裏の悦 れ

カZあるからそのJ- .IL;j:J!lオ(:eu支;す。しか し仏j' (ま本主

が到になることを防ぐおには脱水の下l乞立を泊

す。これでね ｊｾ ーの 即［Ｑ Ｑ 予は川似 て 了ふ。

Tどから. 日応は '111
1
1
11仕の門 でゐる。 ，!I II I/ "J とjl子ぶこ

と すらあるの で ある 。 ｊ Ｂｊｍ 力 行Ａ｜ｾい の ヵＺいぶかし

いだ り であるが 、 伊勢 手 ＱＱ Ｑ 官 の ， ｜Ｚ［［ｊ ｾ ｩＱ つ や 三 怖の 鳥

居の如きには扉もあり厄もある。ふつうの鳥居

ホエ t}¥fiU 土 ・ 東 京 帝 大 号電皮

居

藤 島 亥 夏B‘治

でも賀茂の ｾｕ Ｚ の 鳥居の様に左右 ｬ て 低 い底を結ふも

のも多 い。

， ＱＰ 居 の Ｓ 設を重ねれば ｩｬ ｬｬ Ａ ｉ ｾＱ ｈ する ｬ 郷軍さを精すこ

とにもなる。 ーの鳥居 ・二の鳥居、三万鳥居1工、r

k 呼ばれ るが 、こ れにそれぞれ阿があっ? ことする

と 三重 ｬ 乞却 を 紡ひ続らす こと 〉なる。 こ ＧＩＮｾ r出

三長八重ni J の御歌の如 〈、高貴な性宅には幾ji; に

もi立を統らせに事力: 首背せられる。上代の古墳に

埴輸をこ霊三重に続ら せTこり 、周波を二重三重に

穿つの e Jf，J じ概念 J ) 下になされる。

此の H 引一1. : 居の Jlj や門の肢が鳥居として市1! lil止に

のみ形式的 l乞ゐれ浅 され? こ のは我が;III!I 枇観念の等

さの一つである。りれどもそ の形式化は漸次強く

なっ fこ。. 1-: 代の門ならば端法JrJ 居の様は拙て丸太

迭の掘立桂であるべき にが、それヵ; 伊勢鳥居とな

ると断I百五角 D3P. 木や短形の;民ーとなって前よ りは

匙んf.: 門の形式主なる。 この買の端は粧を1! f いて

雨 ｊ 婦に ｊｉｾ ｏＺ 11 ¥すこともあらうが、 それが形式が整

ふと鹿山口舟となる。やがてnll !I Ili!: の扇額を上げる

おの観点が/ 1 ' ，来る。次いで江( の類も 省略せられて

ｲｾ 居 ｦ ごりが孤立して立つことになると不安定な姿

となるので、 それに安定感を附けようとして桂に

聴ぴが附けられて 、悲 lと八幡鳥居が問予! E る。やが

て大陸建築に法 〈新らしい感t見 を入れて笠木が反

伊 勢 内 宮 ー の 鳥 居
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日 吉 紳 祉 の 鳥 居

り 上つ＿こり 、 桂 の ｦ ｾ イＨ上磁石 そ入れ ｦ こりし Ｗ こ ｼ 川市

鳥居が生じ 、なほ保存 iて、科 目。1: 0足; ｝｟￬ ￜ Ｇｾｉ ｃ 朱会実

は し 〈杉 ｊＩ 樹ｊＩｉｩ｜ｩｾ乞うかがはれる ｢ のが 間外 ｩｩＱ こり

する 。

これら ｬ て 於て形 刀 整 正 や ＺＱ 寸料 のあ Ａｭ ｾＷ Ｉ［ 作って こ

" ，乞鳥居 として のJ元本形式が完成する。 1止にlリ]:;¥'11

鳥居がibt も行はれ 、八幡，t#i )，U- T; これに次ぐ の も鳥

居としての最も琵達し仁美しいものなるが局であ

る。近付ミはil¥111枇述築の本 iJ Ji i K蹄り その主主も純正な

ものを保ら うとして刑111¥月il iが盛υ する n l吋 11111Jj .t: J  

居 J ) 多〈が建てられる傾向を生じ 、それに作って

前1111 ) 1 鳥居も3 l ' 、流行する傾向にある。その簡素にし

て庶民支な姿が現代人のみ{ 持にもぴっ Tこりと首て絞

ーまる のである O

t'lli蝕 乃応居Jfh¥: は特例とよL て差玄へもあるま

い。そ れらを分類する に、先 づ 従 来 の 形 式 lてあ

き足らす' して何等かの新奇を求め にも の、何等か

のJ!¥! 111で兵 JIえにを保つに もの な どがあらうが 、そ

の多〈はみ;地主迩設に起因するものが多い政であ

る。その :1
'
でも ikE島

'1
¥l llil¥t の犬

g)
rS'

J ) 践 に杭 の前後

tこ拾刊 と拾tl .とを備へ? ニ雨前1いけば立 IJ五の多ud' l
，

lてJs!(J .}J し、よl つ構造を強問 に しに史fi でilk も見るべ

きであ り、そのおであ ら うか全i必11乙此 J ) 形式のiJl

川智見 るの である。しかし 、その他の烏旧日 Jl んには

各 Ｉ ＱＱＱ Ｚ Ｑ て 特 ｩ ｊｉ ｊ な刷 ｬ ｾｦ｜ 習合ｊＩ ［ ｦＺ ￺ 巣生じ＿こも の が 多 い危

rc普通的 ι ものにな らない。 iリJ Ｇ Ｑ ｜ｬ ｪｬＮＡｾＩ ｩｌ ・ Ｐ 左右 ｋ 三 ｼ 三

烏肘j{k J ) ものをナ配し七三輪鳥居の様なも の、三本

の粧を三方 l亡配して三方正副の
cl.1

山山居の来日みイト

はせの践にし Ｑ こ京都ぶ奈 ｪｬ ＺｊＩ ￭ ｬ ｴ ｬＺ の ＮｲＺ ｊｪ ， ｲｾ などから ＱｾＱＱ

寺的の特色を? と‘ こかに刈lへ? こもの 、例へば、近i 1:の

YI  1 6  

日吉神前11こ特有の山王烏居が上に千鳥形を上 げ、

京都御所外苑IH雲の稲1:の日Q; の笠木を府倣風11予と

し、京都北町"ij i111rct: 境 内米Jli上の鳥居の礎石にA :fヒを

刻むなど 、それぞれに立低限 に、まにそれぞれ l三

純つに )1手をしにもので あ る。

これを月lli の 上から見ても勿論木造が本来のも

ので あ るべきであるのに 、儲何倒壊の↑生れから こ

れを朱徐とする事が先つ ｲ �Ｎ ｦ ￬ めら れ 、 与 ｆＮ 安ｾｾ代頃か

らは石を、江戸初期頃か らは洞や青銅の金属を 、

叉 、陶持を 、そし て近年か らは銭筋コンク リート

舎も これに泊 }I j するに至つfこが 、やはり i[，111々 しさ

は木浩に越し に事はな い。

此の様に して 、そのか. みの門の意味であっ? こ ら

うも のが形式化し様式化して 鳥居と云ふ象徴的 な

もの とな っ仁。低 ｬ 二月 ｩｉｊｉ 此に不可 ｾｩＩ ｴ の存ず Ｑ Ｚ で あ り 、

その犠式もみにり tこ改t J べきでない。しかし 、一

歩退いて見る lこ、鳥居ほどに不思議な柿築はある

まい。 二本の杭 の I-. K太い笠木が渡る のである。

椛匁式の一部模型の感がある。 乃至は{氏:渓し? こギ

リシヤ ililj l殴 の埠存脅1¥とl司じ排出とも云へょうか。

ギ リシヤなら兎も角 、地民間な ? 日本;にこの拡な

隣i1!が何等の疑義 もなしに公然 と行はれてゐるの

は一見不可解である。ルIdこ石fd居で笠木が中 IIl Jで

織がれてＺｇＡ￭られ てゐるもの〉如きは柿 Ｑｾ ｩＱｴ 上 何とし

ても槻 過し 得な い。現 ｬ て ｾｲＪ 大 地 民では鍬合的ケ

岡八幡ーの鳥居をkf iめと して倒壊 しにも の教を如|

ら今 、近くは皆川iJ il ll枇のnfri"i の笠木が糸も fこ。叉

有t4f 地方では笠木のJ 二に雪ゐ;激尺も杭ったとこ ろ

，で陽光に古: ; ると南側が解けて北fl1i JにHi : 心が移る n

に ｓ ｾｾ 木がころ りと 脚泌するさ う で あ る。これら桃

気 比 利
I Ｇ ｾ Ａの 鳥 居



謹上の不合理は改めら れねばならない。危険な構

法な ら金図的に禁止叉は改正せしu べきである。

こ ""1こ於て耐告1¥鳥居の如きが改めて臨み られ

る。この鳥居 Ｑｾ Ｇ げが鳥居が前後に倒渓ぜんとする

傾向を防止する。意匠も秀伎であ り、 これを? 推奨

するに培滋 しない。但し iたして この後式のみによ

るべしと云ふのでな〈 、あ〈まで1W統 STZ宇重しな

が ら此の様に椛よit 上の考! 仮があっ て しかも 美 しい

鳥居 を 昭和の鳥居として創iii せよと云ふのであ

る。

今一つ申 し? こい事は徒に大さを誇る在来の悪傾

向を排し ?こし 、事である。 iJ設島市11祉の大鳥居が尚さ

53. 3尺なのはあの横に延びf二il lI :殴としてふさは し

か らう。千安illl{ l'，'j- の大鳥居が 76尺として誇 るの: 立

感心しないが、i位殿から逮〈距ってゐるから強 ち

に不調和でもない。し か し、何れそ の中に nl111域の

大櫛張が行はれるであらうし、 jJi l! lj祉に闘する事柄

を批判し奉るのも 恐れ 多 い が 、 靖閑 ｩｦ， ｾ ｉ ￏｊ ｉｦＺの 高 さ ＵＰ

ｪ ミの二の鳥居が殺風景な参道に立ちは ｲｾ かつ ｦ こ健

なのは優れTこ考案と申し粂ねる。しか し、これら

は綿じて規肢の民大なnill l
官乃至。11祉である から大

躍に於いて適合は し てゐる。け れども 苑 ｾ ｩ ｬｬｬＺ や村枇

で杭殴はノj 、ぢんま b してゐるのにその直前[ に少

しもこれと 調和しない大袈裟な鳥居が建つ ?こり、

叉 、質素な市1:殿なのに J壮麗な石鳥居を廷で 七りす

り11勝政太郎氏原稿 28 : n より絹けいて も四

角型が多い。

×  ×  ×  

以卜. 、ill1¥!i ii J:の石股結 について の二三の問題を

考へて見? 二次第であるが 、此等のW:!*、在、は改

めて奈良称日 iil111n止の石; 股筋こそ 、我カ; iil 111iilt の石

ぽ応と いふも の 〉、全 〈よさ1ι 念泣物で あるこ

とを副知器す るものであ る 。 ( 昭和 16年5月〉

( 伊藤文四郎氏原稿 32T1より 制 け を様化す

るｾ ｉ Ｇ ｾ ｾ ｈＺ なる を 以て ｊ ｾ 完成｝Ｉ脱 は舵 ｊￍＧＨｾ なる威 容 を

整備 する ＺｩｪＧＺｾ件 て以 てヰ ｴｊ Ｇｨｕｲ Ｚ 住者 Ｔ 多衆 の 敬 ｩ ｦ， ｬｪｬ

る のを甚 ｴ ｾＧ 屡々見掛けるのは 、却って 榊徳を汚し

奉る と批評する他はない。 1"] 構へfごげいやに立減

で本宅のみすぼらしい仕宅を見て嫌悪の怖を催さ

ぬ人はあらうか。比論するは犬鵡乍らそれに類す

るものであるまいか。 これは要する に:1[111
官 と氏子

連 とのつまらな い 出 栄 心 か ら 来fこも のに 仰なら

ぬ。大 いに戒しなべきである。

最後に閑立に指 A せ，られにti い. r.J 居を参考 まで

に Ｓｩ ｉ ｊ ｾ Ｑ己し よ う 。

大阪市四天王寺西門前石鳥居

永仁年中〈鎌合時代)

稲岡 l係英彦副11利: 銅製大鳥届

民長 ( 桃山時代)

栃木!¥採日光東照宮青銅鳥居

元和四年 ( 江戸初期〉

同 表門前石鳥居

元和四 年 ( 同 〉

稲井腕敦賀市策比示T j l 宮ーの鳥居( 石)

正1米二 年 ( 同 〉

京都市八坂利lffi士一の鳥居( 石〉

正! 米年中( 同 〉

前11奈川腕鎌倉町鶴岡八幡，;.rーの鳥居 ( 石)

寛文八年 〈 同 )  

脱出 ｊｬ 恥 ｣￬ ￏ￪ 島 ｪ ｬ ｬ ＱＱ Ｑ ｩ ｾｬＺ 大鳥居Ｈ木 〉

明 治 八 年 ( 同 〉

の念を者〈榊さしむる事lて資する躍がをj、からす・

生す・るも の と信せ' らる、 のである。更に五族協

和を以てl l i ¥みつつある河洲の地に於て是を リー

ドす る日本民族のf I l j'lirl l
的向トーの封JHt {e主11貨に示

す_ I - - よりも 、iVrる月日11域を; 設 定して各呉氏族主? し

て自ら 慨を ]E さしむる のは民族指導のー上よりも

1::: 1こ大切 の次引である。此'll lj;Ili[ 建設に芸拾せし

尚人 の額が旬 日 ｾ ｉ 刊でやして 激 高聞 に達 し＿こる

の事貨はイI1J -:; { にも 普へがfこ約程の彼等 1) 行政 治

IC 到 す るj =
l
lij 仰と又i繭慌のNi がl!flかに示 されてあ

る 設左でゐ る 。 ｊｾ ｩ Ｍ る ｊＧＡ ｹｾ よりＭ［［Ｑ きょ、るもＭｅ Ｍ ｮｴｬｬ ｬＡＺ涜

il ii]!- .l ll lj1ili i: の法試は貰 lこ ・円も忽諸κ 附べから さ「

る緊要事であ ると痛感 し?こる 弘'引でゐ る。
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紳 祉 建

緒

祈る? こめには物的苦'I ) f ( { が必要である 、その釘! ! 代

物 が荘重であればある f ごけ祈る心力; 敬慶になって

行 〈…. .

こ〉 に吾 々祖先がそ の組先を崇奔の' f . t!照とせん

とし て紳枇建築が生れTこのである 。

何の飾り 完ま もない素二本逃 りの首t殿は深遠な森K

1 築き立てられ 、その中から 心からなる祈りの控が

静寂ｾｻ波る相手の響力 Ｒ 紳秘の音を立て 、 上代精神

ｾ 共僚に停へ来 ＿こ つ に のである 、 こうし＿こ紳枇建

築も岡家財:1f:"iJ 文化 の進歩と Wvc. 各時代の趣味 、風

俗 、人怖を巧に取入れ直線的構成より曲線的構成

へと稜返 して来 ?このであるが太古より徳川末期に

到る迄は主として人文の進むに連れ? こ謂ゆる自然

的K 登達 し?こものである 。

け ｲｾ し ｉ司 ｬ 枇崇拝の 思 想 上 の根本的原因は ｩ 必表せ

られす又簡素端麗の風格をも損ぜられす- ' 1 1 : : . 来? この

である。

然るに近 世は西洋の文化の進むに随ひ閑特美術

を保持し得予白から建築様式のみなら す。 その使

用問的方法を鐙革の後儀なき l亡せられつ冶あるの

である 。

殿

勾1-1. 1二建築; 1 > 談 所 々 長

VI  1 8  

築 雑 考

井 上

雄勢

ぞれは近来の紳枇建築はあま り陀も美 し 〈洗練

せられ過ぎ 、或物は誇張的であり 、或物は飛躍的

である事の一言につ きる。

何かしら祈りの物的I"1! 慣が形骸的になって 人の

心から離れて行〈様l乞思はれる 。

制1m止廷喋の古Hil Jの持つ形式は体統的に護展し進

化 し現在迄俸はって来? このである。

今後まつ fこ〈新しい形式が考へられるであら う

か ?

例へば

1. コンク リ{ トir! bの平屋根の犠なもの

2.  高層札喋物K 化合されfこ

3.  ｾ Ｇ ｉ 殿を 一月 誌 と し＿こ様なも の

( 数合 、寺院彊当Eの如¥)

原始時代はE 石巨木等の崇奔か盛んであり今向

こ うしに祭問のl列ーもあ} ) 持た樹木は崇重畏敬の意

を表するにめに注連を引き柵を設け御紳腿又は御

利1符と郁せらる〉物 t ; 多いのである例へば稲荷の

杉 、呑中jt の綾杉 、熊野の竹柏、伊豆山の棚 、太宰

j併の稿 、日吉の桂 、繭彦の椎 、本一日の杉など編著

なも のもあり 、古代の自然物 tこ3討する崇拝観念を

表現して居る。こ〉に還元すれば古代l乞還つ Tこ新

しい建築 様式又は全 〈新しい榊i位建

築様・式も - - [ 症は・巧へられる犠K 思は

れる 、 然し廃史は利 Ｎ ＱＱ Ｑ ｴＱＺ建築の殻展ｾ

11国序よ〈示して居る 、

; +: 匙主l ! 築の形式 lま何il 寺迄制L、て行

〈か ? 今や事鑓下肢と して蹄 〈、千

木勝m木の下lても芸襲は免がれぬで

あろう。ましてTli1平副亡立つ純木元!i

l l !築の1手を集めにJ P! I
1iRt の楠成は総て

の災符 l亡不利である。 即 ち地長に然

り火災に然り 、暴風j : j : i lと然 り、祭器J

K 然り 、不泊72 とされ? こ今日

疑問j はt "ri し、て行〈

洗練護連の似知はやがて波務であ



る、形のみ捉はれでも又破滅の基であ る、 きれば

耐 ttの根本精婦に還 る事 に依って叉新しい前途が

生れ出づるかも解らない。

千古不滅な世界に稀な程高次であり 、民の建築

精神に生きて来fこ日本人が 、民K 時代に即日産し日

本精神K 立脚しに様式を求めて止まない次第であ

神社建築の配置に就て

市中枇の平面はは茜1.: 多種多様であ り、 それ ぞれ

特殊の目的のに めに計謹せ られ、中には

隠 史的存校 E して認にu品J せら れて居る

ものもあ る、 叉同一性質の建物 で地方別

紳祉別に似てり名栴を具に する 場合もある

る。

' カZ。

之を大別すると

1. 祭雌鎮座の ?こ めの建設物

本殿 、垣 、鳥居、門等

2.  祭把参拝の?こ めの建設物

拝殿 、幣殿 、祝詞合、紳棋所、 舞

殿 、手7]( 合等

3. ー奉仕的経営の fこめの建築物

枇務所、 参詰所、 儀式殿、氏子集

合所、買物取等

の三部ｉＧｌｾ 分出 来る

この外に神輿合、 紳ー終日i等の倉庫君事が

ある 以上の諸建築の 内現在の紳i止として

必要なものは本殿、* 股周囲の垣、門、

鳥居、奔殿 、紳館所、 手7]( 合 、祉務所の

七種の建建物 である。宜ーi緊K 於て は勿論

刑1祉に従っ て夫々の事情もあ り、 規模小

なる神社陀ては本殿のみあって他をjlV( き

ｾ ｉ Ｍ ｴ＠ I ' L以本殿す らなく山 川樹木等の自然物

をill!1慢の御在鹿 k して如き視る ijill 'IILt もあ

る。規枝大なる ｮ ｬＱ Ｑ Ｑ ｭ 止にでも Ｑｲｾｪ 干大副』大 雨 Ｑ Ｑ Ｑ

11111
1枇 1 r 幣大詰団長訪州仕〈上位〉官幣I:!' 雨1:

金 讃illil1ffi止等の如 〈本殿建築のない例もあ

る、然し大韓は本肢を備へ如トーの建築物

を必要 とす るも名稿の上では七障の建築

物を完備す るとは限らな いのである 、そ

の各建物 の配置を見るに既K 建物の性質

がilil ]l m止に依って複草花多岐であ り、 ま?こ祭

式行事も 異に する以上配置に於ても劃一的? こるを

得予 、強いて分類すれば数種の系統の更に錯一雅 複

綜しにも のである。

その内比較的明較なる例を翠ヤれば犬神宮の前]1

明 造 りなる各枇殿 の 配置 、 宇 佐 ｾＱＱ Ｑ Ｑ 宮共他の八幡宮

或は日 吉市l阿止等 である。

闘 1. 石清水八幡宮或は 日吉ー111[1枇

|丙]2. 尾張 lモ於げる 各祉の例

民清岡市1
1祉 を代表と する

|量13. 京都附近各市t の例( 所謂制限岡式配置〉

z

z

 

罪事内

第 l 圏 ・4ヨ: 志 水 ヘ 崎 哲 第 Ｒ 圏・負 ， 有司 Ｔ ゆ ｾ ｪ｟

E  

園

事
JE 

-
圃

盟

圃

蒜肩主

;q.円

ｾＴ 図 Ｎ $  1'.!..I<p 1え

培: 3 H国 ・ 制 限 回 j ¥'
努 S lBヨ・8 え 512 ， ｾＮ ｱ 宮 ｅ

布

政

川

J

'% 6 恩 ' 近 代 的 ヲE'I ＧＷ圏 ・ ｾ 園 川 Ｑｩ 苓

1  ｾ＠ Y' 



7今
2  

闘4. 霧 島 lii ll ・8・等のJL洲南部地方の例

lω15.  東ＡＡ官官等のＡ薬湯治り風 ｾｴ 殴配置

岡6. 近代 式枇 殿

岡7. 近 伏護 園事1
1m止等

但し 主要建築部が本肢を起鮎として a↑ 亘陀正商前方

に建て立立ぴ本殿背後に塀門及び廊等を除き 枇殴ら

しきもの〉存せぬ事で即ち本殿中央・の正中綿と本

肢を原黙とする方向指示性の上に諸原則 が建てら

れて居る 。

こうしに名稀の l:: K 於 て 様 式の上に於て多額複

剰な IF111祉 建築も 、文 献は兎も角と して形 閣 の 遺 構

より見る時は美術準的K も技術準的にもその護達

は驚くばかりである。原始時代小屋組は作らす・化

粧極を以って直ち l乞屋根を支承じて居り天井も屋

根 の 形K i泊 よ、 て中央が戸j < 、山 形をな して居 fこも

のが平安期以後となると iji : l ' 樺は木 古の化粧揮とな

り、二 軒 三 軒 となり ノj 、屋*ll は その上 に設け られ二

重 匁おwとなって来?このである 。

ｉ 弱者金｟ｴｦￏ ｾｧ 構ＨＱ叫 Ｑ ) 後押を複梨桃( 岡 2) 色

料する事が出来天井すら張られて来? このである。

その*[11部 の 手 法 l亡至IJ つては各時代持 l亡円ぐるしき

迄に殻展し? この である 、こ〉 にその

一つ一つの設 'UJ を附する事は H¥来な

いが 、組 し て 、古 代 建築 の形閣は k.

記 の七つ の部 ! ' 1K介 知 H¥米 作 る と巧

へらし

Ｑ Ｎｾ ，長就 Ｚｗ ｾ ( 基担、法 石等 を?ヱミょ、〉

2.)ぷ郁 ( 徐廻り 、1-'1(. * 止等を三ょ、)

3  .  il idn¥11  ( 住 、:段、桝 fJl 、虫1.認で組

成十 る ｩｬｬ 物 ｄ 主要告 ｉｉ ｾ ヱ ミ ょ、 〉

4. i阿部 、車r-tuより 軒先まで心部 分

5 屋北 部 、屋 様 、ノj、mk: U与 を云ょ、

6. ぷ1作 部 、戸c' > !{i ;( 子、位、 窓 :; if1に

制1
1

;1;句:

7.制 郎 、杓 桜 彫 刻 、考IJII 否、彩 色 、

Y I 2 0  

瓦 、金 具 等

こうし? こ部門を古担2訴追遺摘の例 々11[ 豆 り精密 に

ｾ Ｑ ＱＧですれば 、 直ちに地方文化の程度は勿論 、 各地

方 各 時 代l乞於 ける趣味を筑知 し 、 ま? こ共構造法 及

び装飾法の巧- 111¥精 粗 如 何K よって夫々の世相を推

測する事は至到i でないと思ふ。 それと 共に各市1
1
枇

の配世甘え態よ り 、 祭 ￱ｾ 行事土 地 の慣習等を 知り日

本 文 化の足取りを調子fする事も出来 るし今後新し

く生れ IHづる IIIIII II辻週諜に よりよく日本的になさね

ばならぬ事は枇寺建築防j係者の奥へられに責務で

あ る が ｅ 起 きれ Ｑ ｾ 立振な晃傑物 ｬ て基づ かなげればな

らぬ事 は言 を侯Tこさプる事賀である。

|酋11. 官幣大祉、熱 回目[111'岳- 、前11明治 、名 古 屋 市

2. 官幣大枇、石 上i和1
1
官 、流 し 浩、奈 良 牒

3. 官幣大) 此、生 闘 魂 紳 祉、流 し造 り( 異例〉

呑 推 造 り、大 阪 市

4. 1官T?幣1存?大I枇止、イ伊7予t非 志説訪諾誹i日昨咋h附附: : 宇h川沖"Ii府岬ι可4有1I向I1

5. 官幣大祉、出重 大I止、大武1: 造 り、島棋! 際

6. 官幣中市 ｴ 、 ￭ ｩｻ ｾ ｭｪ 面 ＱＱ Ｑ ｾｩ ｬ Ｚ 、 丙流し造 り 、 者 ｪｬ Ｎｬ［Ｑ ｒ 法

りに属す 、伊i烏府:

7. 1'7幣 大 祉、宇 佐iJi il l
官、八幡述、大 分 腕

8. 1' r幣大i位、利 戸ill111'i J' 、椛 現 浩、下¥¥1崎11係

9. 1r qj 子大枇、大 鳥I1I1I1祉 、大 鳥 法、大 阪1( 1'

10. 11
f
lj守大壮、私 自;¥llllni 上、春 日 述、奈 良 市

11 .  1守幣1Il IJ I  1: 、金蹟 11"1祉 、無 生 殿 、埼 玉 鯨

12.  官幣中制; 、北町イ11111/id: 、入棟出り 、石 よnn浩

京都市

13. 官幣大祉 、 熊町 Ｎ＿ｊｾ ｪ ｊｩ ｉｉ ｉ 祉 、 王子治 り、和 歌 山市

wd  

の 本 殿 く以下 11行34頁へ繍( ' )
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品
申

請
川
中 祉 と

耐 Ｑ Ｑ ｭ 止週場 ｾｉ 亡闘する特刊の＿こめに際問の虫 ｮ き

原稿を崩められ? こ。今日 、各)I¥l jl ifu: f ' L 存する石

士登記 主いよ、ものを考へて 、その源流や文化史

的な意義を究明するこ主は必要なこと ではあ

るが、叉しなげ ればならぬことで はあ るが、

誠に難 しい問題である。私はさうし? こ研究の

前提 とい ふ窓味K 於いて、少 し考へてゐる と

ころを述べ以て責を塞ぎ Tこい主思ふ。

ー 今在る 雨11
1
祉の石燈錨

現在私ど もが知ってゐる ilil ll j祉の石燈能主して最

も古いものLは、奈良市の官幣大j仕春日話11
1
枇の若官

祉の南方にある俗に柚ノ :木煉簡 と|呼ばれるもので

ある。今立ってゐる場所が建設官; 初の位置である

かど うかは判然 しない。しかし、こ の石t登記は平

安時代後期のものと推定 されるもので あ るか ら、

恐 らく最初は本祉ではなかっTこかも 知れぬりれ ど

も、何 枇かの祉前 に建ち献般の ! 日に供されて ゐ?こ

ものと考へるこ主 が出来る。

このやうに

古い石; 般範の

あるのは脊目

前1
1枇のこれに

けで 、他の市111

前1: には未Tご護

. f . ! . されてゐな

い。Ｎ，ＮｾＮが、次

の鎌倉時代以

後になると方

の々刑Il iI1l: f'L見

lHされる。夜、

の. t .!. 問せる例

をき告げる と次

の主11 き で あ

奈良 ・春日赤申請土1:!1 ノ木石燈鈎 る。

本石 滋 美 術 研 究 家

v 1 2 6  
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勝
政 太 郎検

土 f: m前jl 刑: 庇元 2 年 、六[[1型 、大阪府南河

内郡逝Iリ1守1・!

丹 生 川 上 面111
枇 ( 中最上) 弘長年11.¥1、六[(1型 、奈良

! 孫吉野郡小) 11村

建 都 市1
1

i ! i I : 文化 7 年 、六角型、滋伐! 際架太

郡瀬田町

長 日I ilil ll I 1i J : 弘安 9 年 、六角型、 ili ljl 戸市林同

直長日j 町

= 大 雨111
吐 正 肱 4 年 、六角型、滋賀

j隠栗田

郡常桜村

石市 Ｗｋ 八幡宮永仁 Ｓ 年 、 六 ｊ ｊＺ ｬ 型 、京 Ｑｾｩ｜ Ｑ 向綴喜

郡八幡町

白 山 市11 i祉 正 安 4 年 、六1' tl型 、l岐阜腕郡J-.

;!，fB北t長村

大 宮 32 mll itt  fii 治 2 年 、八1・tl 型、京都府中畑

周駅村

同 枇 無 銘 、 八 角 型 、 向 上

務 日 ilill l  I1it 延盛 2 年 、六1(j 型、大阪Itf 三島

震11ヨ「ド 日村

許可桁御1可能;ililj i枇 延鹿 4 年 、六1(1型 、滋賀j眼前11崎

ｬＮ ｩｾｩ 卸悶村

高木詰 ＱＱ Ｑ 耐Ｚ正手 ｉｬｾ ｆＭ ｉＺ ｊｉ 、 六 ＱＨｪ 型 、 滋 ｦＱＱ 院蒲生

ｾｬｂｾ 手 Ｑ｛ Ｑｉ型 ｦ 斗 ｦ

ネド 日 ililj l  ftil: 元亨 Ｓ ｾ 三 、 問ＱＢ ＨＱ 型 、 奈良市税同

!町

長 柿 Ili ll
l

枇 若';1替年11¥1、六角形、滋ftl 服部生

郡市jj進村

談 山 Ililj l 批 元 徳 3年、六f! j 型 、奈良! 障政城

ｾｩｾ 多武峰村

.k 1¥弘 前1
1 ｉＱ 此元弘 Ｓ 年 、 λ ｊＧ￭ｬｾｾ 、 滋 ｴ ｬｊ ｬ 原野洲

'iiii 篠Dl 1' ，j

=  所 ilill
l

ilil: 述式 4 年、八1 "(1型、滋fill 財I i 生

lf阿i溢トj

竹 川 ili ll l iiil : 貞利 2 年、六1 "1型、滋 fIll 郎市生

君 ｉｉｾｩｪｾ 日町村

紙 同 ililj l 枇 貞 和 4 年 、六7・(1型、滋tl! 臨 ;11生



奈良 ・春日市I j ! 踊土の四角型石燈絡群

郡上七都位付

官 崎 宮 1民感元年、六角型 、稲岡鯨糟屋

郡箱崎町

春 日 前1
1

批 正 予 8 年、四 角型、三重牒名賀

郡錦生付

佐 古 利
I

制: 文豹14 年 、六角型 、兵庫l孫明石

郡魚住村

八 王 子 耐 : 貞 治 4 年 、六角型、滋賀郡甲賀

郡岩棋村

日 部 市1
I ・批 正 平24年、四角型 、大阪府泉北

郡稲泉町

東大谷 日女 神 社 永 和 元 年 、四角型 、奈良! 際磯城

郡阿倍村

天 制1 制: 永和元年、四角型、大限l待望能

郡秦野村

j ¥ 幡 制1 枇 永和 4 年、八角型、京都府興謝

郡市場付

春 H 利1 枇 康 暦 2 年、四角型 、奈良市雑可

UIT 

御 霊 前1
1

枇 弘和 2 年 、四角型、奈良県子、字智

郡字智村

北 野 制
1

祉 無 銘、六角型 、京都市上京区馬

喰町

八 阪 前1
1

枇 無 銘、六角型、京都市東山匿祇

国町

天 満 III1t iii止 無 銘 、八角型 、京都府興謝郡がl

悦 R汀

闘 蝉 丸 雨111
枇 無 銘 、六角型 、大津市清水町

稲 荷 紳 枇 銘 文 麿減、八解型、京都市伏見

区深草薮内 [I li

鏡 枇 無 銘、六角型 、滋賀! 隅蒲生郡

鏡 山村

諸 木 前1
1

前J: m嚇 、六角型、滋賀，幌蒲生郡

西棋谷村

以上の虫f I きが鎌合拡ー式のもので 、質年代とし

ては吉町朝のも合んでゐる。 この内 、土印li illl ll 枇

のはもと天地院なる寺のもの 、宮崎官のは山城

八幡大釆院といふ寺のもの 、八王子祉のは菩提

利 時 の ものであっ? ここと が知ら れ る の 昂

祉の石燈錨か らは省かねばならぬし 、こ の他κ

も11・初からそ のI1I11
1祉のものであっ Tこかど うか不

明で あるものがあ る。

今、鍬合時代の石燈錨と して私の知つ丈ゐるも

のは約九十基ある が、その中の三介ノーの約三十

基が耐111
祉のもので 、三分 ノこが寺のもの と見て大

器差支へな いや うに思はれ る。

二 191¥寺から制l枇へ

石燈簡は前1
1
枇間有のもの であっfこか どう か 主い

ふことになると 、遺憾な が ら否と 答へなければな

らな い。

t館 Eのはじめは併殺の体来に伴って朝鮮から入

って来?こ ものと考へ られる。 そして悌寺では本牢

Ｇ ＧＨｾ討す る 献燈と して 堂 前 の正面に一基を立 てにの

であっ Tこ。従って、 古い石般舗はー寺K 一盛あれ

ば十分で あっ? こが、時には主要な堂塔前にそれぞ

れ立てにこ主もあるの で、二三基 もあっTこ所があ

っ?ごと思はれ る。

前1
1
祉の石股範は この僻寺の風が移植きれ? こ色の

に他 Tよらな い。 そして、そ の時代は多分平安時代

に入ってからでゐら うと 考へちれてゐる。このこ

とは我園古来の前1
1
枇建築が一方では国有のま〉保

存 されつ〉 、又一方に於いて惨事寺建築の影響を受

げて護達して行つ ?このと思ひ合はせ る べ き で あ

る。昔の人は大き く物金考へ? ことい よ、か、悌寺は

外来のものであ るが、それを 日本化 し て 消 化 し

に。同時に我周囲有のもの と融合せ し め て行つ

に。何事K よらす・ これが 日本人の特質で あつに。

日本文化は齢かる立場に於いて形成 されて来?この

であって、 市| 祉のみが猫 り無関係ずあ るわ りは な

かっ fこ。市1
1
俳i混請と いひ、本地霊迩主 いひ、これ

は 日本的な思想の反映であつ にのである 。石燈錨
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が寺ーから ili q1il1 l : へとその伎町領域を航められにのも

そのゐらはれに他ならぬのである。

111司王起柴の影響のi止も顕平手な市il:IJH:娃築として 、

奈良イド日前1
1
祉が王位げられる 。 機I" J 、制民11をTili; 設し

?このもその現はれであっ 7こ。それは千安時代l亡入

ってからか 、 その前後l乞砂〈なつにと必へ られて

ゐる。石 ｦ 部首も ｾｬ の機運 ｬ 亡 乗って ｩｬｩｬ 11  ii Ll:: I亡人って H

つにのであらう t 汚へるので ゐ る。 '，l1i ili ベ? 二本 11

ll i111n"t tの抽ノ木賊鈍ば或 る五l床 I亡於し、てそれを oJt I切

手るもの 〉ゃ うである 。

そして il Il l
1
祉に取 り入れら れ に石服部は 、やはり

泊¥11'[ ｾ 討す る 献 ｪ なと し て 枇殿の正耐に一基 ｔ ごり 建て

られ? こので あっ ?こ。

三 可多しき献股

今日で は石t静mは- i ' Iのもの と考へ られてゐる

が 、i 'i < は一主主のみで ゐつにこ と前記の !m< であ

る。これをー釘とし出し? このは 、す・っと新しく大

暗室 lli j時代の米か ら桃山時代のはじめ へかり の頃

か らである。夜、 の今知ってゐるので は、山城乙; : ) 11

郡大 山崎 の究杭寺三重; 搭前の天正 12年のが一番 占，

レ{ダJJ である。

ところが 、奈 良春 日iJ il¥l 祉に は非常に津山 のt i い

石蜂箭が ある。桃山時代以前のもの?ごりが三百七

十基ばか りある。 叉 、山城 八幡の石清水 八幡宮 b

これには及ばぬが桃山時代以前の石; 股範が三十五

基あ る。 森 日示11
1
枇K 比べる と十分のーでIIJ j固にな

らぬゃ うであ るが、これを仙寺の場合 l亡比べると

注意すべ き数で ある。といふ のは 、苛zで桃山時代

以前の石; 股範を十基 以上持ってゐるのは一つ もな

いか らであ る。 多 〈て二三基が頂上 である。叉 、

時代を降し て考へて見ても、 石股簡の3訟の多いの

は俳寺 より はilil ll枇で ある。大 阪市 の住吉川i111iii上、京

都の 八 阪府 Ｑ Ｑ 祉 、 北 ｾ ｝ Ｇ ［ ｬｩ￭ｉ ｊ 祉な ど 多数の石股能力 ｚ ゐ

る。 そんなに津山 の石腔誌をもっ守:は殆んど 7μ 、

と言つで もい三位で ある。寧ろヲiーよりは大名の廟

に家臣等からギ獄 され にものが搾 ｾ ｉｉ ゐる程であ

る。

このや うに耐11
1
枇惚石f輩記を 移し 〈ギ 献する や う

になっ 7このは 、室11l i時代以降の こと であるが 、iiil ll

枇の石股能に ついて 諮 るには 、この特 fj Je亙闘す

べきで あら うと思ふ。

ν 1 2 8  

し から ｉ ｾ 何故か く も多くの石崎容 ｬｩ が手ＩＧＺ よ りは ｮｩｬｬ ｬ

ｩ ｊｬ ｴＺ へ奉献され＿こ の であ ら うか。 ＱＡ｜ｾ ， ｩ￭￭￬￬ 、 これＺま祈願

の? こめで 、72時 の →j熔 11亡は付11よりも. j j iil l( Z: j祈願を

能め るこ とが多かつ にといよ、〈:l.J おとな るのでゐ

る。かの平安時( t  ('[ ｩＧ ｩＱｦ Ｓｩ を引きつり 、 ｾ合 ｩｬ 寺代 ｬ 亡

ｊＨｉ ＮｲＡＺをかも佐 ｔ こが ｬｾｾ Ｎｸは 、 やがて此の常 ｩｩｬ ￭ 頃 にはそ

の当ワ] ｩ ＢｃＺ交到を ｾｱ こしに も のであることが 、 この

石崎範によっても考へられるやうである。 nhl 川11:1'[

到する l判1( の( ，i 1i !1の深 まり u つ? ここ t が 、こ '>1亡

説( まれる。

目 新 しき引

払ーも古い頃の石t: 的目立八fLJs'! でーあっTこが 、餓合

ｈ ← Ｇｈ ｕ｣ 入ると六角ｉ｜ ＧＡ が Ｑ Ｑ Ｇ ， 外 ｾＱ こ 。利 Ｑ Ｑ 苛 Ｗ は ｖ ｊ ぷ Ｑ￬ ｬｬ ｱＡｩｮ で

も、錨i合時代には六 Jqか八f(J の型のものが普通に

匙ら れに。 と こ ろ で 、 こ ｾ Iq .t !  II Z: Ｑｾｩ するのは鎌

倉時代末期頃から 四fiJ 型 左私どもの糾する新 しい

型が護生し? こ こ とでめる。それが鍬合時代石崎能

全髄の三分ノ ー しか占め ない:，I:l lili上の石股部 clJ 1ζ 四

角型七基を数へ、三分ノ二 lζ '釘る 伽 : fJ -の介氏四 )(1

m! 三必1'[ 過ぎぬのは興味 める現象である 。

このや うにE容に於し、 て四 1
1
J '!l 'U; ;;1市Il[ ('[ 於し、て断

然多 い と い ふ こ とは 、 四 ｆ ｊ 型なる新 し いｾ ｾ は ｩｬ ￍｬ ｬ Ｑ ｩ ｬｩｬＺ

のj位能 とし て、従米の11¥l て1・のものに :fJJ J ' Lして生れ

にも のであら うと惣f象せ しめるのである。 lrl 授、

四角型の也伐的な1詩jl引きは1II IIIIIi 上lて羽 I}i 在しい新型式

と言 ひ得るであらう。無論 、新型はすぐ民似 られ

るものであるから 、寺の方でもそれを保川 しにの

であ るが 、在、はそのもとは前1
1
枇民主1: 1) ，恐ら く奈

良蒜 日 ｩｾｩ ｬｬ 枇がそれをイ午ＱＩ H' ，し?こものであら うと考

へてゐ る。四角型の一帯古い例 として、特瑚では

あ る が 、 延陸 Ｒ 年の奥 ･ ある待Ｏｬ 物 部 日 ｙ ｊ�ｾ 把紺谷に

四 角型 ｐ 描かれ て ゐるのをＡＧｪｾげ得るから 、 訟 の こ

の考へは安首なものと思ってゐる。>{ ' f 目前II Ii itl こ於

いて、この四角型のをすド 日型なる. r . で呼ばれてゐ

るの も、この; 場合参考となるであらう。

ｾｕｦ の如 〈 四 ｦｦｬ 型の倒的ごといふことも 、 ｩｬ ｬｩｬ Ｑ ￭ｩｬｴ の石

流箔 l亡於ける q:! j 'I:tl:と して塑げ得る 5 これとすな越の

ill l¥ir lrtl 亡1討する 4多しき率献とががi1・j いて 、中 Oi j時代

以降 lて於けるイド 日iiill 昨日: の驚 くべき多数の石股能は

凶 向型のれ立となっ て 、 今ＱＱＭど もの Ｑ ＱＱ ｾ 前十て展 ｲｈ ｾ す

るのである。石清水八幡宮に於 ( 17 nへ税 < )



軍 艦 「沖 の 島 」 神 殿

我が海軍の新設巡洋駆逐鍛 ri'!' の品」は昭和O

年 illuk、翌年O 月麟装を完了、王l Ul: t ま阿防の; 日-

ｫｾｾｾ 亡立って華々しく汗 ｩ 躍して ｊ ｊ｟ ｩ る ＺＮＺ ｪＧ［ であら う 。

昭，f 118 年イド、時の麟装長( 後の艦長 、現拾うは更

に要職 lてあ り) 海軍大佐佐j紘泣磁氏は京大名堺教

授。1.; R } 也、) . ( 氏及び弘主? 訪問せられ、艦内ギ安のI ! il!1

殿に闘し御立見 を述べられ? こが、共の説法fご傾聴

に値するものであっ 1こ。

即ち 、守I i ' 閣軍艦ではよ也名を探って般名とするも

のが多〈 、 従って艦内 ｬ こ ギ安 し て 口夜将卒 の 敬 ｾｩｾ

する 前11としてはその土地のIjil! 1を勧請し奉る事とし

てゐる。しかし、在来の習慣では; 符佼の食堂に簡

単な ijnll棚公設けて奉安するのであるが 、何とな 〈

特合の ijil ll 棚めいて国白〈ない 、殊 lモ場所柄下土卒

が純奔し難い とい よ、不便がある。

認に ｻ 主 ［ 雄大佐は語 ＱＱ Ｑ 殿 奉 安に ｉ ｾ 討 し根本的な改正案

を抱かれに。元来粛き奉る hill lは舶 の守 、終 卒の材

記111的中心である。撮って ijill lは胎Ijil ll として艦上風波

Ki 先はれる所 i亡窺然として存すべきであり 、; 符卒

はおl タ軍艦旗に敬躍を掠げる とうItVCi ji ll1殴をも奔す

べきである。その震には rp;奴上何人も容易に近づ

き得る所に卒安 すべく 、叉 、その市111
殿は軍艦のnil !1

7こるに ふさは しい様式? こらしむ べきである。その

ＱＮＰ には 、 耐 Ｑ Ｑ 祉 の 本 義 ｋｾ いて飽く迄も木造とする

が、在米の様式に拘泥する必要もな 〈専ら日本精

iji ll l
を褒節す ればよい のであ り、従って也か二尺立

方慌内 IC牧まる IJ 、洞にしてしかも雄大抗政 なるを

要する。悲し此の新設計陀して幸 tこ成功すれば之

を糾して「軍艦iliJ e 命名し 、M'( < 賂併の有岡軍

艦に保川せしめにい。撮ってよが設計を歪喝し 、

照ボの大計を樹つぺ〈 、 ￮ｩｾ へて状んを訪う＿こので

ある。

以上が佐藤大佐 の信念で ある。そして 、将人は

それ陀賛同 して その121亡肱じて此のiil 替を 52了 し

Tこのであ っ?こ。

間き ま 停る耐 Ａｉ は 艦名 ｲｩＧＡ Ｇ の 品 」にＩ，ｾき 、 師同 ｊ 探戸 ｬＧ

ホエ ｾ＾ｉｩ ｕ 土 ・ ｬＱ ｕ ＷＮ 干 ｩ［Ｍ 大教授

に 就 い て

藤 亥
、{台

並

官

げ

ハ

H

'
M
民烏

の応 ( 朝鮮j海侍削1峡炭にある/イ小jト、J島品) n所川司冶在1主1官幣大草制批i上:宗f像象釦t耐利紳h可沖!I  1  

I枇I叱bωb' i れ川沖'1中|ド1河津Iど幻叫叩.1下?lj仲.，‘

笠 として現ず校l正f の此のl話耐利榊，il川沖4申判帆!Iij咋ij抗枇I祉i止上の拐依よエ式t で、ある脊椎i出1主!! の副枇:  

殿 3を? 縮少して1貰立ひ良皮岨いとの事であつ? 仁こが 、前述の

方針から之 l亡は撮らない事とし fこ。安置の方法は

rp板上の壁に持迭を 出して棚とする ので、後壁の

闘係から 妻入枇肢を 主張し 七。しかし 、最初の頃

は妻入は何とな〈南洋の土人の集合所 ( アパイ)

の類を聯想 するからいや Ｑｾ e云』、 、如何にも岡防

の第一糾に立つ人らしい反釘もあっ? こが 、絡に肱

諾せ られ、その後は殆ど首方の立案通りに快〈進

捗し fこのは幸であっ仁。

; 設計は伊東博士の原案を参考としてねが設計製

凶し 、博士の御修正を仰 いで決定 、0 月下旬よ り

製作に若手し 、翌々 月上旬竣工 した。施工は揺膳

長 Ａｩ 船所 、 枇殴の組立は姫路市所位の ￱ ｩ ｬ Ａｬｦ ｾ Ｑ Ｑ 棚工作者

が下請けし fこ。1f，] ほ設計助手とし て奥埜忠雄氏 、

i ' f J . 庖せられなかっ ?こが袈屋や持迭棚の設計を 、工

製ｼ事 士 ｉ ｾ 武藤清 氏が話され ｴＺ 。

拡式は大枇土産でも大鳥浩t もない。木割 、規 短

な ど全 然 従 来 の 概 念 に蝶らす・別箇である。所-211

「軍艦造」である。と云」、認は 、何しろ或は熱帯

:I:lli方の烈陽に焼かれ 、或は風浪の洗五、 κ 任せる 円i

板上 の木也建等であるから 、従 来の祉殿規矩など

を 縮 少 し＿こ の では Ｚ 晶 Ｑｾ 脆弱であ り 、 軒力制定かつ ＿ こ

り千木勝男木が長かつ? こりし? このでは風浪 tこ- -t こ

まりもな〈付Hかれるであらう。

そこでこれら tこ堪へ得る椛造物? こ るべ く特に留

芯し? こ。I ! 1l ち 、柱 と外¥i，t とは思ひ切ってぷ< J 早〈

杢組力行手いi1Iとなる桜に工作し、之に肱じて梁・

桁 ・搾 ・千木 ・勝男木等ーは忍〈太L、。千木は殊更

にう' : i i . <し?こが 、今少し長めでもよかっ? こと後から

汚へ? 二。又 、軒の I-L¥は能ふ限り少〈して此雌に風

を姫まぬ棋にしに。 IJ、居*11は全 〈特殊である。そ

の 上に 、 粧を泊して法的Ｚに ｀ｙｾｍｪ '5:' ｾ邑 し ボ ｊ レト締め

とし 、小屋の一部 に水平に 銭 it方ボル ト締めを行ひ
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j j [ 鐙「沖での島」 神 殿

後で思つ? こが、 その代 り奥深い感じは強調され

てゐる。内部は内外陳 に分れ、桁端 ・附段の金

具には柏 のｾの需 Ｑ Ｑ Ｑ 紋をつけに。締精進鋼板茸 、

Ｑ ，ｾ 位黒花筒石 、 文芸・は熔接銭板 、 ペ ンキ 会 ､ ょ、

Tごん は詰11
1殴 を露出してゐるが、風浪特に韮Tごし

い際には餓板で il iJ I1殴杢部を核問する川立があ

る。これまで陀風浪 ｾｾｪ する高般の考慮を焔し

Tこから高ーの事は無いと 信十る 。

昭和10 年O月上旬艦を訪問し? こ。ランチから

見 k げる鯖上『白:j <  nU: 殴が仰がれ? こ。何分にな汐

風に吹 き捲られ工ゐるので 、最早銅屋根K は育

舗がふ いてゐ?こ。今で は青鋸がー商に吹き 、木

部が古色ｾ Ｉ 骨子ぴて愈々制 ｬ 肢を 加 ｬ へ つ〉 、日 夜将

卒の敬般の的となって 、太平洋上浪愈々荒い昨

今 、大い lこそのni ll l徳を護揮せられてゐる事であ

らう。

勝男木は左右を犠筋で/)、屋に締りつので強聞とし

聞く所によると、他の軍艦で も此の前1
1肢をその

ま ':> Iこ摸して安置し始めにといふ。幸にして之が

前〈行はれになら 、設計者の欣快 これに如〈も の

はない。?こ。

梁間三間桁行四問。桁行は三間でもよかっ?こと

常備約十主人程度無筋コンクリート這防空壕

資 ヰオ 表 ( 化君主仕よ内部及特別設備 7 合マズ〕

7J c 虚 置 形 一式 新品翠位 新品合計

刻 方 ( 漫 戻 及 盛 掛 土 7 合 ム〉・ 15，2j 立坪 5. 00 76.25 

栗 石 ( 入 掲 共 〉 1. 10立坪 、 63. 00 ｾ ＹＮ Ｓｊ＠

猿 コンクリ ー ト( 土問 コンクロー ト〉打材料手間 ) 1. 10立坪 129. 50 164. 45 

側及天井並ニ紺1葬コンクリート
4会

5. 83 149. 50 8i l .5S5 

向上型枠セキ板工事手間共 103商坪 8. 00 824. 00  

防 欝 扉 高5尺 3寸 1112尺 3す 3ケ 50. 00 150.00 

非 常 口 突 上 扉 径2尺3す 1ケ 所 10. 00 

非 常 口 タ ラ ッ プ 高9尺 rl1 1尺5寸 1. 4所 10. 00 

腰 掛 用 板 厚 l寸 rl1尺 延 長 34尺 33 11. 20 

同 用 桟 木 山2τ士角 延 長42尺 05 2. 10 

土 褒( 米俵ヲ使用〕 200ケ 50 100. 00 

合 昔，. 1を 授 言|ー￥2，293，905

〔註〕 以上専門家 にあらざれば出来難 〈工J旬、活工後 2 週間とす。
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白系露西亜民族主宗教熱

ヰt丹江 ijilll 祉の建築を叙述するに先ちてず百必需西

直人の宗毅熟に就て謹よくる: ! ; f i : とする。北? 渦的ノハ、ルピ

〉χf行T市|行T石を?中心 k して該該J 地方一髄 !に乞E往E設せる E露客西亜人

の

?仁このはi消渦d繭{ω州秒淵洲i刊1事事: 鑓直後自分カが: 新京入 り3を? なし T仁こる?世E  

時であつ? 仁こ。是等の寺院は凡てグ リーキ ・キヤソ

リツクであって何れもクリスト十字架] 二の苦悩を

示現して 、多衆』ζ 信 {qJ ｾ 慰安とを輿ふるものであ

り、一週定めら れTこる翌日に参奔して牧師の説教

及び自己の憤悔告白祈稽等によりて 、彼等の生涯

を正し〈強 〈生きん k す るのが 、心から求めん と

する鹿の宗教祖である様ピ。 余の見七る白系露人

等は宗教は阿片なり などの妄言 には迷はさ れては

居な いのみなら 今、 責に朴前な叉剛毅な素質の持

主であ って、 定に愛すべき民族である棋に思はる

るのである。 何 れにし ても 北渦・のーノj、地域 l二五十

有僚の寺院の存がせる事買は彼等の懐げる宗毅熟

の蛾なる ー詫左として例示するの倒値は充分であ

るものと イ言せ' らる〉のである 。

外地に於ける吾民族と敬刺1の美風

然らば彼の地に於ける引等日本民族は如何であ

らうか、一部 tこは新教に属する基替教徒あ りて手元

令堂Ｚｦ･建立して相首の Ｑｾｾ 導をな し つ 〉 あるものも

j再る。又1;) 11毅方 IlII l qよi諸月if に幾多 の苛2院を設げて

布叡に従事しつ〉あるのを多〈見交〈る。誠に封

%!::fe得f二る次第である。然るに我凶j民として何れ

の家庭に於ても ;I ill l棚を設げて 11¥111{ e 記らさ' るは玲ど

稀であり 、又一村一分匹地等の{ 陣地に於ても 、鎚

守の森中 l亡守護市11
1を和らさ' るものなき ミJ i 貨は 、質

iこ子( 等のi温先より{ 専は1 ) 31E り7こる i，lt':¥li lの念b;lil山氏

のrl-' に交り居る折々 し? こる諮'ii でめるが 、此:ヨミ風

は ｾｸｬ Ｎｌ己 主 共に在りて ｋ はれ子 、 ｪ 卓 ｵ か外に離れて

桜)IQしつ〉ある 人 /1' と1i:1f:集l剖I' II'J に名11官必に於て illl :

殴を設けて 、内地よ b皇制の御 ;1¥11
1露 出 '11 すに及ば

本 ＡｊＡ寝 土 ・ 伊 Ｇ￬ｦ｢ｬ ｕＡ苦ｾ＿ｪｴ ￟ｦｦｲ 々長

祉 就 て11乙

伊 藤
Ns 待文 四

十 、大岡主命 、担原11¥111官、明治;Iirll' 官、春 日清1
1剥:等

よりも分霊を亨げて 、以て多衆の信仰の操貼を確

立しつ〉あるの現献である。特に渦. 洲事鑓後内地

より同地に診住しつ〉ある人々の増加する lこ従て

銃 ん市Ilffd: 設立 の令あるは問より蛍撚の成行であ

ろ。

京渦の地牡丹江は露領? こり し時代には寧北と 栴

されて居仁のであるが 、満洲閥領 となりて牡丹江

と改閉され 、僅かに 十年未満に して人口 二 十寓 に

垂 とする大都市となっ仁 のである。此市は生産都

Jl i ではな〈寧ろ消究都市であるりれ共束尚 iこ於て

献〈べからさ' る重要のポストを占め居れる関係上

前気横溢せる将来性の充分なる本質を持てる大都

市であ るのは勿論である 。

牡丹江市民の刺l枇建築欲求

以上二十寓の人口 を擁せ る外 に閣土の謎 1) Iこ日

も是れ足らまる岡家の干城が居る 。何れにし ても

愛閣の至誠を湧き出きしむる源泉 として は、市111の

前に低頭敏博 して己れを虚 しふす る事に より て得

らる〉のである。 即 ち我民族の信何の按貼が示Il lIJIt

参拝に存するのでゐるから 、j折る見地よ b牡丹江

話11
1
枇も岡市在住の 人んの喜拾得財によりて高貴な

る麗姿を示現する に到つ仁のである 。

Uf1! t¥六年十二月牡丹江市長 一及同i l' Til¥lj 1iltl: 建設委員

等の委婦を亨げて 、同地に赴き同地域に於げる iU111

雨 ＱＺ 敷地を質有 し て ｾ ＭｉＧ霊を樹立する事と した 。然る

に岡市民 の希望 としては .1l!"様式を椛現出りとし .

主と してir誌がH産の資材を以て之 れ iこ充官せ しめに

きとの切願であ った。然るに共資材の主なるもの

は、木材と して 自松t r : 必の二陪あるのみにし て他

に煉瓦の製造は可能なりしも燃料の供給立の如〈

ならｾるを 以て 相訪問刻 ｰ よる ｊｪ 犬態じあつ に のでゐ

る。作/j(_ 、餓類君事の多 〈はえーれを軍部に前願して

分興 {e 乞ひ得? こるも 、装飾金J l ; 及び屋根立材料等

は、凡て 内地よ り輸入する事として計設を進む る
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lこ到り、 辛ふ じて康徳七年十月末日に大韓の工程

を了り同十一月千九日 選座の式を重修行して以て第

一期分の工程を移る事を得fこのであっ亡。

神枇敷地の概述

敷地は純計四高坪にして南簡に傾斜せる北町j 山

の山麓に; - { r : りて形跡の地{ 立 を内めて照る。市の 中

心 主は約三哩 D 距離を隔て〉昂るけれ共 、東西南

、の三方I百 lこ展開せ る勝景を蹴下する lこ充分であ

る。此市11制: を中心として清水公闘あり 、スタヂア

ムあ}: >，スイ× ミングプールあり 、叉近 < .' 記、霊塔

の建設営見んとするの企てあり τ 買に牡丹江Tl il iZ:

の祭把及び年中行事を行ふ中幅地? こ らしひるに重

献を置で居る様であ る。従て ili lll 枇の建築は斯る見

地より するも最も重要なる役主 ｉｊｾｬｬｩ Ｉｊ ￹ る の であっ

て、徒らに模倣的意匠は容されないのであっ? こ。

建築の計霊概要

其大要を叙述する lこは東i繭の冬期に於げる気候

温度 lこ就て逮ぶる必要がある。冬期には気温降下

零度下二三十 度 lこ到る事あるを以て少〈共奔殿及

び石のn日は怒的の壁盟主? 以て回続するの必要あ

ち。従て需Illffli: 建築の意匠表現上相官の汚肢をめぐ

ら す の要を認め ＿ こ。叉宅内保 ￬ ＱｩＱ Ｑｾ￐ｴ <べからぎる は

勿論である。ペチカにせよ他の暖房装置にせよ必

す・醜き 煙突の建設佐官余儀な〈せしめらる〉閥係 !て

他日 唆成すべき鏡泊湖護電所の動力を導入して電

気暖房を以てする奉lこして 、煙突の建設は見合は

する事とし1: 。然し社務所のみはペチカを以て係

視する事にし?こ る闘係 卜居 卜. に激木の間突を突出

せしむる の己 むなきに到 つにもの ｴｾ から屋根材料

あモルタ ｊ レ瓦としｾｾこ玄闘入口の破風 のみを 和風

の意匠とし? こる 三大都である。

プランは凡てシメ トリ カル iこ配置し Tこ。従て中

軸綿 より左右へ振り分けとして特に ｩｬｩ ｬｬｬ 探 ｲｾ￮ を左 ｬ こ

挟間骨量席を右に短き廊下を以て接航せしめて泣く

る事とし? こりれ共 、費用の都合 I-. f i l [ 丈は他日迫築

する事になっ? このであっ?こ。叉 l拘而附段も恨設で

あり 第一応居も未設である。ゴとはｾＺｬ ｈ 古コンク リー

トの設計なるを以て鍛資材の猷如 tこより他日に譲

る事となっ? このである。第二日照として臨時 lこ満

洲材を以て黒木応用を 一 時 ｊｾ の円的に充て＿こので

V I 3 2  

ある。

以上にで ｾｴ 大要を 概述し＿このではあるが 、 由来

宗教的建築としては吾 日本に は古 くから簡素質朴

なる古代住家に純を取れる 紳枇建築がある。共単

純清楚なる JI手韓配置は恐〈世界J l j主ーの存在であら

う。然し共完全し ?こ る形式にE佳子るものとしては

本枇肢は綿irrJ : 廓の中 心に位泣し 、透明ーがJA. ，: 周囲を

競 り中門カ ［ ｾｴ 前 にある。中門 の 前回 ｩ 二は本社ＺｉＧｃ ｊｈ

して奔股があり 、拝殿の前ーには烏居がある。鳥居

から左右 lこ瑞維を連ねて全臨を固携してをる。 》止

即ち ift l11'Ii1: のl王j 廓 と栴せらる 〉も のであり 、此内 lこ

ｩｬｩ ｬ ｬ ｬ ｊＱ ｈ ｾ 設ける。瑞瀧の外には祭器庫 ￱ｩｬｬ ｬ 棋所枇務所

手 水 屋を配置してま ｊｩ￭ を以 て ｩ 止を 包悶する。是ｾ

以てitll i1ltl: の外廓と栴する。

然るに欽I l J j 天の御代大陸より 併殺が停はりうl<i

り ｊ 与異な る態 Ｉ Ｑ 手の ｦ ｩｕ否問有の ｉｬｩｬｪ ｬｩｊｩＡＺ建築とｾｦｉ到して

付! I 寺院炉建設されて行つ?こ。斯〈の如¥¥こして共

和の二宗寺えが同時に民11¥1 に信奉せらる 〉とす れば

勢是を折衷しTこる宥の生す・るは自然の成行であ

る。認に於てnilll 俳混濁 の形勢佐馴致し来り 、1;)1; 教

が漸次日本化せらる〉の気運を限成し ?このは官; 然

である。従て大陸風の建築が謂は宇部ら 十の裡 iこ

;長iiill lIJI止建築に大 Tよる イン フル エンスを興ふる様 lこ

なって参? こ。即ち一拍の宗毅的建築構現法と糾す

るお; 式ヵ ;:(1I J築せられfこのである。北完全なる沢ーは

宜に日光闘であって 、近年 iこ築造せられしものと

してはII iJ IIDII lfj ili 111のil 助役であらう。

牡丹江市Il lili ! : は共規模に於て前二一者の足許にも及

ばぬもので はあ るりれ共 ｊｾ 計霊骨子 としては如 Ｑ Ｍ Ｎ

のが ｈｾ に外づれ まる様 ｬ 乞 心掛 け ＿こ秘 である。 外閣

のXf. u王子法' 1i ; は必'i椛を世け前l師向奔 l二幾分の装飾

的乎法を施 し重型Ji をま互に アクセンチユエ ート ずる

事とし? こ。手手段外 ll !l ] V梓徐は餓筋コンクリ ー ト遣

としTこるも勾作品lは木製 としては正絡の木書1]1亡準じ

?こ。他は一般的に清楚なる感じを表現する事に立

を ｾｮ ぃ ＿ こ。 Ｊｦｦ｛ｬ Ｚ 殿の 木 ｷ に千木及 高 柏木を配しに

のは樺脱出として は或は連法かも女11 らぎれ共〈諸

税式の挺史 lて徴して) ni lll 霊は特ft 引 ill l々の介震を

皇 叫 の 各Ｑｬ ＱＱ ｩＱ Ｑ Ｑ 盟主と Ｉｾｉ 亡肥ると又」、本旨 ｬ 亡 ｊ 去さ ｉ ， ｉ￭｜ 有利 Ｑ

祉の形式( 亡民IJ り屋根は流れi; !i りとし市1 : 殴杢髄を木

ｩ､ｾ しにのである。

本年j支よめ中I{( おj を行ひ榊域全部 ( 1 7 頁へ結く 〉
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‘  国民の畳悟一一b悼凶附長州州11際号緊緊閉苦告引a仙l

近〈日 ヌ斗本トド ［ も何れかの限問 Ｑ怜 ｴ 戦端をを ｾｉＩ 問［別 ｲ Ｑ＼か否 か ＿これ

は先決問題でゐるが「必必. す. ある」と決めねばなら

ぬ。何れの闘か、 日本は今大東型建設と いふ重大

なる依命を格びその目的法成の? こめ Iては高知を排

して- J 1_ *泊jfuせぎるべからさ' る II ' I 民主IJ 注し? こので

ある。そ れが?こめ には これ を妨符せんとする闘κ

到 し では灯むと好まさＧるとに不拘 ｉｊＺｾ 戦は先惜の 上

である。ハツキ リ物 ql せばソ聯か英凶か米凶か或

は三1"対を同時rc敵 として|矧ふか。と いよ、のである

ソ聯とは今の ところ戦年1を惹起すべき: gniJ 1がな い

英閣はいくらジグパタしでも日本 l亡向つては悶蜘

ω斧 l乙過ぎぬ、 して見ると剰すところの米凶であ

るが これとても米閣 内の識者は凶、巡 創出してまで

日本主戦争せねばならぬ雄山がなくまに目安味のな

いこと も充分心得てゐるが政} ( f 首脳部の心得ちが

し、からジ リジリ戦争へ近づきつ〉あるのはま こと

に訴の誌と云はんよりは全人類の? こめ迷惑千高な

話である。 何れにしても今夏論議してゐる時では

ない。日本の南進政策は Ｎｵ［ 然すぎる程 ｩｾ［ 然な事賀

である。若し戦争となれば何んな )1ヲの日生年1 である

かご日本の本土は益裂されるか否か、これκ つい

ては「必す・益裂を受りる」と答へなりればならぬ

「受げるとすれば如何なる益裂か」この臨凶民が

充分認識 しでか〉らねばならぬ。戦争は五年先、

十年先の話ではな く四月 か五月か六 Hか 1J 艇に迫

つ? こ話である。; 0 し今年中 :&J; iJ: < 柿めば十年11.11は

先づ平手|け: 凡てよい。これによって我々の室製針

策は自ら呉ってくる。 7こY 徒らに防空施設と云っ

て iヨ年の大計を円指すも の と民42: 封策とのこっ l亡

分りで考へなりればならぬ。恒久的施設は今夏何

うにもならぬ。これは未来 lてまJ属して寓全を期す

る純訟をlむ; 急: 針策とは日 IJ 例 K 徐々に官行 l乞移して

行 < .1 9他 l乙詮はない。今更u，:，とを地下l亡設t 1 1こ

り全副操! / ' ?1{ f ト { チ カイじす るわりには行かぬ。都

市 の分散 、 間土ｾＭｪＭ査委主 の Ｑ ｬ｜ｊ 題は一 日 も ｊ ｛ｬ < 賀 施 l乙

キ 閥商 高 工 数 綬 ・ 中尾注奈 ｾ ｊｾ 怒￘ｩ主

ｾ・
，、』

←L. .  
襲 策主t

，

.

4

 

l

 

zト

尾
{呆株

J以か〉らねばならぬ ことは勿論では あるに しても

それi : 1， ｩ ｊ ｉ 時 ｬ ζ ＯｉｙＮｻＮｾＺ策を抗ぜねばならぬ。それ ｋ は

今 FI のう本製及び防出の宜 際lに勺いて或恕J 1 t の理併

を必要 とす る。

空襲 と防車の賓 際一 一世 11¥11( は戦争T;Mi まれば

今κ も敵機が 日本の者1，i1i の上空を胤鮮するかの如

〈心得てゐるポ'が随分津山ゐ るがそれは 日本に海

軍益 ＱＱＱ の Ｑμ 、場合 の 市 ＱＱ である 。日本 には 虫｜ｾ敵 海軍

のj必然と存在ナる事を忘れてはならぬ のみ ならす・

陸には0 0 0寓 の毅 緋あ 90 寓 の荒 鷲の控へて ゐ

る以_! -." 上陸作戦などは思ひもよらぬ事で重量延や

ロンドン の2さと|間違っては囚る。日本は今 日六本

の予を ｾ ｉｬＧ ばして本土を 護ってゐる 。 地 ｬ 函 ｬ を見れば

誰でも併る筈にが北から千品列島、梓 太、朝鮮か

ら揃洲、北支への二!肢の手、琉球台潤から海南、島

K い? こる 長 い手、吏らに手は小笠原からパラオ島

にい?こり更に11j 1ぴて掌を繍げてゐるのである。そ

の11¥11亡わが告匹敵艦隊あり大/J、無数の漁船あり蛾 (j)

這入る隙もない防京振 bである。 I 陸海平大臣は

何時も議合で御安心下さい主すま してゐる ω品 こ

れ等の防備に力11へて鵠 〈ベ き性能を有する武器、

軍艦、航益機{ 亡力11へて誠忠、無比なる陸海軍将兵を

有ってゐ ることに充分なる~自信あるが? こめ k 推 察

すべきである。岡氏 fこるも の大いにX Ht' 強 うし満

l陸の謝立を去さねばならぬ。やすといふ有難い凶で

はないか。( 今少 し < 1坊に入 9*Is I乞豆って説明す

れば主主々 岡J.¥': は心強 〈足、ふであ広 う力Zこの上は記

述することが出米ない)

しからば「敵機は一機も入れないか」といふに

決してきうは云へない。 何 分民漠? こる安のことで

ある以上イIIJ んなに防備は陥亙でも一機や二機のこ

ぼれるこ とは後初、しておかねばな広ぬ。 まに そん

なことはないにしても閤民として充分なる準備 と

先悟とが必要で ある。 ?こ Y 徒ら IL' I布え? こり慌て Tこ

りす ることは大 lこ恨まねばならぬ。その ? こめ』にも

訓練の必要を柿感するも のである。
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会:出万笠際とそ の威力一一一我 等 同 氏 と し て は

「空襲を必す・受けるもの」としてこれが釘策を ｾ ｦ，ｾ

十ることはそ の 責務である。そ こ で現今の航ｾＺｾ機

の性能と熔開、焼夷姉、'dFl f . J 折郎等のj威力 を): 11っ

ておく必要があらう。近時航空機 J ) 強遣が恐るべ

きも ので一般が考へてゐるや うなものではない。

ハン ドルを躍って梶を? とつ? こり地形を探つ? こりせ

十とも飛行機は勝手K 目的地の上空へ飛んで行〈

而も四千米、五千米、六千米の上 空l乞は風もなく

雲もなく聞もない 泡 球 i二の気象とは無断l係であ

るがそんなところを?平j瓦でJ Iをふ・のfごから? こまらな

い。 設近は，¥' : ) 度九千米の貰験もしにといふ。 こ う

なれば高射砲などは問題でなくなる。飛行機の位

世は自働的 l乞ちゃんと併るや うになってゐる。

11' 1;年の「ニツ 駄・ン」蹴でさへ日本ではもう古い方

? ごとは圧に満喫すべきことである。爆弾は錨筋コ

ンク リー ト担当勿K 封しては五十キロでjぷ( スラブ)

二階見通、百キロで三階、五百キロで問附、一 ト

ン( 千キロ〉で- は五、六階もブチ1t<J O. ブJ をもっ

て四方を燥砕する 、しかし若し米機が製来する と

なると燥蹄よりも先つs 焼夷弾を1! ¥f i 数に撒きちらす

こ とを考へるであら う。こ の焼夷 ｾ ￏ ￏＡ も千度 、 二千

度の熱を登すると いふから大て いの ものは焼きつ

スr - JI.

〈される。( 鋼は千四百度で飴になる) して見る

と現庄の姐E第五物は対とー爆開 l乞到して防禦の施しゃ

う，まないといふことになる。( 紙数の制限 J : この

挫で止める)

住宅としての針策一- t J ) . 住宅では何んなこ とを

しナニムよいか色いよ、問題になるが銘ーは類焼を出

来得る限りノj 、部 分i亡止めることのにめに空地と防

火壁に注意せなげればならぬ 、。J l i j{，T;}:策と して は

火災を 1)、部 分K 止める工夫を す るよ り仙ない 、 そ

れには消防設備も必要であら う、 或は隣家の破康

作業も汚雌せなげればならぬ 、防空壕( 貨は避難

壕である〉はむ熱作mをなすと共.乙近所に段ち? こ

爆 弾か ら避難する場所として是非逝っておく必要

はある( これも也撃開 {ζ は無効と知るべし〉 、f殻

火管i [ ，I]I て釘する設備は平素か ら充分に しておかね

ばならぬ、!!(¥lij J弾@ ある限り ff 火管制等は役に立

? こぬとし、」、人もあるがそれはilid.:' しき 11¥J 泣ひで何

時 の 場介 ｬ と でもこ れ を忘れてはならぬ。熱い幕ｾ

何時までピンでとめてゐるやうな 心掛けは この際

一帰 して永久的施設に控へること行、なほこの幕

は性宅1 ' L : i 比ち必要なものでガラス破片の飛び散る

のを肋・< . 上からでも大切なものである 、 ロンドン

から師つに人の題検談を. l lfl し、てもカーテンのあっ

? こ〉め生命を取 り止め に との こ とである 、これは

爆 弾 D 反動で随分民範園のガラスカ: 飛散して人を

殺偏するも のである 、敢て来れば住宅としての器

製到来 lまいろいろあるが貰際世I1¥Jは案外 ノンキ で

ゐ る の陀は呆れき Ｇ るを得なｾ ＧＮ お祭 ｢ 騒ぎを して

居る時ではない。

最後に一言 し?こし 、のは い さe戦争となっても決 し

て騒いTごり慌て?こり怖がつ? こりすることはな い銃

後闘民と鈍t も戦場に居るつもりで悠々と各その職

立を全 うする こと である決 して逃げてはならぬ。

( 井上一雄氏 「神社建築雑考J 2 0頁より績< )

14. '1':・幣大 枇、筑 比il[111官、都埋造り 、問; 14二!l 毘

15 .  官幣大nii 、住吉耐1
1

枇 、仕吉造り 、大阪市

16. 官幣大枇 、 松尾語 ＱＱ Ｑ 昨 ＱＺ 、 雨流し元ｾｬＩ ィ 都理造り 、 京都 市

17. 閤f幣1存干中枇 、民清匹悶li刷li刊刈 州i I河 沖lリ小1
1
m枇止、流し辿l ) ，、 愛失免知飢日ω1)鯨際

18・ '別格官幣祉、皆川前111
祉 、春日記l盤71手、I! ill l戸ili

19 .  官幣 '+'11辻、熊野那智11[' 1' 祉 、王子出り 、和歌 山!際

20.  官幣大枇、大 ilill l々ijit 、無生殿、奈良腕
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市 民 防 空 壕 展 覧 曾 趣 旨

肱洲の戦高l愈々念K 、太平洋の波浪亦高からんとして葱に聖戦五年を迎へfこる我閑は正 l亡

「皇闘の輿駿此秋に」決せんとするの期に臨んでゐる。

ｬ ｬｩｲＡ Ｑ 閑の武威海内に遍く新東亜の大建設期して疑はｾるも醜て我岡土の防備を顧みれば憂慮す

べきもの多〈 、韮 K 於て多年「都市武装」の促進に努力を絞り 、卒先して閤土防衛の，告を絶叫

しつ〉ある本令は更に共事業の一端として市民防空壌展覧命を開似し 、その一般的知識の普及

を期して一朝有事に際し人命救助 、財産保護、閑土防衛上の一助iζ 資せんとする所以である。

何 の た め に 防 空 壕 ま 使 ふ か

三宅製{ t >受付 七時は、老幼病者と姫掃を除い七一般閤民は全部自衛防奈に従事するのが本則で

あるが、防空壕はヨたの様な場合K は一般閥民に是非無〈ではならぬ施設である。

1.  2宰さg製避前 tにζ7橡象め F附!けi合合除や危険のない士‘ 地へ退去ナる事の出予来|終f なかつ f仁こ老幼f病丙有者. や姫妨婦ilはま箸l椴

の殻令と j共1ぞ灼;υi

2. 防2さに従事してゐる人でも 、火災や毒ガス等の被害護生のZ号、やむを得争防空壕へ避難

せねばならぬ様な事も起る。

3. 頭上で宰 ijl 戦力Z行はれてゐる場合には無主主の損' 存を避げる需に 、一般閑民は勿論、防空機

関でも任務K 支附なき映り 一時的に防232壕 κ 待避し危険の去つに時 、或は焼夷開。が泌下し1 : 時

等 l乙はi亘l乞出動して自衛防2さの任ι 就かねばならない。

4.  弓当主にして焼夷開のにめ火災が起つTこ場合、家財や道具を持って逃げる事は閤難である

から 、この防空壕に家財を入れ土石? 覆って家財を護る事力; / : 1:1*る。

放に一一院荏壕は爆弾のi政)'1や爆風駆による危符を避げるにめの施設であると同時に 、焼夷

弾の火災による損害を t陣i成せしめる偲の施設でもある 。構造 l宅注意すれば惹 ヵ・スの被害をも蛙

りることが l H* るのである。
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2  0 人 程 度 隣 組 臆 念 木 温 防 空 壕
( 上園及び次)

東 下 左 踊

資 材 表 ( 有合 セ品使用 7 奨働ス 〉

繍 カ CMt 返仕ヒヲ合ム〉 33立坪

柱 ( 有合セ品= テ良シ〉長6尺 大サ3寸丸太位 20本

梁 (  
会 〉長5)ミ

会 3本

梁 (  る 〉長8尺

*  
4本

梁 狭 く
J〆'  〉長2尺う寸 賞 20枚

個。 板 ( a  〉長6尺 8分板 延 巾25尺

天 井 板 (
多

〉長6尺 正8分板 延巾 15尺

腰 掛 板 〈
4会 〉長6) ミ 8分板尺 4枚

階 段 土 留 板 (

*  
〉長3尺 8分板 14枚

織 木 (
"  

〉長 1)ミ 山2す角 48本

入 口 問 戸 〈

*  

〕高う尺 巾2尺3す 2枚

以上 ¥i r  一式

大工手侮手間
一式

土 嚢 ( 米 依 ' 7 i盆 リ〕
40ケ

合 計 賞 者 主

時 l 人j数入用なす
註al…山 一 人 l … す 矧 従 わ 町 つ 引 一 て

大工 2人

者し素人が合同してなす時も約 Ｓ 倍以内の人教にてｾし得 。
叉素人男女隣組閣が協す時も約 5倍以内の人事止にて儀し得。

5. 00 16.50 

70 14. 00 

55 1. 65 

1. 10 4.40  

03 1. 60 

1.20  30.00 

1. 30 19.50  

1. 80 7.20 

ｾ ｏ＠ 7.00 

03  2. 40 

12.00 24.00 

l う0

13.75 

20.00 

￥ 163. 50 



常 備 約 15 人 程 度 無 筋 コ ン ク リ ー ト 遁 防 空 壕 ( 上園〉

資

7fc ! . ! 霊従形

堀 lj ( 埋庚及昼差掛士ヲ合ム〕

栄 石 ( 入 掲 共 〉

材

( 土問 コンクリー 卜〕

数コンクリ ー ト

打材料手間

側及天井並ニ彬j J j 岸コンクリ ー 卜 。

向上別枠 セキ依工事手間共

防 謎 扉 高 うJミ3寸 rtJ2尺3寸

非 常 口 突 上 扉 彼2尺3す

非常口タラップ 高9)-.!_ 巾 ｩｊ ｾ Ｕ 寸

腰 掛 用 板 厚 l す rtJ尺

同 周 桟 木 山2寸角

土 護 ( 米 依 7 使 用 )

合 計 二 貧 星 空

表 ( 化粧仕上内部及特別設備 7 合マズ〉

一式

15 .25立坪

1. 10立呼

1. 10立坪

5.83  

103商用i

3ケ

l ケ所

ＱＮ Ｔ ｾｩ＠

延 長34尺

延 長42;-c

200ケ

新 品 単 位

5. 00 

6ヌ00

129.50  

149.50  

8. 00 

50.0。

新 品 合 計

76. 25 

69.30  

164045 

871 .585  

ＸＲ ｾＮ＠ 00 

150.00  

10.00 

10.00 

3j  11. 20  

05  2. 10 

50 100.000 

苫十 有2. 293. 905

〔註〕 以上専門家にあらざれば出来難 〈工期、着工後 2 週間とす。

4 人 程 度 の 家 庭 機 念 ・ 鍛 板 師 匠 用 防 笠f 城
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五 人 用 簡 易 防 空 壕

( 地質良〈水高き場合〉

之は 一 般 家庭用簡易防祭綾として lk

或は家の舟 ｪ 聞の怨 ｪ 也に築造するｾ本的

な一例で資材は lj 三時から準備して慌く

か、 い ざ鎌倉と調ふ i時には柱とか梁は

園 牲 を 壁、天 井 板等 は、 雨戸叉は床板

などを利用する様致しませう 。

r. 噛

五 人 程 度 家 庭 腰 奉 木 遁: 防 空 壕

資 材 表 情ー合 セ品使用奨附 ス〉‘

新品寧償

1. 24立坪

姻 プJ ｃ ｾ ｩ 区仕上 Ｗ 合 ム 〉 国

5.00 

柱 ( 有 合 セ 品 = テ 良 シ〉長6尺大サ3寸丸太位 !3本 70 

梁 (  *  ) 長5) モ大 。 5.5本
う5

側 板 ( *  ) 長6) ミI手8分板

天 井 板 ( *  ) 長6) ミl写l E8分

25尺延けj
1.2.) 

梁 侠 ( *  ) 長3) ミ 賞 10尺 延 rt l 1.30 

J  ｲ ｬＱ延ｬｊｾ 8;1ド

腰 掛 板 ( *  ) 長6) ミ i 厚 8分 2枚

10 

1.80 

同 受 用 板 ( *  ) 長 lJ ミ 山2寸角 44本 05 

f 巾 7寸

階 段 土 留 板 ( *  ) 長2尺 i厚 8分 i 2枚
33 

新 品 代

聞

6. 20 

9. 10 

3. 025 

30.00 

13.00 

80 

3. 60 

2.20 

3. 96  

入 口 問 戸 商 う 尺 巾2尺2寸 2枚 12.00 24. 00 

以 よ 用 事[ 一 式 1. 50 

大 工 手 縛 手 間 一 式 12.00 

土 嚢〈米1表溢 ) 40ヶ 50 20.00 

合 計 食 費 ￥ 129. 384 

i 以上専門 土方 2人 |

l  手 陣 l 人 ト10時間 に完成す卸ち 5 時間 にせんとすれば倍人必要 とす

註 i 大 工 2人 j

l 若し素人が合同して成す時も 三倍以内の人数にて儀し得。

ｴ 叉素人男女隣組風でｾす時も五倍以内の人数にて鶴し得 。



寧険危の法方難
:是

の種各

( 簡撃な避難法で大き い効果が得られる 〉

vι う‘

。。
Q  ｾ＠

--• 
コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

防

護

案

内

耐J

果

被

月ー

防

空

桜

内

効

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

地

下

室

内

と費

煉

工

] i  

f量

毒定

量

内

の

‘.  ' 8  

場

家

髭

内

空

外

で

伏

せ

て

ゐ

る

場

合

防

戸

外

だ

立

っ

て

ゐ

る

場

合

の場合最も簡草な防空壕即t ) 土を捌つに丈の散兵金主生命とひき比べて見ると生命の方が惜しい

壕に避難して居fこ場合は 801 人の死者で消むのでt乙刷って居る。病気にな って襲を脊むのは生命が

ある 。即も会 人口に射して 5分 3 厘、前の場合の助かり 度い鴛の手段である。それ程生命の惜しい

死者の 1客1] 7 分になって しまふ、そして此の: l 0K我々が ｇ ｾ 誕の場合には生命が不要のもの、如〈不

要する費用は l 入賞15闘にすぎない。 1入賞241 臥l
用意であ るの は益製に依る死者数を知らぬからか

かげで而破片防空壌を作れば、 219 人の死者で消
も知れぬ 、精密な計算に依る共韓的な敷を傘げる

み、l 入賞り 448聞かげで耐蹄防護室を作れば l 人
ならば l 平方粁に付 15，000 人の人口密度 の 広 域

も死なぬ。溝型防空壌の此効用 、15闘で死ぬ確率Ｈ之は田各々此花医 の 人口符度 ｴｌｾ ｪ 歯 するがＩ K爆

がl kKなるとし七ら此程よく効 〈防奈の繋は先づ100 1i f 爆弾を l 平方粁に付 10f同霊安機が飛来して 、

V I  

あるまい。此事は lドの岡 を見てもわかる事fご。

3 9  

宛泌して行つ仁とすると 、その l平方粁 K 付4，710

人の死者が出る 、即 ち全人 口の3割4分である。此
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竹 筋 と 耐 火 板 利 用

-・

組立式耐火板造

簡易待避f9e 分 解 間

重!l ＱＺＱ 泊康ｾＨｉＩト脅面 枠 ＨＲ Ｉ ト Ｏな 右両側、 Ｈ 弧ヲ ｍ 主ミ

ＮＺｴｴ Ｒ 今 Ｈ＿ｘ ｾ ｊｊ 持 卜 ＨｉＩ Ｈ Ｒ Ｉｊ 内面符ト Ｏ 殺編舗 ヲ 釘止 ｉ ｊＮ ι

ＮＳ Ｇ ，ｾ ニ Ｈ Ｑ Ｉ ト Ｈ ， ｘ Ｅ 外部ヨリ耐文ｾ ヲ 緩哨 ケ ル

Ｓ 冒ル Ｈ ｾ Ｉ ト Ｈ Ｕ ＩＯ ｴｬ ＧＢｬｩＧｘ Ｎ刷舟打倒刷版 ｉ 捕 ｉｐｾ Ｅ 州ＨｕＮ Ｇ ｊＯＭ ｾｉ ｌ
僻 ｓ ｱ 制刷附 ＩｦＨ ｾ ＩＱ 税制 ｴ 岬附 ｉｲ ＢＹＱ ｾ ｍ ｉ 抑制 ｬ 胸
鋭 ＶＧＱ 側地開 ｉ Ｉ ，Ａ 臥物量 ｵ 隣組判官謝雌ｬｉｩＱ￭ ｾ 釘 ｴｬλ ル

1¥ lI lJ 助隊州文相副担画部n̂Jl Jント U9!，' ヲ塗着AJl-

Ｘ Ｑ 土 問ハ厚雄 Ｑ 耐 ｾｕ 雇え ｉ｜ ｬ Ｚｴ ル ヲ ＱＧｬ Ｇｬ ＧＱ ギ曹 Ｑ ＱＺＧ ニ ｡ｬｾＯ ｌＭ

防 空 壕 築 遁 に 開 す る 手 績 の 順

1. 1コンク リート 」造叉は煉五迭にて築造する場合は市街地建築物 法施行規則第

143僚第 l項第 3放に依り 所轄警察署経山l丙建築訴に申請し認可を受げるのであ

りま す。

1.次t r : I コンク リー ト」又は恨 枠に必要なる釘叉針金は建築耕より害1) '，畠・誇明石? 強

行されて居 ります。鍋鋼も同様の方法で配給 されて居り ます。

l. 之に要する「セメント」は府警防耕を通じて If . f 建築課より害1)首詩明を強行され

て居り ます。

以上は資材の配給の手績でありまして設計 l乙闘する詳細は府警防課分室の技術課

lζ 御問合せ下されるか直綾IH目撃¥1 乙御越下されでも結構です。

参 考

コンクリート叉は煉瓦澄建築には建築許可申浦容

量I を 必 要 と す る 場 合 は 事I翻l笛言賢明書下附願( 所轄磐線由 〉

針金銭線を要する場合は 針金銭線割論・:書下附願( 向 上〉

鍛 鋼 を 要 す る 場 合 は 防 火 鍛 鋼 N r l 給 書 下 附 瀕 〈 同 上 〉

セ メン トを入手するには 防空用 セ メン 卜御j首 F 附獄等を大阪府知事( 大阪の場合〉宛番頼

を提出するのです。夫々脊式があ P ますが省略しま す。



古レ戸ルと i良彰鋭板

を用ひた組立式防立

t豪 f ロンドン〉

レールと i良形餓板を

用ひた組立式防空t豪

・左・ 「ロ ンドン)

空獲下にBきて外部と

電話にて連絡叉 lま事

務を執る ・右・

ぐロ ンドン〉

外

防

鶏

園

空

壕

麗

の
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英軍の

審ガス警備兵
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マンホールを利用し

たる通行人周防空爆

( ロンドン 〉

新式防空t豪コンクリート

ヒコーム管を利用したる

晦重量的なもの L英閣 〉

コンクリートヒユーム及マ

ンホールを利閉した防空爆

ぐ実同)

パリ市に鈴ける地下避

難所無筋コンクリート

遁の堅固なる防空織の

内部



コンクリート組立式公共防空t豪

・上・ 〈ロ ン ドン〉

u t . 筋コンクリート滋公共防護t豪

・下. ( ロン ドン)

( 上 〕工場及交遁監視員待選所のE温度試M

( ロンドン 〕

( 中 〕爆破試遺書中の工場及交遁監視員待望豊

所

( 下〉爆強試績をせる工場及安遁監視員待

建軍所
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開式防空t豪 ( パリ ー〕

無筋コンクリート遁地上式防空爆

若妻 考 女 ｾ＠

一般家庭用字地下式防空t豪

地下コンクリート主主組立式防空t豪

〈パノレセロナ〕

外閥の文献は流石に澗i卑のものが 多 く、次で英吉利のものである。フランス 、 イ♂ リ一 等は あまり見掛けな い縦であ

る。アメリカには爆郊の作用等に闘する研究後表が多いが防空機には未だ立至って居らぬ 3 然し最近この方面に注意し

っ、あ る事は 、雑誌が特輯放を 出す事$ で推 測される 3 何 文 献は単行本 として議行されてゐるのは少〈雑誌に軍基表され

てゐるものが多 ρ 。以下その中有名なものを掲げる。

Deut s c hl and 

① Hans Scho叫 l eger : - Baut erhni sch! r  Luf t schutz  Berl i n  1934 

③ }ufi ns Meyer :- Di e  Grundl .gen dεs  L 由 schutz Lei pzi g  193'i 

⑦ Se) deli : - Handbuch fii r  die Luf t scht z. 

E ng l and 

① 八ir Raid P 悶 ansi ons Handbook No・I - No・7.

No・1. Personal Pr etecrti nn ｡ ｾ｡ｩ ｮ ｳ ｴ＠ Gas. 

No・ 2. Fi r st  Ai df or I: as Call sualti 田・

No.  3. Medi cal  T  reat mcnt  of Gas Causualti ccs. 

No・4. 0 εcont ami nat ion of Mat eri als. 

No.  5. Stracture._ Precanti ons  agai nst 80mbs  and Gas (  in Preparot ion). 

No・ 6. Ai r  Raid Precanti ons  in F  actori es and  Basi ness Pre mises. 

No.  7.  Ant c- Gas Precanti ons  for M. rchant  Shi ppi ng.  

(1) St ructural  Precanti ons agai nst Ai r attach.  Suppl ement  -to “ T he  Bri lde，' 1939 Mar h  24 Fed.  24 }an. 13 
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東 鋼 式 防 空 建 具

防 毒 扉

般に防護窒出入 口には避難者の入電に際して義克j析を遮断し、又は消毒洗椴等を行ふ

閥所主して の小 前 安 を必要と するので 、 外fH) よ り牧容室に 至る 迄の聞には必十二重の建具

を建 込 まねば なりません ｏ 防護電力［ｾ設建物 地下室の 一部等に設け られる場合には 、こ の

一枚は同ーの 防毒尿でよいのであ りますが樹立防護室の如く入口が直接外界に面する場合

には外側の扉は多少とも防弾性を有する必要があります O

防 Ｗ Ｕ 扉は毒克斯ｾ遮断するにめに、閉鎖の際完ｾな気管佐保ち得る様に巌重な気密装置

を地さねばなりません。 従来此種扉の気密法としては 、扉 枠 又 は 樫 に 噛 合 せ を 設 け る と

か、召合音11に羅紗、フエノV ト、ゴム等を取付けるとかの方法が行れて居 りましにが、種今の

飲結があ って 、生命の安危 を托すべく 信頼し科る ものが見嘗りませんでし Tこ。東鋼式防毒

扉には 、東鏑濁自の研究に成る賞用新案第260736批に含まる〉特殊の気密考案佐施し、 外

枠及 び扉の 全面に捗 って絶針 に漏気 の間 隙 ｾ 排除しにも ので 、建込個所に於ける種今の僚

件に従って選躍し得る様に、健裁良好にして操作fiiH更を目標としに もの、龍 裁 より も経済

を主とし 1: もの、多少の防弾J陀 を奥へ7こもの等を標準型 として製作して居ります O

東 洋 鋼 材 株 式 曾 祉 製 造

ーー，畠

--_ . . .  

工 場 ・榊 奈 川 阪 川 崎 市 渡 田 電 話 川 崎 代 表 3 6  0  1- 8  

機 工 業 株 式 曾 枇 取 衣

大阪支l苫・ 大阪市東WL高麗橋( 東洋棉花 ピル内〉・大阪中央邸便局私番函第一五七披

電話 ・北i演 (23) 代 表 4 8 4 1- 8. 長 4 8 4  1  

東京本庖 ・東 京 市 勉 眠 了 直 有 祭 町 ・三倍ピル内 ・東京中央郵便局私書函第二六八統

札 幌 出 張 所 ・ 主 北 出 張 所 ・ JJ¥品 汲 /"1:1 L-1 ・ 奉 天 支 出

新 京 出 張 所 ・ 大 連 出 張 所 ・ 天 津 出 張 所 ・ 名 古 屋 支 出

稲 岡 支 応 ・ 京 城 支 出 ・ 取 扱 応

日 本 サ ツ レ 製 造 工 業 組 合 聯 合 曾 共 販 部 販 責

防 空 資 材 路 上 展 覧 舎

4 5  V I  



専 責

特 殊

ド 塗 料

危 険 に 暴 露 す る 木 遁 家 屋

わが閣の建物の大都 合〉 が、そ の材 陣を木材に求めてゐる関係から 、火災にt J - する危険は今夏申すまでも ないこ とで、

枚暴に遣ないほど惨害を被 って 居 り、 出火数の割合に被害高に於て、貨に世界第ー{ 立を 占めてゐるといふ誠に寒心すべ

き現扶であります。 而も 、i待恰も非常時局に際し 、一度ぴ敵の焼夷部下に乱暴されるやうなことが ありますならば、その

危 険、 惨総のほどは思ひキばに j邑ぐるものがあります

手 軽 る に 出 家 る 防 火 家 屋

か』る. l ! k のもとに如何にして火 災を防止すべきか? これはわが閣建築界永年の大懸案でありま して、 随分とれまで

研究に研究が- mねられたのでありますが、迭に今 日まで良封策を得ることが出来ませんで した然る に弊耽太陽無機 コロ

イ ド防火、防空塗料の澄明完成し、そ の偉力をi ! 土に問ふに至 って、 このわが建築界多年の施たる懸案は見事に解 決 し、

今や本塗料を賞金装す ることによって、立汲に、手経るに、安僚に防火家屋を造ること が出 来る やう になりました

太陽無機コロイド防火防空塗料の特長

太陽無償コロイド防火3方空塗料はあ りきた りの植物性ペイン トと異 り積物質の強力な耐火防火性議*' 1であります か ら

これを木材に担金 ると木材の内部に浸透して木材を 不燃質 化させる特質があれどんな木造家屋でもこれを捻ると忽ち防

火家屋と鍵じ 、主主望書の脅威に備へることが出来ると共に、 叉災答防止の貼からも無二の近代的防火塗料と して大方の御

愛用を得て 居 ります。その主なる特長を穆げま す と

一丸太陽無機 コロイド 防火防主主主主料は殆んど絶封の防火力を有して居 りまナ

一 、粘策力が非? 哲に強〈木材によく密斎しまナ

一 、既設家屋に自由に施工が出来ま す

一 、.Ijl IJ 毛に て簡曜に施工が 出来ま す

一、 f翼格が低際で 経済的です

一 、皇室面が汚れた時には水洗ひする とi直ぐ締麗にな ります

一、工業試験所は本品の防火力を一、 二五O皮と御透明下さ い ました

イロコ太 陽 無 機

［ 本 枇永年の肝究主互に結貸せる ムキ 主主ｾ塗料＿工 、 無機 コロイド に特殊操作に上って練成した強い揮力性を有する特殊事責

怜 摘を応用したる草食膜形成i & ' 索と 、担島透性防水力に? む助成要素とより成り 、其の粘網間着 力と強力性とは 、強い特殊

防水性と相侠ちて、ス レートコンクリ- f.， トタン屋根等の最適の迷彩協装J 1 J 塗料であ ります

ム キ 迷 彩 塗 料 の 特 長

本迷彩捻料は、世主映形成w索がr ，El It 、耐ア J レ力リ性及耐i竣性を有するを以て 、スレート、コン

クリート 等よ り診仕iするアノレカリに 対し 、強切な i耐久力を有って居ります

本迷彩塗料は、強い粘籾間着力と強力性を具備し 、被' 塗袋物の表面 に完全なる皮艇を形成し

亀裂剥離さ事の5置があ りま せん

ヨド迷彩徐料中 の迷彩色素は、耐在費、耐熱、耐水性の コロイド 顔料を使用せるを以て、ア ルカ

リ、日光及大気等に依 りて草壁色 す るこ とはあ りません

本迷彩豊食料の施工は i丞めて簡易にして 、刷毛訟を以て素人にでも 一目塗 りにて十分であ りま

す( スプレーにでも 可〉

本迷彩塗料は、主主袋後数時間を経れば、 fHに曝さる与も剥出世話fe亡の倶れは ありま せん

第- 1 I I 色一一黒1音鼠色、. =H色一- J音縞色、第三議色一一暗緑色

十七冠 〈ー斗綿入〕三塁織にて 、一回訟にて 、約四十坪内外

料塗彩迷キム

，. . 酎アルヲリ性及耐酸性

ＮＮｾ軍カ性と困省力

色

"  
* 不

易

性

類

積

簡

合早 車Z

. . 色 彩 種

4匝 塗 量 産 可 能 面

エ* 施

主 年賀特 許太防 Ｑｾｾ 機 コロイド 防火金料

ム キ 迷 彩 塗 料 製 辿 護 資 ; G

ド 工 業 所

京 J;t i! J.京僑医ti i11r三 ノ七 ( 鱗必ピル)

電 話 京 橋 ( 56) 五 八 二 八 神

東京市葛飾区本I目立 石il 汀二七ノ" J  

電 話 本 日 I J L 二 肴

イ口コ太 陽 無 機

東京事務所

本市1: 工 場

株 式

曾 枇

曾覧展上誌材資空￟ｾ＠

VJ  4 6.  



不 動 章 印

防 火 ぺ イ ン ト 71'< 火 塗 料

水 火 塗 料 の 性 質

砧般開の-' H: 、即 ちii :主眼: /)1，.. とウロトロビンの結合物で織物性腹質捻料であ ります。弱ア リカリ n反

!広 を旦 して居ります。

従 ＿Ａ＼Ｚ Ｇ ｊＩ 油性 ペ ンキ を分解する性質を持って居 ります から 油性ペンキ のＮ ｉＭＺｉｲＺ塗れば ｊｊｾ れを制がし ま すか

らＺＱｩＺＺ非ｾｉＩ度い 時はｾｾ Ｎ ｉＭＭ Ｎ Ｈ 乞 Ｗｋ Ｇ ｉ Ｇｴ 宇佐 ｈ を 一 同塗ってから此の水火宇佐料ぞ捻れば安全です原液は無色透明の

液でありましてｻ尽き粘 ｬ 立を引して府ります 、 此 の原液 ｬ 乞耐火 ｮｾｒ 朴を混入 して色物塗料を製造して居 り

ます 、 硬化は コンクリ ート の硬 化 進行と同様 ｩ て大集 中 の炭酸瓦 ｾ￞ｲ ｊＩ 作ｊｬｪｲｲＮ依 り 硬 化 を始め 日 時の経 過 と

共 l亡石化ナ るものであります。

原料は内地l亡無限に産し如何K 多: f f i : の需要にも肱じられますので 油 性ペ ンキの原料が大部分轍入品で

あるのに比 し誠に開策 l乞沿ふベンキであ りまし て新謹制下の現下に於ては油性ペンキは 全部此 問塗料に

むき杯へられる運命に あるのであ ります。

耐 火 温 度 II 色系統 のもの が最も耐火度強〈描氏千五百度前後迄耐へら れ ます放に銭は溶けて

も燃えぬ生率? と栴されるのであ りま す。

耐 水 性 施工- 31F夜後! ま完全であります屋内は絶封安全ですが外部 で風雨 lてさらされる 商は

後1) ｊ＿Ｍｾ 、時は緬裂を生やるから薄日 ｬ 亡 診って世げば安全です 、 若し木 材 に 水分を 多

量に合んで居るときは乾燥・亡従ひ水分の護散せんとする時金商を絞 り錨裂を生す・ る

事がありますから部〈権れば安全です。

耐 酸 性 人絹工場 、製紙工場等の限七1 : 瓦斯の強い安: 内 l亡て充分耐猷 力があ ります、特 に白色

Hl :f 1は此の 11(J/.J の1. ] ; 製産 して昂る耐阪裕H であります。

耐 ア ル カ リ 性 名白色は耐恨! と共 l亡[師、f アル カリ 恰料でありまナ 、償格 も油性絵、f-' fとl時々同一 であ り

ます。

塗 装 施 行 に 就 て

従来撚方で賀町 して照りましにアンチパイロー) ! " は金属耐熱川lとは好油であ りま すが木造建築塗装の

場合は熱練金要する との非測を得て居り まし? この で {vf j t: I ' C研充 を1p. :ね fこ結果、釜り易〈、水にも彊〈、

火にも強い、 意味で水火塗料 と命: ( ; 新製品を /fl ，しまし? 二次第でゐりますから是非御愛月j を願 ひます 、油

性ペ イント 同桜延びも宜し〈刷毛並' 1:: スプレーガン使川 も容易であります塗装せら る〉材質は充分乾燥

を作って会って下さい 、板材l亡水分〆多く合まれて居るときは此 うつ水分が設散ぜん とす る際詮商を依る

は此阿鍬 物 性塗ￒｉＧれ 亡 佐々 見 る虞 ｊｬＺｱＺ ， Ｇ ｻＧＡＧｬｾＨ ま されつ となって現はれる の であ り ますが是れ で 険 分 の 水 分 が設

散しにことを工，: 設するも のであ りま すから寓ー乾燥不充分のものに' 主主主して此の結果を生す・るとも ァ回

の乎直しをすれば再びされつや 制批はあ りません 、建築物 は同 l師を詮ら な〈とも J，i百l亡て充分 防火の目

的 を注します 即 ち内部塗装 の み にて 内外からの火焔を 充 介防ぎます 内 部 、 外 部 ａｾ 袷接は二問で充 分 で す

美1聞を要する場所はiit 後医師f;' 均支を捻って置 〈と美観と j 七l亡r，'i! 活と耐水 を強 〈します。

東 洋

製 造 愛 寅 冗

理 化 準 工 業

大阪市北区菅原町一一四 ・電話城川@ 三二二七番

防 空 資 材 詰 上 展 覧 曾

所
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専 責

特 許
園 防 ク ロ ー ス に 就 て

本品は純閤産の強級なる来11紙K 特静: カ11工を施しTこるもの K して化運善試験及賀ー地使用の結果各翫織物暗

幕地等に比し数等優れ居る事を質ー謹せられて居りまず。

- 徹底的に有効なる防空施設を装備する事lて依って、高度閤防闘家建設を目指して 、重要資材の確保と

産業能率の増進を期せねばならぬ。此の秋に官 ［ り純閤産にして ｅ 無 ｾｬｻ の資源を ｾ Ｚｩｦ干する本Ａ日を 、 弊 ｩ ｩￏ ｴ の 創

案せる左記各種防空遮光晴幕装置にｾｊｬｬし、各型共各方簡に既 ｬ と多 数御保則を象り非常 の御 好評 ｾ時 し

τ 居り ます。

特に三大特徴としては、純閤産事料を使用してゐる関係で 資材We乏の愛が絶望r .H'L無 し 多 数の資材が

確保されることであ り、 共他耐水、耐火、 .NI 縮絶無で ありま す。

特 許 s. Y. 式 通 風 陪 幕

本 S Y 式通風暗幕は護費以来五ヶ年の星罰? を閲しi l l ! 風遮光晴幕としては最古の廃史を有し一度御採用

を象ちし需要家各位よりは絶讃を博し共後、引櫨ぎ第二回三回等の迫力11御l采H1の柴を措へる事は本品の

如何に優秀なるかを立設するに足る事と 信じます 、随ってJt の 責 ;り軍E つ大なるを思ひ向且つ高度閤防

国家建設の重要資材fこる金属類の使用を制度:VC排撃する等各部門に豆 り日夜研究と改善に努力を折克みま

しに結果主主に理想的の本 S Y 式通風暗幕を完成致しまし? こ。

Vl  4 8  

株 式 舎 前t

吉 田 鹿 之 助 商 厄 神 路 工 場

大 阪 市 東 成 区 中 木 町 二 八 八 ・ 電話 東 @ 六 七 七 四 番

本 枇 大 阪 市 東 区 本 町 一 丁 目 ・電話本町@ 代表一二六五番

東京支居東京市円本橋ｾＮＧ［Ａｾ喰町四丁目 ・電話浪花 ｀ 三穴四 Ｐ 番

在 外 支 庖 大 連 ・ 奉 天 ・ 天 津

防 密 資 材 誌 上 展 覧 曾



田 鹿 之 助 高 居 各 種 暗 幕 国 解 及 説 明
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佐 藤 式 通 風 捲 込 暗 幕

引紐型、スプリ ング型等の雨様あ りて 一般の捲込暗幕K 遮光完全なる通風孔 を具備し 、換気のmを主主

す k 共に風障を除草幕引ri の ガイドレ- }レより はづれることを防ぎ最も衛生的にして 全 〈翠J!.想の遮光幕な

fJN:検 、眠気 、熱気等の多き工場 、換気の た切なる病院等には特 dて此れを推奨す。

佐 藤 式 ロ ー ル ス ク リ ー ン

(自 動 虫 除 巻 網 戸 )

ｅ 思 ｋ 虫除 の用ｾ属 す のみならや暗幕との Ｑ ｍ ｉｊｉ 亡 よりて鴎風による窓硝子の似 ｩ￭Ｍ よりする危険を防 ぐ 大

切なる役目を鴛すものにして宮前tは我閤 iて於げる唯一の製造所なり 。

ネ主

大 F瓦 市 面 淀 川 正 大 イ ニ @ 一 丁 目 ニ O 電 話 菌 格 島 二 三 四 九 番 一

防 空 資 材 誌 上 展 覧 曾

V I 5 0  



経 プ ロ ッ ク

近代建築材料の研究進歩は一日 と能も休止 するこ とはな

い。今日の優秀品は明日の優秀品ではない。それには良 ｾｉｊ

な技術者の不断の精進努力が絶えず要求される。殊に「木

と紙と築J とで出来上ってゐる と言はれる我が闘の建築物

は、防主主的見地か ら殆んど言ふ に足 りない。幼稚他まるも

のであるだけに、我が閣の技術者に期待される駄が甚だ大

きい。政府で は、 関際的緊迫の飲勢に対虎ナベ 〈我が閣の

木造集図都市を耐火、耐爆の理想的都市に改装建設せ しむ

ることに決 し、本年よ り質施の取締規則を後令 した。この

理主想に最も泊ふものは繊筋 コンクリート ;去 りにす ることで

あるこ とは言を侯たない。然 し六大都市だけを目標に考へ

でもこれに要す る銭材は 、二千寓噸、 その金額は質に百五

十億闘のE 額に主主す る。と L に我が闘技術者戸の夜起が要望され、 その結果、近代材科 として最も簡易に、 防火の 目的を

主主 し且つ級官守的に新装を完成せしむる性能に於て、現想的にして時局下必須の建材 「経 プロック 」 の誕生 を見 たので あ

る。而 も1折界の権威によって破澄 され た佼F 秀品である駄にお v 、て建築界に誇示 して然る べ きもの と信ず るo 1fi. 安物資統

制下 に建築資材 の逼迫せる今日 、潤津なる原料に依って基金訴に街l J t ' に応ずる準備は:令て完備 して 居 るこ とを敢へ て各 位

に申上げ御期待に却j ひ得るこ とを確信 して居る次第で あ る。

長期建設の時局下 に不士l¥の研究が資 らせる セメント 製耐火、耐71 < の最も車車誌に してまた強度大なる とと 絶封に他品 の

: u i ! 隠を許さぬ特徴を布する優秀品が生れた。創l ち特殊車聖堂セメントプロック である。製品は笛枇の耐火繊維板パルテキ

ス とスラグウール抗火石等ヘボートランドセメント 又は マグネシヤセメント 等 を適度に合成 区搾 をなし所用 Cプロック

とし て硬化結合せ しめた現惣的不燃性、経f注強度絶大な る上、加工容易現場作業に遡し 、切断章T打等は木材加工 に等 し

〈工 作なし得る 。骨豊主主は リシン仕上同様なれば表面に何等 の仕上を要せず場合 に依 り研磨 して滑津 なる 表面 る得るも易

〈郊力にZf む倣屋根材として最遁な り。運搬或は加工中に! 政頒等の民主なし。強付は章Hずに適 しセメントモルタル及アス

フアルト 竿自由に使用出来る。目地は特に弊刷局特の考案になれる 凹形のものあ り、 パテ其他如何なる目地材 を用ひる

も可な り。特に御設計に際 しては泊笛の試案資料等を御提示巾上ます。

対ｬＡから必 ｾｬＧ 決〈べからざるものと云ふことが出来ます。

。 ー ・ ー

ハ ノ レ ア キ ス

特 徴 と 用 盆

1.弊枇製造のパル テキス は、他に類例を見ない湖特の現

想的繊維板であることは今夏喋々を嬰しないのであります

が、良質の針葉樹から作製された繊細な木毛に、 特殊セメ

ン トと薬品を浸透させて強1Mを加へ、充分に硬化乾燥した

上、会〈普通の板と後りのない繊維板として市場へ錠供し

ております。その強制、1t] に宮み、耐火、耐水性の強大なこ

とは、特に弊祉の誇りとする とこ ろであ ります。

2. 耐火性がs湿大でありますから 、 内外装飾または 下地材

として王翠想的で 、最も安全であ ります。直接火焔に按 じて

も焔を上げて燃えるといふことがありませんから 、工場、

劇場、映愈官自等公衆の集会する大建築物などは、 防火的見

3. 熱の絶縁効力が頗る良好ですから冷蔵wの低温保持、 またとの反対に乾燥室の高熱保温に使用されます。更に衛生

的な方簡では病! 碇療養f ! I f に使用致しますと、祭器を jll. 1 けることが出来、保健上最泡と云ふことにな ります。

ＴＮ この パルテキス はｾ孔的組織で防音効果も絶大であ ります 。感校 、 音策室 、 劇場 、集合場などの吸 昔 、 遮音に役立
ち、騒音の解消に頗るガJ 栄的であります。

5.更に本品の特徴は線量 、強力、耐久と三拍子姉j つてゐる上に、加工が容易 で飯、生Iなどを周ひて自由に施工が出来、し

かもやわらか ｬ 沫のある建 築美を溌節 すると い 」、思ｾにあります。また各種の 空会料に依て 化粧することも可能であります。

6. i 1I! 搬が容易で破慣の量産れは殆ん どありません。何れの思lーから見ても建築材料と して申分のないもの と確信 して居 り

ます。

標 組 化 皐 工 業 株 式 曾 赤 土 建 材 部

従業所 東京市 1:: 1; 本橋区 蝋殺町一丁 目 六 番 地

電 話 茅 場 Illi ( 66)  1  9  1  3 ・3 6  0  3  

工 場 東 京市王子1亙栢付町一丁 目二一六番地

電 話 赤 羽 2 8 8

防 空 資 材 誌 上 展 覧 命
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防 火 浸 塗 郵j セ ロ ン

本剤は最新 ｔ 、 易経 ｾ ｭｲ 乞 ｊ たき研究完成され＿こる結晶 ａａ ＩＩ ｾｬ 色 粉 ＭｴＺ ｉ 亡 してよを水 に溶 解し 、 本 、 紙 、 織物等

IC浸 塗せ ば 悉 〈 之 等 を 不 燃 性 な らし め 以て絶主J Iて引 火せ しめぬ体大なる '1'1: 桔 を有 す 。 故 l亡一般討; 築界は

勿 論、 あらゆる方耐に) { t ' ( <随Ol! され、 叫 に 彼 0) 爆 撃或 は 泡 辺 氏 より て 起 る 恐 る べ き 大 火 も 本 州M 伶 力と

普 及 lて よ り て 未 然 l乞災耐を防聖書根絶し得べし。

本間 ｊＩ ＡｬＡ 法 ＭＮ， 本剤を清水に溶解せば Ｑｮｾ 色透明且 つ力｜ｾｾ J) 溶 液 とな る、之 を 木 材、紙 、純物等; ( 娘、て ;l'!f(

物 什 繊 維) に 注 入、 噴霧 叉 は 塗布 し て 充介 内 部 へ浸 透 せ し め 、 後 完 全 に 乾 蝶 せ ば 被 力11. I 物; ま宅も右: 色或

は 嬰 賀 す る 事 な し 且イ11J 等 J ) 痕 跡 舎 も奈? めす・して聞紙 ) ま 、 完 全 IC防火ゴJ を iぷイJ する l亡主る 。 而 し て 本

剤は被カ11工 物 以表面 l亡 膜 l断を形成す る も の に 非す・( こ み知 ペ イ ン ト 類 と は 全 く 呉 川 繊 維 θ組 織 " "乞普

〈浸入して完 全 な る 防 焔 力 を 興 へ 組 織 そ の も の を 不燃料: ならしむるも のな れ

セ ロ ン の 特 長

( 1)  消火剤 と異る里占 本列lは出火設見後使用するものには非ず。ナベて可燃性物惚を不燃1t!: 化して積紐的に裂焔不

能ならしめ、以て火災の 隈本 を後防 根絶す る唯一の自力防火剤なり。

( 2)  セロンの防火作用 本剤を完全に加工したる物績は、火焔に製はるとも老も後熔ずる事なし。たとへ直接火焔

κ 接するとも局部的にきた化するのみにて其後は 如何に加熱( 叉は火焔に直而〉せらる とも決して褒焔せず、従

って他に延焼する虞なし。

( 3)  セロ ンの効力凡そ二十ヶ 年 セロ ンが繊維の組織中に構成する宿合憾の持縦性によ り本列l の防火効力は殆ど永

久的 と稽 し得。是セロ ンの誇なり。

(4 )  セロンは吸潟性に非ナ セロンに は扱滅ドt の主剤IJ ( 硫波アン モニヤ等〉を西己合せず、放に 1)11工乾燥後 は如何に

時日を経遜ずる ξ も自民策を呼ぶ憂更 にな し3 而して 防火性能のタト更に Jt 成守中に有効なる防虫、防腐の効 力を

粂有ナ。

セ ロ ン の 使 用 法

先づセロン粉末士清水中に投じ 併に舵沖せぽ容易に i容解して透明の j容i伐となる。( 冬季は微温湯を月u 、れば溶解速

な り 〉之を目的物に充 分担量ｾ吸牧せ しめ 、 後徐ろによく乾燥せしむれば 足る。

加工法 ( イ〉難波注入法 一主 とし て木村の場合。( ロ〕震波法一被加工物を溶液中に浸す法。 ( ノ、〕世主布又は R従軍言

法 Ｍｪ￟ｩｊ 毛類にて塗布するか父 ｏｬｈ 長 ｾ ｾにて撒布吸収せしむる法。以上いづれによるも差支なく 、 叉乾燥法も自然人工い

づれによるも可なり o '( 併し[ l l ＿ｾ ｴ なる日た乾 燥は泣 くるを宜とすＩ

伶 目的物に充分浸透せし必徐ろ に乾燥し 、宇乾きの獄態となりた る時 、更に械氏 5J l t ! : 乃至 IO) 皮の組閣 に於て L 2時

間違器量的に加熱乾燥せしむるを 符ば最も裂忽的にして効果一層販 皆なり。

号造 寅 フじ

伊 藤 ヌじ 商 応

大 阪 市 浪 速 区 議 前 町 難 波 ピ ル

電 話 戎 七 三 O 六 番

* 京代理庖 腕 泌L f告j 令

京京市麹町医丸ノ内 二 十 一蹴官 Ｇｉｾｦ

電 話 丸 ノ 内 四 八 六 六 苓

防 蛮 資 材 髭 上 展 覧 曾
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特許 O M式 防 空 遮 光 換 気 装 置

近時我が闘 に於いても防空法が殻令せら れ、時局多端の折柄全閣1(; は防空施設 に高全を期すべ急秋に

なりまし? こ。就中空襲時夜間作業に 於ては 、絶輩、Jrc光線を外部に洩らす事を許 されぬが故i乙4 光線の遮

蔽を岡つ に建物全商を密閉す るが虫11 き非科接的 な方法{ モ擦る事なし最も安全に最 も能率的に平時同f去

に作業を縫税し得る設備を有するのが O M式防空遮光換気装置であ ります。

特 徴 及 性 能

特 許 O M式防空換気装置には A 型 B 型 C 型の三fifl 類あ ります。 A 型外部竪羽根、内部竪羽根及遮板 よ

り 成 り 、 通 気掛 は 左右 南 端 ｩ 乞過 す ・る 構 造に して、 如 何 なる方聞の 外 気誘導作 用 金閲滑なら し め て ｉ ｭ ｾ な

く内部の悪気を排出し然かも光線 :i 完全遮断される接置にな ってゐます。

B 型 C 型も同様科皐的 iて考案 され光線の

漏 ｩ 史を遮断し 風 雨の逆流をも絶ｾ Ｎｊ ｉ Ｇｌ防止 し

得 られ ます。 B 型 C 型の i高1mーあ り設計月j の

詳細な型主主は御申込次徐御送附致 し ます。

特許 O M式 防 空 換 気 屋 根 装 置

O M式換気屋根装置はぺンヂレ { ター ・ガラ リー 等 の如I ¥局部的換気K 非子、屋根杢漕より換気低し

得らる〉が放に、外'Ij: {流の誘: w作川が橋大 して宅内の+;E; 示法瞬時 も停滞する事な く完全; 亡排射 され、換

気能率は忽ち倍加 されます。然かも 遮光

極めて完全; として 卜. 容より見? こ場合も絶

i-.J 漏光 乃!芭な 〈防空土事査を矧し得ら れ

るも のであります。

オ リ エ ン タ ノV メ タ ノV 製 造 所

本 枇 及 工 場 兵 庫 J鯨 尼 ケ 崎 Tli ・電 1活 尼 崎 7 3 6 ・1 4 4 6 :f存

東京出張所 東京市日本橋 医泊二 丁目 大同生命館 。 電 ｩ￮ｽｾ 日本 橋 ＷＱＵ ft干

東 京 工 場 東 京 市 部j nl 医 新 山 一 三 五 八 芥 泊

! 反応 出張 所 院 島 Tlj 袋 Jil i 六 官 同 館 三 附 ・電 話 11;¥' ，Ａ，Ｇ ，ｾ＠ 2  2  4  5呑

海外 Ifl，張 所 カ，ナダ@ パンク ー パ ー -Ili . リ チ ヤ ー ド jj; j 1  3  9  6  

ｾ｜ｬ 満販責所朝鮮Ｈ 青 木 弘 ｪ 合Ｉ ・ 湖 洲 ( 品目 昌 公 司 )

防 護 資 材 誌 上 展 覧 曾
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に 就 て幕」暗「旭日浦特許

空襲の恐るべく共惨害の甚大なる事は今更申上

げる迄も御座ゐません。

ひと度空爆を受げんか、共の被害は唯陀共所有

者の損害のみならす・1置に園家の損害と申さねばな

りません。

敵機の宰製を防ヤ篤lモ完全なる賭火管制を行」、

事は防空施設中最大の要件で 、而かも就業執務に

何等支障なき事を必要と致します。

然るに従来の暗幕設備は防空演習の際申課に一

時的施設を鴛ずに不遇、誠陀不用意不完全と申さ

ねばなりません。事境下殊に間際閥係の複線なる

時局 K 際し、完全なる暗幕を常備する事は亥IJ 下の

急: 務と存じま す。

旭暗幕府レールは従来取付困難とされ? こる工場

竪窓 、天窓、用を始め一般家庭用の駆使接置に至

る迄凡ゆる採光窓の暗幕に肱用し得る完全且廉債な製品で御座ゐ ます。

大工場竪窓、天窓 、陸屋根採光窓、側窓用

臆合、枇屋 、事校、病院等大建築の側窓用

病院、商底、一般住宅用( 手引式〉

レ - Jレ

レーJ レ

A 型旭暗幕用

B 型旭暗幕用

C 型旭I暗幕用 レ - Jレ

大工場側窓 、依殺し、竪窓、引達ヒ竪窓用D 愛読型J也暗幕用金具

中小工場用として都便K して廉債なるもの

大工場鋸屋根窓 、連績格取用

工場竪窓 、側窓 、連続翻使権取用

D 武銃型旭暗幕用金具

E 型 旭 i情 幕 装 置

F 型 旭 暗 幕 装 置

側窓( ガイドレ - J レ及ケ ース付〉捲上用装 置

装 置

G 型 旭 暗 幕

H 型 旭 暗 幕 側窓軽便捲上用

以上の製品を以て如何なる窓にも完全探偵に防空暗幕を常備し得ら れます。病弊l祉は防空H昔幕の専門

庖として 、廿数種の特許 ・優秀なる技術者を有し新規御施設は勿論作者収御取付の物の改迭をも責任を以

曾株

って設計施行致します。

幕陪旭 所張出阪犬吐式

電話捜川(⑪六九一五番

名古屋市東医束二葉町 三 十 八 番 地

電 話 束 ④ 八 六 三 二 林

高漕九月t市堀江町四丁目 三十九帯地

電 話 三' 0 三 三 ・三 四 五 二 蒋

• • 

大阪市西区南堀江上遁三丁目四十二 番地

展

ｈｉ ， Ｇ ｾｒｩ ｲｲ ｊｪＢ＠

上鶴

東 京 市 京 橋 医 京 橋 一 丁 目 三 帯 地

電 話 京 橋 ⑧ { 二 四 五 一 呑

t 七 O 八 九 帯

;東京市葛飾区本旧首長江I l li 六九六番地

電 話 本 間 O 七 四 五 番

材資室防

ト

し
日
市

場

本

Y I 5 4  
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セ

ス v ート 屋 根 ・ コ ン ク 9 ー ト 外 壁 用

防 2さ 迷 彩 ・ 塗 装 材 料

イ コ -・圃・
コ - ト

「セイコ{ コート」はアルカ リ性無機物を主材として之れに特殊硬化促進剤l鏑物顔料等を混和 、化合 し

て短時1:' ¥l K 天然石の如き硬質の皮膜を作るこ左右? 特長とする無竣7]( 硬性ぺイン トで あります。然 して共

の塗膜は耐水、耐火、不鐙色にしてあらゆる下地陀平野着便化する偉大な特徴を有 して居 ります。特に今

時痛感せらる〉防空色の塗装材料として、海軍省管下を始め各種大建造物に御探用の光祭K 浴 して居り

ます。

1. 粉末期jで単に清水を )111へ混担すれば使はれます。

2. 気候風土に影響なし何等でも塗接出来ま す。

3. 防水防火性極めて強大です。

4. 耐久性は普通ペイントの比に非歩、時日の経過と共に自然に硬度を増進しますの

5. 償格至廉、着色白 [11 、金属以外何れへでも塗4支出来ます。

6. 使用原料金部閣産品にして多量の需要に臆じられます。

セメントモルタ J レ、コンク リー ト等の外壁一般 、スレー ト、 セメン ト瓦、屋

根瓦、タイル、煉瓦、テラカツタ商塗袋lて、叉防火塗料として工場週翌築物等の

各木都民、モリノイト盤、ヘキタイト 、コルカ、等の従来市販のペイン トでて

アル カリ l二蝕され塗装困難な資料K 特 に好適 します。

叉 、防空、迷彩スレ ート( カムフ ラ{ ジユ) 用として最適のものであります。

御採用先 ・海軍省管下彊喜楽部・朝鮮鍛道局共他

色種 6 色・型録進呈

接 買 元

株 式

合 枇
清 光 祉 防 空 部

朝 日 新 開 小 倉 支 社

大阪市東区横堀四丁目玉O

.，. r  1  0  8  9 呑

電話水IUT ｾ＠
l 8 5  5 蒋

工 場 大 限 市 旭 区 生 江 町三七一

電 話 堀 川 5 7  7  8 蒋

防 空 資 材 鶴 上 展 . 舎

5 5  V I  



P ‘y  
本鴻函は防空壕、避難室、救護所等に取

付け 、主筆瓦1析を吸収も鴻溢して清浮な空

気を供給ナる装置で、凡 ゆる里占で卓越せ

る性能を備へて居 ります。

防空用防毒面

図m二競叩

一 統甲 と 共に相笛 ｩｾ 皮

の毒瓦i折中でも活隠 す

る防空第一線用 で、叉

本品は締人の使用 κ も

遁 します。

防護、消毒、瓦斯検知等の

場合、

特に ;集

煽性葱

液の防

護に是

非とも

必要で

す 3

防 毒 服

守ｾｾ恥

防空用

内

政

州

出

御

崎

定

一

流

値

圏

一

宍

田

和

佐

工

の

時

(

王

肘

拍

車

嶋

田

目

n

化工 式

毒五斯漉過装置

( 漉画)
、

、
、、

、

、

¥

 

. 、、

曹

三

賀

特

許

防空用防毒面

圏用ー披甲

防空第~線で活躍する

鎗任者に最適で、弊最士

湖特の優秀品でありま

ナ。

持久性瓦斯績知剤

之により最も簡便に持久性

瓦斯の有無を検知 し得。

九

持

問

は

凶
〆

魚

ぬ

喝

河

岡

崎

救 急 曲 乙 型

瓦斯傷害、其他外傷、火傷

の臨急; 治療用 と し て 必倣

右

翼ト

一
同

制

詩

H

8

3

1

9

4 弊 社 製 品 濁 特 の 長 所

O 我園長問に於ける唯一の防毒呉研究裂造

事 門 曾軍士

0 厳密 の事責特 許、質問新案特許を得たる

糟巧完全なる優秀品

。 検 定 規 格 に 射 し 多 〈 の 鈴 裕 を 以 て 合 格

0 供給カ著犬に付i ! ! ! 絵 圏 j脅 納 品 迅 速

曹 業 種 目

防 毒 ｩｊ￭ｪＨ各筒Ｉ｛Ｑ 艮鋭Ｈ 各務 ｬ 防 毒 服 、 防空用溜 ｛ 萄 、 瓦斯 徐 知 ｇｾ 、 救
急 ｬ 男 、 試 手 ｩＡＺｲ， Ｚ ｾ 其他防 毒 具一式 、 各種化製剤品 、 覆面気密検査後
盟主牧純然続抵抗線査機、其他?，S具 類

昭 和 化

明宮田控渡世= " i i 器開法曹司鈴市@欄明醐端湾問翼連F

上

¥ 

代表 ｾ＠ 1  -¥ i  

( 大課) 3  

電話 i  t -i H  

. 曾

エ

• 竃
材資

一日制 時

12 防

V I 56  



石

原

産

業

海

運

株

式

f目芸品叉

施

言十 工

• • 
キず 清

野

建

守、

築 水

事

ー国

務

v  

所 組 .  

. . . "，，_ 

I DD 

E ヨ

市土

建築面f青

木ぬｲＺｉ ｾｴ 鴎毒〈

主r J平

地 階 232.47 37. 04 

l 階 232. 47 37 04 

2 階 215. 84 37. 04 

屋 階 5う.00

延 困 積 735.78 川 . 12

総 延 坪 8'16. 9J

建 築 材 料

門従及塀 由良信L石 積

タト 袋 屋 恨 1稼幾日本瓦( 赤禍色〉

外 壁 ス ト ン プ ロ ッ ク

事 務 寒 天 井 プ ラ ス タ ー仕 上

濁 立 校 特 製 オ 戸 ク ベ ニ ヤ 張

曾 長 室 天井 プラスタ ー オイノレインキ 骨量

壁 ウオーノレ ナ Y トラックイ士 l二

同 総 接 箪 天 井 プラスタ ー オイノレイ y キ

倹

星空 特製クスベエヤラック似て

上

議 役 吉 良 天 井 プ ラスター インキ 、 コツ

フ ア リ ン グ 付

自主 特 製朴 ベ ニヤラッ ク 仕 上

主 製 階 段 案 手 摺 ス テ ン レ ス パ イ プ、 熔ヮ

イヤl i j ! i子入 3 踏 簡 は リ /

- 9イ ノレ

111木 蹴上及絹立柱は大王製石

天 井 プラ スタ ー オイノレ インキ

壁 特 製 朴 ベ エ ヤ ラ ッ ク 仕 上

構 造 外 壁 は 無 筋 コ ン ク リ ー卜

内部主要構造は木造ラスモノレタ

ノレ 皇賞、 高 膝 蒸 気'媛 房 設 備

1  VI  



西 側 外 観

ー==二ごー
『

地階半面( 下〉説明

1. 書 庫

2. 肱 接 室

3. 客 溜

4 事 務 室

S. 部 長 室 長

6. 女 子 更 衣 室

7. タ イ プ ラ イ タ ー 室

8 物 置

9.  ' I l t 策 室

10. ポ ン プ

11. 男 子 使 所

12. 女 子 健 所

13. 汽 開 室

14 石 炭 l京

IS . 線 廊

16. 倉 庫

17. 厨 房

18 リ フ ト

所

生

プ

室

室

所

使

ロ ーー

君事

人

子16. 男

17. 芝

18. ス

19. 事

20. 続

21. .  

宮

山

室

廊

。

提

唱

説

窓

一

関

所

務

長

直

使

玄

子 使

8. 事

9. 部

10. 書

11. 箔

12. 浴

13.  !]、

14.  • 
IS 女

一階半面 ( 下) 説明

1. 車 道

2. 車 寄

3. 風 | 険 家

4. 玄 関 成 問

S. 客 淘

6. 膳 接 室

7 カ ウ ン タ ー

民 ｊｉＺＰ ・ｾ [. ＱＷｾＭ ［ｊ＠
自 由 民= 圃 園 田

.--.- "  "  
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門

2  

E  

ｾｾ＠ “  . 1-5 • 
j明=酔商

b  d鵬 平 蘭

二 階平 面 説 明 7. 絡 香 雪巨 14.  1: 重役 謄 接 室

1. 際 問 8. 電 話 交 換 寧 15. 食 堂

2. ｾｫ＠ 抜 9 . 女 子 使 所 16. 配 勝 雪量

3. 陛 接 室 10. 男 子 便 所

4. 客 溜 11. 合 長 政 接 室 屋階1j 5. 商設明

5. 令 言十 室 12. 舎 長 室 1. 物i i 1 ( 合議室)

6. 人 毒手 号室 13.  主主 役 吉区 2. ラ イ ト エ リ ヤ
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玄 関 詳 細
= 階 々 段 室

玄 閥 ホ ー ル
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事 務 室

石 原 産 業 j毎

運 株 式 奮 ffd: 

設 計 ・ 村 野 建 築 事 務 所

施 工 ・ 清

*  

組

曾議室ライト ・z リヤ

曾 議 室
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曾 長 室

石 原 産 業 海 運 株 式 奮 枇

設 計 ・ 野 村 建 築 事 務 所 ・ 施 工 ・ i青 水 *JI. 

重役落後室
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正 面

牡 丹 江 柿 枇 蚊 計 ・ 伊 藤 文 四 郎

扇ー 畠

平 面 圃
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側 面

背 函

牡 丹 江 神 社 設 計 ・ 伊 藤 支 四 郎

全 景 遠 望
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ア メ リ カ に 於 け る 防 護 建 築 の 一 例

“ M A R T I N  W A G N E R の 家 "

工場製E主が出来、大きさに融通性があり一見エス キモ る如く計賞されたのであるが設計者は農の防護家康を完

一人の住居の如〈デザインされ空襲其他あらゆる災害か 成すベ〈努力してゐる 。

らの防護を考へられた繊製の“ Marti n Wa胃nerの家 H に 叉設計意図 κ 於ても在来の建築的防習を打破 して設計

就て述べる 。 者の意志を充分に登輝 した、gpち

設計者 Mar tin Wagner は、 ノ、 ーパ ー ド大患教授であ l 建築費の低廉

り一時はベ ルリンの都市計ま置に参輿 し鰐米後永〈家屋の 2 大量製産

大量製産に 闘する問題を熱烈に研究した革新建築家であ 3 家族教に依る 伸縮ttl:

り、 {皮がこの防謎建築に示せ る所は 、従来此の種建物に 4 近代人の趣好に合致する移動性

行はれて来た如き ;方法に拘従されることなく 、大量製QT，: Ｕ 地 震 、 風雨 、 火 災 、 ｾ 襲 、 砂慮 、 操昔 、 家暑等にまｾ ，ｴ

に よる建築費の低僚と 、新しきデザイン 、構 造、配 位、 する防護

料済的な住居機能の務駄を持っ てこ 、に示せる 如き家 屋 6 採算の立つ黙

として出現したのである 。 等である。

1 目 的 第 I 1薗及第 2 闘は“ M Wの家" の接本軍位 に して小さ

“ M Wの家. . は本来地震の屡々起るトルコ 地 }J rこ遁す な化紋家、 シャワ ーが取付け られてゐる 、十 三簡の開錐

ELEVAT¥ON 

PL I¥N  

. 1 .  " MWの家" の基本形 ( 1)

-It予の家屋であ る。 図

には基本市 位の平面

を望号化する 事無〈震

基誌を 、 内部居室に伺j

したり戸外騒眠用と

して外部にも伺j し得

る事を示 してゐる。

2 計 隻

最小周長で最大面

積を得 るために固形

半面が採用され、 そ

9  VI  



. 2 ・ “ MWの家. . の基本形 (2)

J OI NT- PLAIN WAL L  

ｾｗｉｎｄｏｗ＠ PANELS 

r Sr EE. l 5 H E n  

，.J OI N下WALL ｐａｎｅｌｾ＠ FLOOR r: ONSTR 

・5 ・“ MWの家. . の詳細

VI  1 0  

ト- l. q・→

SECTION A- B 

の上部を壁智埋設用の絶縁鋼繊パネノレ

でI同 錐 形 又 は 牟 球 形 に 包 |司し てゐ

る。 此の形は壁惚自身が強い構造骨量

であり鋼鍛パネノレは筒寧に廉〈詰まら

れる 。

完成 した家屋は図に示せる如く高

さ 11 ｾ尺 ＱＰ 吋直絞 Ｑ ｍ 尺 Ｙ 吋 である 。

外畿はエスキモ ー家 屋や土餓 頭 の

如き翠純なる形態をなしてゐるが自

動車の流線型 と一脈相通じてゐる と

も考へられ面白くもある 。

基本軍位家屋に入れられるものは

最小 限 2 人家族に必要な家具卸! 度遅

2、椅 子 3、 テープノレ l 、抑入等で其他シャワー 、 化事t空軍

等はF付属毒K i' こ合 まれて ゐる 。

一且大拡生産の過程に淫すれば設計者は附属家具を| 争

u、て一棟、670弗位で購入 出来るも の と激 想 してゐる 。

使用家族数の増加 に針 しては j度第ーの増加を計 り得、剣

立 した厨房、浴案遊戯家研究室. 寧位を購入する 、叉家族

教の減少に封しては不用家を資却するこ とに依 り“ MW

の署長 H の一つの特色を音量揮し得る 。

3  反駁詣

徐り構造方法が! ' f l . 純で在来の家屋と風痩りで貧際に使

用 した人の無し、 J a ，めに次の如き批剣 が生じて来る。然し

設計者は、次に着陸げる言者議論を痛烈に論駁 してゐ る。

A  p: 正成家屋は使用者の趣味に合致 しな ければ な らな

い然る に大衆はエスキモ ーの如き家屋形態、に興 味

を有ーしな u、で あらう。

これに対して也味は容易に緩イヒせ しめ得るもので



. 5 ・ 軍隊用に採用 した “ MWの家"

ある。更にこの様は談論は現在の住宅に位み得る

i七絞的小型立な家族のみが負E際に云ってゐることで

あ り、大多数の家族は若しも “ MWの家" が現在

の佐宅と慣値が同空宇で 憤絡が字分で作れ得る とす

ればこの家を購入するであろう。

B  "MWの家" の大量生産は宮古家屋の喫産者以外の

多くの製造業者、商人、主主築家、努働者の附随せ

る建築工業を破壊する であらう。

これに封して、 “ MWの家 H が低枚入者 に求めら

れる後は、反って其製産行程を増加しなければな

らないであらう。 ｾｲ ｊ ち多くの新し い仕事が生 れ単

位家屋が前述の如〈使用期間が短いとも云ひ得る

ので其需要は更に増加する と思はるからである。

C  低牧入者は土地代さへも携へないのに一室 670 弗

の家を 、 3.4 翠位一時に購入することは緩済的不

可能でないだろうか。

これに封して設計者は戎種の組合を作るこ とに依

り解決さるもの としてゐる。

第四闘説明 書きぎ廊下箪位でl ; ¥; 本軍位を連絡すれは・如

何なる大きさの家も造り符らるが係り大きくなれば従来

の設計構造に依る建築費よりも高くなること訟なる。

結論として明白に“ 入Il Wの家 H は基本翠位一伺の時に

最小建築設となり 、更に l面積55x  40g尺以上の家となれば

通常の在来の約25 x 3)吹部屋四 室の家より多くの般地を

必 要 とする 。

とれは 、 “ ν ｉｗ の家Ｂの分数的計設が防ｾと家族 Ｑ 止の

後 fじに依り獲形する おめであ るつ鳥敵闘は菱形の匿lWJ に

四室の " MWの家" を配し前年形に見ゆるのは自動車のガ

レージである。

第五図説明 闘は軍隊用“ MWの家いにし て費用の鮎

で興味深いものがある。

( A )  は分隊長家 と八人の兵隊を牧容するこ棟の室よ

りなる大祭賞漂なものである。

CB )  は総済的に一室にまとめたもの、各室には 、換

気採光が充分で浴室と多くの押入が準備 されてゐ

る。

4 長 所

E置に此の家は多くの推薦すべき特色を有してゐる。

i 据付は金建築裂の内僅か 5- 10 % のみで3人が8時間

で基本単位を造 り得る。

2 ボール トされたパネル構造、更に錦織製柱脚床下の

鋼織製椅子は 100% の完全なる結合をな し得る。そ

して 2.5砲の基本翠位は一選の トラックで運搬す る

ことが出来る。

3 “ MWの家" は最少の影を投ずる園錐である君主めに

容易にカモアラ ージユ出来総ての僚件に対 して防禦

し得る。 ー

叉爆郊の爆雪量に破損されない強力性を有し焼夷弾は

闘錐形の鋼銭面を滑り落ちて用をなさない。

4. 各室の小尖顕内にある換気装置は放熱と換気を具合

よく 1TJ. 、。

畷槌及び横樋は不必要で只電気給水、排水の三 つの

みが必要なだけである。

5. 此の家は一般に如何なる気候、地方にも適する故検

出も可能である。

6 筒翠な機構は低牧入の者I1舎及近郊の家族の家に通ず

るばかりでなく軍隊のキヤムプ、子供の夏のキヤム

プ週末休号室用 、移勤労務者用のキヤムプ等にも使用

し得る。

CT he  Archit eclural  F  orum Feb.  1941)  

塚 本 ・上岡抄
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• I ・ 力リフオルニ ヤ、 ユパrti

ア メ リ カ lニ 於 る 農 場 経 営 の 一 つ の 傾 向

F a r m Secur i t y Admi ni st r at i on ( F. S. A. )  

1<.i 37年に創立された f.' . S . A. はワシントンを中心と し

j 2 の地方に別れて活動走行 ってゐる。その 目的とする所

は結局農耕者の永久自治であって こ与にその建築関係

の現歓を紹介す る次第である。

最初の大局的な計賓 と最後の計空襲決定 と積算がワシン

トンで行はれ、建築意匠と普通計蜜 と施工とが地方で個

々に取扱はれてゐる 。 この事は建築物をその土地の諸僚

件に迫感させるのに好都合である。

F . S. A. は最近 5 個年聞に最少限住宅の問題等も解決

し、家屋を速く安慣に建てるこ とに成功 した。 しかもそ

の意匠は、何 等在来の家屋の市l肘も受けず、政治的制御

をも蒙らず、清新さ と創造性 とを よ く示してゐる 。

1  Migratory  Labor  Camps  

長を初に示すのはカリ フオノレニヤ洲の ユパ市の計 貨であ

る( 第 1 1薗〉。手前に84家族を牧容 し得るア パート があ

れ そ の 向 ふ に 284 組の移住家族用のキャン プを配 しそ

の問に公共施設を設けてゐる。 これは F. S.A . の計貨の

標準型である。

移動キャンプについて説明すれば次の !mりである。各

戸佐宅では木の誕の上にテントを張り 、事 務 所、診療所

洗潔品Ir等の公共施設は恒久的構造と し、 動力と しての盗

電機、 ボイラーは各々ー単位とな って何れも移動 し得る

やうになってゐる 。

他の例では修動キャン プをより剛強にするために、殺

VI  1 2  

を付けた 金属板を建物の外装に用ひ てゐるものもある。

第 3 聞に於て

1. 並列 した宿舎、各棟六家族

2  中央公用建物、 シャワ ー、 洗瀬場、 乾燥成場

3.  隔離病院

4. 診察密療所

5. 浴場、倉庫、事務所

6. 集舎場

7. 管幾人住居

8  集合住宅

9. 家庭作業場及洗液場

10. 農 場

11. 農業用建物、搾乳所共他

12.  使用人用建物

第 3 園の模製によって 、 F. S. A. の;怠闘 す るf Yrの移住

民計費が明らかに説明されてゐると思ふ。前述のユパ市

で用ひられた家族用ア パー ト ( 第 2 悶 ) が此慮で も用ひ

られ、更に各棟( / 家族牧容の移住者用 宿舎が配列れてゐ

て、 これがこの計蜜の根幹をなしてゐる 。公共用及び農

業用建物が閑者に便なる やう 官まかれてゐるのに注意すべ

きである。

家族用アパートはその雨端に寄宿室を持ち、未 餅良夫

の居住に 嘗てられてゐる。構造は PI } wood を主憾とし 、

内部は Pl aster boord 外部は油性按料を用 ひ た米杉材と



Pl ywood を使用してゐる 。

遁風のために寝室関には引

き戸を用ひて居り各様雨端

の持出部分の F は子供の遊

び場、洗百霊場、湯沸場とな

ワてゐる 。

2  Chandl er  F  arms.  Ari zuna 

C handler F  anns は移住家

- . ! ‘  
一一 周 吋

， ｾ 政ｾ / ・' ん a

- . ."." _J ，. . _ '  . . .  ｾ Ｍ 、み ｭ ・Ｍ .肱

ー--- ｾ ＮＮＮｌ＠ 一一一....!!!_ .. 

晶 、｟ ＮＮＮＮＮ 勺噂｟ Ｎｾ _.モ

族のために計置されたもの

で 350 エー カ{ の土地を事j

・2 ・ カリフオノレユヤ 、 ユパ市 家 族 用 ア パ ー ト

用してゐる 。こ L に特記すべきものは新しレ住居形式で

ある。

浴室を有する 4篭が l 戸 に な れ こ れ が8戸 ε l棟のア パ

ー トになってゐる 。構造主僚に日乾燥瓦を用ひてゐるの

だが、構造と主主丙とが何等抵燭し合って居な い。 反って

隔壁の終端の終枝などは 必須 なもの であ って、土地の材

料及び気候の要求による必l } t ¥僚件なのである 。は ね山し

窓を用 ひた鮎など美事採光J温風の問題を解決してゐる コ

3  Communi t y  Bui l di n耳S

これら公共用建物は何れも典型的な祈鮮さを表現 して

ゐる。その地方の技術や材料が窓匠の殆んどすべての駄

にまで影響 L てゐて、勝手に昔| 往を進めるわけーには行か

ない。アリゾナ地方ーでは前惑の如く H 乾煉瓦で構造され

たが第 10闘に示すドレアの建物はオとを使用 して美しく溢

られてゐる。ソノマのものも木造であるが、特に優れて

ゐるのはその絞済判= と融通性 であって . そのま L では育

児袋、集合所、事務室に用 ひ られると共に、外部に面す

る釣戸を開くと野外聴衆場のステ ーヂ とし て利用出来る

のである。

4  Indi vi dual  Houses. 

最少限{ 主宅問題の l つの指針 とし て今日までに F . S.

A. によって建てられた翠獅家屋の塁走倒の siiJ を上げる 。

その中第 12闘 に 示

す とこ ろのものは典

製的なもので、 i E;か

形平面で 8 吋の煉瓦

溢外壁に闘まれ、屋

板はアルミニュ ーム

板で被覆 しで ある。

第 13闘に示す とこ

ろでは 、建物の位佐

や向きを鑓へること

によって外観に後化

を奥へてゐること に

法:蛍すべきであり 、

且つ怨丹Ij "と裕場 とに

保光するために Cトー

arstor y を設けてゐる

ことを特記せねばな

1  3  V I  
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. 7 ・ アリゾナ、 シャ ン ドヲー 7 アームのアパートの庭側
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• 8 ・第 6 閥、7闘 の 平 商

. 9 ・ アりゾナ、 ア グアアリアカンプの公共用建物

. 10 ・ Cal i forni.. Tul are の集曾所
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大 和 践

の 茶 室

• I  

入

大阪の嘉手主は五回 iと亙って、願泉寺泰直堂、二

葉の盟公席と淀屋席、今宮の十高堂、一心寺の八

窓 ｦ 私 、 及義心亭を訪れて来＿こ。ま ｴｾＮ 津村別院 の 環

路Jおを始めとして、いろいろあると思ふが、こ〉

らで切り上げ、ヨたは新線の大和路へ踏み入1 ) tこ・

L、。

大和路の茶室巡りで、先づ足を蓮ばねばならぬ

のは、 .奈良帝安博物館境内の八窓庵、大和小泉慈

光院の不味堂であらう。共他嘗麻寺中の訪の茶

室、依水闘の三秀亭、補名ミ干の珠光庵、興稲院の

龍松島毎と長問堂、丹波市依田邸の有柴茶室など、

有名なものがあるか九停えとしては古くとも、様

式的に古くないものや、再建¥.:.-t こものであるから

建築的削ム・央味が薄い。しかし、珠光庵は茶組

村田珠光に因句、長闇堂は再建ではあるが佑茶人

久保利埠の方大として鴨長明の方丈に擬し、松花

堂の方丈と同時代のものとして、別の意味で興味

のあるもの? ごか広、紙上が許せば、後で蝿れて見

?こいと思¥; 、。

X  ×  ×  

八窓庵1;1. .奈良帝室博物館境内の東南隅の生垣

をめぐらし? こ一国の中に静かに建って居る。藁屋

根の小屋に柿茸の庇がつき、うしろの方に瓦葺の

水屋叫付いて、いカ> ( L も好もしい形である。( 第

H副参照〉。

古悶織部好みの四帖菱 自の席として、もと大乗

院門跡の庭園内にあっ? このを、明治二十五年、有

志が相計って、現位置に移し? こもの- : r 、よく保育-

され、織部好み茶室の遺構として貴重な建物であ

る。

床の聞は北商じて開1 : 1四尺とれ床桂は松のナ

グリ、! 末橿は黒塗、落掛は杉商皮を使つである。

その右花街さ 3 尺 7寸 8分、巾 l尺 9寸 5分の給仕

口がつき、出隅の桂を廻って、 首i さ5 尺 2 寸、巾

2尺の茶道口がつい

窓は茶道口の右即ち西に、色紙窓が二つ、観い

* 大阪三館住宅部

窓 庵

岡 孝 男‘回

て北側に姐先窓一つ、下地窓ーっと中連窓一つ.

東側に中漣窓ーっ と下地窓一つ 、それK 床の間の

墨蹟窓を JJII へて 、都合八つあるので、八窓庵と云

ふのであらう。

天井は北側 3尺通りが掛込で、他は詰i き6 尺の

蒲の平天井で、白竹で押えである。この干天井が

黙前昼の向上まで延びてゐるのは、遠州作と侮えら

れる一心寺の八窓席( 本誌四月披所載〉と同巧で、

古い手法主見られる。

踊り口が、座敷の隅につか十t亡、中央にあるこ

しこれと闘聯して、床の聞が、東の壁を接して

つかす¥牛聞のあきを置いて、給仕ロに近 t とら

れることは、他の茶席にあまり例のないこ k であ

る。

床の間主新前昼の闘係は、あまり距れすぎてゐ

るので、千家裏流の如〈、撞付・正客の場合はよい

が、千家表流の如〈床前正容を固守する場合は、

正客し賦者が縁遠くなって興味を殺がれる。 ζ

の事は、願泉寺泰慶堂の時κ も解説し? このである

が、黒占者が下位の者であり、亭主が後見主して、

給仕悶を入つ? こ所に位置する場合には、床前正客

の方がよいのである。

茶道口ｾ出＿こところに、四帖の合の間があれ

更K 三帖の水屋I ' L 績〈。水屋は網代の干天井と一

部掛込天井の室で、大きな流しゃ欄や物入がつき

便利主〈しである。

今迄訪れ? こ茶室はみな書院に績い? こ席であっ? こ

が、これは庭の中に灘れ家主し7 建ってみるので

不便なこともある代りに、落ついに集分のよい、

いかにも茶室らしい感じがある。或は古都奈良の

静寂な境K あ るので、一層その感を深めるのであ

らうが、しみじみ主茶室建築のよさを味つにこと

である。

なほこの茶室は、正倉院のところにあっ? こ、オ

キロクと呼ぶ茶室、及現在来京帝室博物館境内に

移されてゐる金森宗和好の六窓庵主共に、大和三

1  VI  



業安土 Hヂばれてゐ fこが、今犬荊l I ' C 洩るのは、この

八窓庵fごりである。

×  ×  ×  

古田織脅ｾ正重然は宗屋とＡ践し、利休の最も秀れ

? こ茶の弟子で、後には二代持軍秀忠の茶 D 師匠と

なれなほ近衛信毒事、小堀遠州、。本問調光悦、金

森可重、清水道関等にも茶を滋え 、禾I j 休なきあと

は、遠州が出るまで 、茶道の最も有力な指噂者で

あっ? こ。

利休との問答均一二を記して見るし手Ij 休が、

瀬田の唐橋を過つての蹄りに、欄千i亡ーつ形の良

い擬費珠があっ仁左話し? こ主ころ、翌日 i織部は早J

速範を飛ばして見に行き、形の佳いのは第何番目

の擬賀珠であらうと云ひ蛍てに熱心、叉利休t>、

或道具屋で花生を見つり、買はんとし? こが、どう

ーも無に入らぬ黙があるので、見合はし? こ。蹄っ

てよ く考へるし集に喰はぬのは花生の耳D とこ

ろであれ耳を飲ぎ取れば、立減l乞使へることに

気附寺、翌日買ひに行づ? こが、既，- c 賀れてない。

後刻l織部から、お茶の案内があり、珍らしい花生

を手に入れ? こから、茶をさし上げ? こいとある 。 さ

ではあの花生に相違あるまじ、 3苓を? 依き取って呉

れ ん し 小 さい金槌を懐にじのばせて、織部の屋

敷へ行き茶室へ通ってみる k 、果して、彼の花生

しかも耳はちゃんと扶き取ってあっ? こと云五、、織

部の感売の銑さ。其他これに類するー話は数多〈あ

るなかに、庭園に封する考＼ＢＭｾ或人 ｬ 亡きかれて、

夕月夜海少しある木の間音量

Ｇ ￨ 古人の何を引いて答へ仁左云 ｬ ，ｾ 云ふまでも

ない庭を作るには、ゃにらに立減な木や石を並

々にて三はし、かぬ、必要なものを少し、それも・察

官' でなく、タ月 K 光る海を木の間から透して見fこ

J様な感じを人に興へる様にと云五、静糸であらう。

庭ばかりでなし日本人の物に封する考へ方、露

骨を雄って、協味、さびを愛好する闘民性を云ひ

得て妙である。

×  ×  ×  

織部は茶人として秀れてゐるのみではない、武

人として、確固 fこる信念を持つ fこ人である 。

利休が、罪を得て、天正十九年二月、来紫第の

不審躍を出て堺へ下つ ｦ 二時にも、日頃利休に茶ｾ

孝えってゐ仁語大名も、秀吉をは ヲかつて、見i会主?

VI  2  

遠l設し ?こが、維部と *rnJl I三粛の二 人t! けは 、淀 ま

で見迭 し 名E援を惜んTごと云』、 こt である。 これ

を石悶三成が秀吉κ 告げ 口し? こごと ころ、秀吉rま

弟子 として師を詰るのはあ? こり前の事Tごと云つに

rJ Iで、太閤 さん も相1 1 ; ・なものである 。

始め秀吉K 仕へ、指津茨木城主、中川瀬兵衛清

秀の女を婆って、茨木 lて居つにこともある 。闘 ケ

原の役には家康方につき、功によってー禽石を興

へられ重用 され? こが、大| 坂夏の陣の時、家老木村

宗喜が主謀者とな れ 京都で叛き 、家康秀忠を、

挟み撃もにせんとし? こことが未然κ キl H，責主負

』、て 、織部はその子重肢と共に自決して果て fこ。

共時にも、織部は一言、ょ帰Ilfl もしな かっ fこと云

ふことである。遺骸は大徳寺玉林院に葬 れ 塔は

大徳寺三玄院にある。

×  ×  ×  

遁話としても 、大阪冬の陣のとき 、茶の弟子で

ある佐竹義宜の陣を訪れ、共に竹東の蔭に入って

茶を喫 しながら 、ょ、 t その竹束の中 l亡茶杓になる

竹はあるまいかと、頭ｾ傾げて物色し＿こと こ ろ、

折柄の夕日が織部の禿頭に古って、キラキラ輝い

?こので、城内よ り銭砲でねらはれ、頭にかすち 傷

を負五、て、持ってゐ? こ被紗で血をぬぐっ仁左云』、

念の入つ? こ話もある 。

×  ×  ×  

織部燈龍、織部焼、織部紗など、好みが津山あ

るが、茶室建築の方では、基目切の創始者 k して

「茶道茎蹄」に

三帖蓋目 織部好

三帖四帖五帖六帖までも 、基目切iま皆織部

より好始まる。今三帖益百簸内にあ り是も

織部好云々

とある。

この八窓庵も問帖裏目に、合の聞と水屋を附し

に、好もしい茶室で、古式を建じ、まさに織部の

作と云ふべきであらう。織部の好んt: もう一つの

茶室t亡、名古屋市鶴舞公圏内にある猿商茶屋の四

帖宇韮目がある。



①八窓庵外ft

藁屋根に村i誕の庇がつ

き、形の佳い建物であ

る。古都奈良の 明澄な

空のも と、E時国草木の新

織 にかと まれて、静か

に建つ。

⑨ 濁リロ廻り詳細

中央の黒い所が捌 り口

で 、 その上の中ｾ窓 と

ぷ上の下地窓、刀婦、

ｾ穴などの諸 ｩ 干 ｈ がよく

糊り口組りのぷ l町とし

ては最も秀れたものと

恩」、。

制り 1- 1 の位院が挫4設の

隅でなく 、 !l J 失; にある

のは、京都の皆耳目! 奄、

南宗寺の1ま欄I l l i : などと

共に数は少ない。

犬 手 口 路 の 茶 室 八 懇 庵 岡 田 孝 男

2  

3  VI  



4  

V I 4  
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③ 八懇目臨床の間

! 未の右が給仕口で 、 その右が茶道ロである。床

の間のだに壁があり 、 プランで見る様に 裂の宣伝

からの恨の問になってゐるのは他と後 てゐる 。

×  

① 中栓出憾の詳細

中村、 出縦、二1 l t 棚など定石i湿りであるがどこ

とな〈 秀れた ところがある。丁皮この八窓庵を

l良似て作った茶宅が奈良の輿 『両院に龍秘庵 とし

て移k I ! : しであるが 、雨方を比絞して見ると本質

とま3しにいかに優劣があるか、はっきり列る勿

論、潟しをする人の技何識見にもよるが、官!i. l昔、

「低とて江戸中期のもの、相11，. な出 来であるにか

かはらず 、 八窓庵に較べる と 、 木 ｬｾＺｉｊ の ｴｬ ー さと云

ひ . !.I! lj 告と云ひ問題にならぬ。 博物館のこの j帯

を見ての i帝りに 、i七絞見修されるのも一興であ

らう。



(Q) 八懇庵内部

色紙窓、纏先窓、中J裏窓、

下1也窓主事の調子のよ 〈整

った明るい茶室である。

天井は 三尺; mりか掛込み

で他は半天井 となり 、 そ

れが駅前昼の上まで延び

てゐるのは澗達なやり 方

である 。普湿ならば、駅

前昼のよだけ別に務天井

をかけるところである。

⑤ 水 慶

5  

大量産慢の天袋 と棚、窓な

どが明快な使ひよい 71<屋

であるつ茶窓が隣れ家で

あるため、かやうに大き

くし 、 出入口もつけて使

ひ ょ 〈 し で あ る の で あ

る。

大 和 路 の 茶 室 ・ 1 ・ 八 索、 庵 ・ 岡 田 孝 男

6  
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紫 畑 室
ｾ＠

石 原 産 業 見 事 記

森岡けぶる四月四日の夕方、飢 集

部に集った 11、林幹事長以下編輯子の

一 行 は 、鴻れた舗道を念ぎ足に 、 肥

後続近くの石産業ピノレを見事に行

〈。前面電車道 に沿」、て、溢みのあ

る山良石積指塀の後方に、凝石外笈

でど っ しりとした建物も、 直感して

時局下に建て始められた甲種防火J也

直線を後退した木造武装ピルなので

ある。字郊の公舎堂で思い出される

剛欣な柱範を有するホールを過ぎて

二階の熔接に適される。 H寺計は己に

五時に聞もないが、 ピノレ内は忙しさ

に狼切って いて、流石は閥策線上の

産 業 舎i枇だとうなづかされる。正し

くは石原産業海運株 式合最上で{ 立佐は

図直江戸堀である。設計監督は村野

話番奇さんの事務所とは聞かなくとも

前面のマツ λ や、柱範に表さいれ た 手

法 で も 翁 れ、施工は清水組と聞く。

ホーノレを湿 って賂接に入る 迄 に 見 受

けられるスマ ート な階段のス テンレ

ススチーノレの手摺ゃ? 間 仕切の君耳目

板、外装鋳に至るまでなかなか LL

チリした施工である。同行のM さん

「此の仕事では施工者も泣いた事で

せうな」と 、早くも職業意識を訴へ

て御座る。久 し振りに感じのよいチ

ヱアーに肢を落付けて茶茶の御モテ

ナシを受け、事務所の長坂さんから

工事概要を ii<る。本舘は地 F一 階 地

上二階と屋階付で、一口に云へば木

大 下 )1恒 三 郎

主主ピノレの外側に無筋混1疑土の鎧を i't1

せた形であり、他に枇員食堂書tーの附

! 謁毒えがある。設計若手が単かった関

係か 、 時局下でも思い切 り 大 きな ｾｾ

も総てスチ ーノレサッシユ、一級局、子

のカウンタ ーパランスが使用せられ

銀筋混凝土に有勝ちな陰気さが! ! t ，，(

て飽めて明るい。若し今頃此のピノレ

を 建 て る と し て、 スチーノレサッシ

ユ、が使用出来なかったらと 、級ま

れもせぬ事を気に病んで見た。 長 坂

さん の説明を 聞くと 、地 下 室 に 渇 凝

土の函形を造り、内部の桂は総て六

す角 の通 し柱、梁は二本の合せ梁で

飯間は四閣もあるが上郊にラス放浮

き二寸の混凝土 を打ち、床 は ; ; ;

ユーム数、 天井や壁も出来るだけ耐

火的に取扱はれ、 ラス F 地モルタノレ

を使用しである との事で、一見して

は 一 寸 木 造 と は 見 え ぬ 出 来 祭 で あ

る。室内 の獅立柱等は六寸角木柱を

二 本合せ として、表面を慣のベニ ヤ

で 仕 上 た あ た れ な か な かF寄付があ

って、 ありふれたプラスタ ー、 訟 の

採に食弱さがなド。一行の誰かが大

鐙坪首りの翠僚はと 、無遠慮に悶い

て見る 、事 務 所 の 長 坂 さん白l座 に0

0 0回lだ と聞かされ て:な外に隙いの

に持きの獲が出る。事務所の吉岡さ
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捗 ら ず、途中で例の セメント飢餓に

遭遇して、御ナヤミになられた との

事 は 御 察 しに係ります。 事 務所 が 引

けた後で舘内を案内される。二三 の

: l l i : 役室もなか なかしっくりと 務 付き

があ れ 壁 一 面 の 勿 目 や 額 縁、 きで

はドーアの把手、 窓カ ーテンの一 つ

一 つにも細心 の注意が扮れている 。

外 装は問 中タイリング、 室内法作は

宮 崎、装飾は高島屋、屋 根 A は 泰山

と聞 いただけでも奇々の手に してい

るパラックとは 大 分 桁が逢ふのも コむ

だ。衛生器具等も随分恩ひ切ったも

のが使われているし 、手 洗 終 に も 地

F妥 の高 j濯機刷から温湯 が 充た され

ている あた り、 日頃ヤスモノビルに

住んでいる筆者には羨ましい。屋階

は合議室か讃書室かに使用され、採

うもと換気と 、 雨漏に対 してはJ e 分の

注意が窺れ、施工も随分骨が折れた

事と，思はれるが、エ' l J 羽は根笛に赴 く

はないか? と恩れる。地下室に下 り

て見る 、 ドライヱリヤが前面の空地

を巧に利用されて綬傾料の段 形 掘 削

になって 、思ひ切り明る〈 、ー す 地 下

室らしい感じがなく 、 之も村野さ ん

の濁創的なデザイン とし て筆者夏め

て敬服した。地下室の倉庫番庫等空

間附利用は充分注意されているが奥

にある枇員通用の階段は一寸窮屈な

感じがする。室内天井の大梁が床の

悶定荷重宿大で、 デアレクシヨンに

は相賞苦心された跡が鋭れる。ヨ ク

調和されたシ ー リングライ ト、 階段
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rt>手t習に綿入硝子 を路用 したあた P

なかなかサヱたものである。致定の

時間も過ぎて御案内下 さった各位に

深謝して屋外に出て夏めて今一度ピ

ん を挺返 って見た 、 内部の感じとタト

板、此 の種建物 とし ては申 し分ない

出来栄だがー商伊J だか平時の建物に

而
山
庁枇建 築

牌. と突銭箱

日本の風最 と支 9111の風景とは根本

的 に遭ってゐる。日本では綾〈限ら

れた狭い地域にお いて きへ、 山や川

や、 従って峠や橋広みられ、見渡す

かぎ りの図: 耳目の向ふには必らず山が

連なってるゐ。向岸がみえないとい

ふ揚子江や、wi いととは確かに債い

がその院さをかぎる 山がないので、

rPiーさの感 じが出ないといふ 中支 の 平

原 な どは 、/ 日本にゐては想像が出来

なド。我々が沙漠の感じを考へてみ

るととが出来ないように、 ζ の支那

の託淡た る風景を邸裡に嫡 くことは

むつか しい。我々が支那の風景 とし

比 して は物足 りない! 感 じがす る。 e

ーか速に此の防火地直線を 後 退せね

ばならぬ過渡期的型な建物が跡を絶

つ亡、堂々たる高層ビ ノレの建ち並ぶ

日の早からん事を 、否々建築界のた

め、否、大J l ; ! l : l i 安定のためにも切望

し たｾｾである 。 くi6.4.30)

漫 稿

津 回

て知 ってゐるものは 、何t々たる岩山

の中腹に撚夫の行くばかりの/J、径が

あり 、 ずっと 下方に八角亭があって

一人の男が番見 してゐる。そして足

下の流れには備舟に身を托した老翁

が釣糸を霊れてゐて、 はるか向』、に

は添布もか L つてゐる 、 といった 級

めて被雑怪奇な図柄である。我々は

乙んな間柄を見馴れ、総を捕〈人々

も好んでこ うし たものを民似る。き

て、 とんな給によって支那の風景を

抱強してゐた日本人が、支那に渡っ

てみると 、 あにはか、らんや、 道j る民主

鋼みどころのないような漠然たる風

景ばかり ，で ある。もっと正直に本誌

の支那の風景を描け

t  ばよいのであるが、

¥ .  大きな mや、h'l( 決た

若草原や満々たる大

河はt合にもなりにく

ひし、そういふとり

とめのない土地に生

れ育った 人々 にとっ

ては、突J Cたる; I tilU

などの方がはるかに

理主f慢に近いのである

から 、f白I も好んで国

自 くもない 図柄を紛

にしようとは思110(.よ

いので自然とうした

結果ともなるのであ

らう。支那の給はい部 門 の 位 置 に あ る 沼 紛

V I 5 8  

盤

はぽ支 那人 の理想ゃ あとがれを描い

たもので、そん な風景もあるにはる

るが、我々が支那に渡って第一審に

限に腕れるのは凡 そ反封の若々たる

風景なのである。 そ うい』、成々 と し

た風景の中に立っ て、 主主を限 り、 遠

近の感じを出 し、自 然 との完全な抱

合を示す建築物、例へば枠組; の如き

ものと日本の料品士の鳥居 とを比べて

考へると 、 ( ζ ういふ比絞の可否に

ついて の詮草花は省き〉何れもその背

景となる風景と相寄 り相助けて、 自

然と人工 との融合の 中に霊主主主して来

たことがわかる。粋伎は 、伊 東 lW土

によれば、門の一種で、守淑脱詞の

門であり 、又街路の門であって、記

念的な意味のもの 、 とある から 、特

に背景を考慮して作られることは' i 2 i

然である。日本の鳥居も亦、 お肘の

杜を背景と して線中に浮かびあが ら

ず設計で あるから四図の 風景 とは甚

だ緊密である。

先年某展覧令場で、 乙の牌t容の鋭

遣が人葬式を呼んでゐるのをみて、ふ

と恩ひ起 したのは 、ア メリカをま長い

てゐて 、し ば しば博覧合場の東洋的

な資庖( 敢へて日本とか支那とかに

限らず、彼等の知識において、非ア

、メリカ的、非ヨ ー ロツパ的なものは

すべてひっくるめての東洋的〉の入

口などに建てられてゐた事である。

鳥居はあたかも 、 日本や支那や南洋

ゃに附ける定程前の 如く 、気楽に、

しかし無意味に用ゐられてゐた。府

績を起こしてみても仕/ 了のないこと

ではあるが、 日本人に とっては、 こ

うした 鳥居の庁法は不憶 民 E ある o

f皮下は色や形を彼等一流の浅い解絡

で君! 向干するばか りで、 その存在王現段l

であるとか 、 粉ｾＪは到底把録するこ

とが1:1: 1旅ないのである。日本の紳肘

建築を彼等 に正確に理解させること

などは難事中 の難事である。

私はあるタト闘人{ r 訪ねて、 その臨

接室に立汲な饗銭絡が飾つであるの

をみて、噴き出したととがある。か



なのである。日本建

築 とは 神社t建築のよ

うなものと思ってゐ

る。富士山で自然を

菰妓で風俗を代表さ

せ、紳最土建築で日本

建築総本を把援 して

ゐ る 彼 等 な の で あ

る。いやそれどころ

か、神社建築が神話j ー

であるとと きへ知ら

さかの溢みある釣竿を主主らねばなら な

』、。

そういふ意味で、以前、 ド位春吉

氏がナポリで溌行 して ゐた “ S AKU

RA"  ( FI OR DI  CI LI EGI O) とい」、

雑誌は、PRI M^ RAS5EGNA  E UR・

OPE A DE L L〆ART E E  DE L L A VI  

T A  DE L LノEST R E MO ORI ENTE 

とい』、副題つきで、 たしか年 6 回で

あったかと記憶するが、よき日本文

化傍主主の機闘であった 。官、も亦その

ない手合が多いので 一冊に、“ Cas.upole." giapponesi  di 臼 ・

ある。近年数寄屋建 mpagna" と題する日本民家論を寄稿

石 段"' .1 : : ヲ鳥居あり本殿を意味する建物か
築が多少共現解 しか した ことが ある。と うした日本人の

けられて来たのは、

つては何民主かの紳祉に据えられ て普 よほどよ〈なったのである。とこに

男善女の悲饗するところであったら 掲げた潟民は何れもロスアンぜルス

うところ の、 この金具飾り麗しい君主 の郊外にある庭関に建てられたもの

銭箱が、 こうして一外人の手にある で、日 本と支那とをどっちゃまぜに

ことす ら怪しからぬことであるが、 解 揮し、し かも紳枇建築の精神を君主

それを勝接室において慢 しまぬ無邪 解せぎる貧1 9 IJである 。 乙れをみて、

気 さ に は あ き れ か へ っ た 次 第 で あ 最も危快する ととるは、日本文化の

る。訪ねて来る人主主も多くはこの箱 形伎のみが体へら れて、精iji1J 1が忘れ

の本来の使命を知らぬからよいよう られ、 日本の{ 買値をさへ設り解され

なもの L 、気の弱い日本人だと、少 ることで ある。世界の調燃を集めて

しおい'てゆけ、と云はれて ゐるよう 東. 5 a 新秩序の建設に遁濯する我々と

で、そうたびたびは訪問 す る気にな しで は、 日 本の文化を正確に外閣人

れ ない。 に理解させる工夫を諮ずることの重

碧眼に喚る神社建築 要さを痛感する 。

事態かくの如くでるるから 、外閣 その方法には色々あらうけれ ども

人 に日本の建築の民髄を理解させる 文化の体主主を商品の検出と混同しな

ことは、か L って 今後の我々の努 力 い心鋳けが必要である。釣竿 l 本総

にあるといはねばならない。かと云 出するにして も、 日本の商人は特に

つて、彼等 とても日本の神，祉に参奔 総出向き と籾 f

して最重手など

に赤色のセノレ

ロイドを ¥i Xめ

たりしてタト閥

人の骨量好に投

じ よ う と す

る。これは物

をE要る場合に

はE首身戸のこと

であるが女化

のl事惑には矢

努力、 F位春吉氏の熱意が、今日の

目伊親善に寄奥してゐるこ とは見逃

せない事貨で、 民の文化{ 事逮は我 が

園第j 下の念務であら う。

お喪主豊Iまかく生きる

日本の神枇が、か〈外鯛人に諜り

解されるとと戸の了皮反封の仕打ちに

痛い 目をした思出もある。それは東

京のある科枇建築の設計監理の御依

頼をうけた とき のこ とで あ るが、そ

れは東京でもお饗銭の上る こと では

周指の御宮で、大震災直後の再築 を

お、がお ひきう けしたのであ る。 敬地

の 2 方には相笛氏い道路があるが、

防火規則で 4 問題りは繊筋構造に し

なければならない 、従 って末最土、 7/0;

屋、舞 殿、門、 夜J古( こ れは 11'- 素は

土産物を賢り 4 年目毎の大祭には御

札を資る所となる〉 等 は 耐火構造 と

す ると崇高の念にうたれることは 、

彼 ' 手の誇 る感J留によっても明かであ

る。その癖何もかもがゴツチヤにな

って、' r ! 本も支那も南洋もいっしょ

くたにし てしま ふのである 。鳥居を

たてたり 、怨銭箱を貝 ったりする連

中は然し最 も日本を 理 解 してゐる答

の階放である。しかも伶か くの如く

用法を 22 り精神を併しな いのは 、丁

度71<洗使 3止でmを洗」、の類であら

う。更に篤〈べきことは 、市11制建築

は彼等 にとっては日本建築そ のもの 振り日本人好 品 ｉ ， 也主 ｈ 低害届 Ｑ 二める必 Ｑ 却Ｎ二 て ｾ ｬ ､ 封淡又，［ＱＮ 帆 ｉ ｊｴＧ ι 弔 疋日ょする ｢ ｕ 功、
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本容は新興木法皐と 題 してはある

が、所謂新興木構造事の壊なる岡集

2華民集でない。民の木構造療 を組織

せん との熱望のも とに、木構造を力

感的に科穆的に 、研究し群ー逃 したも

のである。故に本書は 「科感的木構

造隼」或は「力感的木構造摩 J とも

稽し得る し、 叉民の意味の「木裕遺

書昼 J ともいひ得る。

其の内容は

第 l章 椴

第 2章 材

第 3章 荷

第 4卒 接

調ｾ 5章 梁

第 6章 柱

第 7主主 組 合W-n材

第 8章 骨 組

第 9掌 施 工

第 10章 クレイン 、防火壁

第 11章 参 考 資料

の l U撃に分けて記述がしである。

第 l 章の概訟には新興木権主査 の極 類

の特徴より内外に於ける沿革に言置き

及 ぼ し、 第 2 主主の材料では木材の性

質に闘する最近研究の結果を簡明に

記述され第 3章の荷重では 、風l l Eに

は最も多くの頁をさきて、最近研究

の結果を紹介されてゐる。第 4 章の

接合ではポ ール ト、 ヂペル、ヂペル鋲

に封して 、- _ q 其の利害得失をのペ、

且 此等 の強さの表を製せ られたと と

は、讃者の甚だ便 とす る所である。

第 う章の梁第 6 : ' 1者の柱、第 7 章 の 組

合 ｕｦｴｾ 力材 、 第 Ｘ 章の骨組は著者の最

もカを入れられた所で、建築家に と

って甚だ貴重な記述 K 富んでゐる。

乙れ 勾 Ｕ の章に於ては 、 ｮＮｾ力の求め

方 、断面の決定法に つ き、多〈の軍主

字表 、計算図表 を婦入 して最も貸用

性を登揮 してゐる。

梁: : f r 而決定数字表 12頁、音I-r，y. 闘表

2頁

柱断面決定用の計算図表 10頁

組合路力材断面決定用図表 1: 頁、

骨組磁力闘 60種

色は卒業は したがまだ借金を返 しき

らない人主主 を、夫々示してゐるのだ

そうである 。なか なかうまいことを

考へたものである。

神n t l : 建築に闘する奥味本位の話を

啓いてみよ 、と の編斡の御も とめに

たわい車ないこ とばかり書きつピけ

た。殺者の御 JI 恕を乞」、次第であ

る。 ( 16. 3.  22)  

設

料

重

合

し、 本殿と 最土務所 とはうんと後 退さ

せて木造とした。神耐: 建築を銀筋や

銭 ＧｉｾＧ ￟ｉ とすることは下手をすると 、

アメリカにおける日本建築の如くな

るので、強いて木造でゆく工夫をし

たのである 。用材は御料林の梯下げ

を受けた併の本木亡、器開特の香りと

H旨の与っ た艶 は形容 しがたい日本ら

しさで、途中色荷の迂骨量的打もあっ

たが目出度〈竣功、遷座祭も すみ; fJ、

も無事役目を果した。 ところが前に

も云った如くお饗銭が津山あがるの ブック・レビュー

-
本

J

a

q

 

近頃建築界に新刊がとぼしし、。昭

和 13 - 15年は建築の本が出版される

ととが少い少いとはいはれながら、

日J 成 り出て ゐた。 この頃はた 話相談.

1! t房ーから建築家 の随筆集がIHてゐる

のが、 目ぼしい位のものである。

ζ のl時、待望の香とい」、か、渇望

の容 といふかが現は，れた。これが次

に示ナ君子物である。

新興木梅若量感 郷口甚吉氏者、 B

五列、 284 頁、定償6.00問、竹原文

泉枇( 振替大阪 79722番〉遊行、昭

和 16年5月版。

堀口氏は本合々員で、建築構造研

究家として十数年. の経験あれ氏の

建築に闘する教科書は簡明適切の評

を待て、教育上多大の貢献をしてゐ

る。

本主体は氏が三 ヶ年の長きにわ たっ

て内外文献をあさり 、 自己の総重量を

基として出されたもので、近来の傑

作である。

そもそも我閣に於て木構造程、古

くから研究され、食施されて、且っ

その方法の科態的まな いも の は な

い。その手法や侍統的口授的で、校、

体的で何等ま とまり のない木l l i ' l J集、

仕日間集が、木構造串 といはれる本

のすべてｾＧあ っ た。

で、係員は毎日向ふ鉢巻で銭勘定に

か L り き れ 大 祭 に は 槍 員 し て も逗

つかずL 迭には蹴係者中からぜニア

イキの考案者が出ると いった 始末。

この多数の参詣者の雨の 日の混雑の

ために、多近か らn t l : 殿にかけて上家

を諮る必要請f 生 じた。それを設計者

たる私には相談もかけず( 簡単なも

のだから設計者を艇はすまでもない

と思はれたのだらう〉頭梁に直か注

文を澄したから 、 たまら ない。 出来

たものは、 停 車 場 の 上 家 然 た る も

の、おまけに御日丁略なインキ塗で、

鎖骨の腕やテン トまで附いてゐる。

とういふものを両首に くつ L けられて

は、紛の香りも差是かに 、千木たかし

る御本殿 もさ っぱり値打がない。 今

にも! f ¥! 銭箱の前まで電車がすべりと

んで来そうでも っ たいない。 ζ うな

ると ロスアンぜルスの紳枇建築もあ

ま り笑へない乙とになる。

さて俗談ながら 、 ζ のお宮ではそ

の英大なおｾ銭を積みたて弘 、 貸主量

生を養育する。銃に、専問皐校や大

祭をこのお宮のおかげだ卒業 した人

も多 く、 博士高官知名の土も相笛あ

る。量土務所にはそれらの人の氏名が

かけつらぬであるが、ーす奇異な感

じがするのは 、 その名札が 3 色に色

別 け されてゐることである。その認

を訊ねる と、 甲の色は現在金を借り

て通皐 してゐる人濯を 、乙の色は卒

業 して借金を延納 じた人主主 を、 丙の
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山形ヲーメン計算用表 3頁

間保雨f骨節アーチ計算用表 3頁

等を 見ても、その貧用性が如何程

大なるかを想像' し得る 6 殊に新しき

木構造準に於ては 小さな個材を集め

て組立梁、組立桂等 として用ふるが、

此等温立材は普通の力阜のみによ っ

て常識的に設計 しては、所J羽の強度

が待 られな いばか りか、却って不利

の結果を招くと とL なる 。本容は ζ

の組立材に ついては質量告をもとにし

て出来あがったプロシヤ法規によ

り、多くの計算開表を挿入して充分

来まれな好著で、世人を金ナると と

甚だ大なるものあるを信ずる 。合員

言者氏 の熟語里をおす L めする。

用紙不足の折柄よき貨の紙を用ひ

叉装釘も良好なるか L る修術書の 出

版にあたられた竹原氏の義撃に封 し

でも軒者として大いに感謝するもの

である。

の記述がしである。

叉、クレイン梁、防火壁年封しそ

も貧例を以て、l J ' . 易に記述がしてあ

る。

之を要するに本惑は、建築界に近

大 和 の 民 家 に 就 て

「建築主祉合」誌第二十四鞘第五鋭に鹿瀬 初

夫氏の 「大和の民家J I'L よれば、 大和棋を紀 州

葺 と栴する rll 列互に付同氏も御疑問がおあ りの 様

ですから失躍ですが私の知る範囲内で一寸市上

げましょ。

大和棟K 限ら す、 茅又はI : ! ! 茸屋根は紀州〈和

歌山鯨〉から専問職人を招務し茸かしめにもの

でありまして 、少くとも畿内地方は皆同 J慌であ

っ1' : aと有- じます。 居根の立替時季は新築 牧 獲 後

で彼等は各村泌を持々、渡り歩い? こも のです。

私の若い頃( 約三十五 、六年前) 私方の納屋

( 府下韻寺町〉の屋根を紀ナ1' I l f ，法人に立かし? こ事が

あ りま す。彼等は茸き 」てげる迄施主の2誌に宿泊

し賃金の外l乞食事の供給を受けるのですが、 商

白い事には共外l亡煙車を要求する習慣がありま

して、共又煙車入が皮製の股1・j で、非常に大き

坂 口 托 平

なもので 、刻煙草が百円以上も詰込み ます、飲

み飴りは議へ置き‘ 叉次々の施主から貰ひ受け 、

いよいよ 臨閥のとき- ( . : 1: . 津山の煙車を持ち 鯖へつ

? こものです。煙率事費法砲行前で安債でし? こか

らこ んな事が出来ま しfニヵヘ只今は如 向で しょ

か。

即 ち紀州、1 ｾＩＺと 栴する のは星稜の様式でな く、

職人が紀州から手ｦＨるから茅又は誌葺をｾＡ紀 州 葺」

と栴しにものであります。

追 記

材料のノj 、要認は施主力 f 茸替へ んと する年 lて汲

め必要量を自作し? こものであります、叉昔は

村落の9 ' fi と・全部 j;; 藁葺ですから 、職人が目星

を附り 4七年の事を略的し Icf: 日の 日又は夜Il1j 各

所 を廻り t丸、? こものです。
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合 員

古文
玉 )11 貫 治 氏

昭和 16年 l 月3日合員玉川貫治氏病

を以て長逝せら るa 淘に哀悼に 禁へ

ず主主に照宵と略歴を掲げ謹みて吊1訟

を表 ナ。

1. 氏は明治24年 11 月 5 日神戸市 栄 町

ii J i 四の五に生 る

1. 明治42年 3 月兵庫県系立工業製校建

築科卒業

1. 同年10月神戸市役所に勤務

1. 問43年;4 月大阪府内務部土木課に

勤 務

1. 同45年 3 月佐藤彰美建築事務所に

勤 務

1. 大 正 3 年 12月住友総本枇営繕採に

勤 務

1. 同6年4月宗建築事務所に勤務

1. 同13年 11 月合 員 として本舎に入合

卜昭和5年2月前l' 戸市役所管繕諜K 勤

務

1. 同 14年 5 月依願退職

1.昭和 16年 1月3日逝去享年52歳

時

常 務 曾 ( 第 8 回〉

4月22日午後5時50分 ー 7 1t1f 

30$} 

Vf  6 2  

所 倶集部室

出席者 理 事 今林国j 舎 長

議 事

常 務 池 回 主 記、北垣主犯

中西主 記、桐本主計

芝国主計、松久保主

計、 小林 編 斡、 政問

編車専

l. 評議員合並臨時総舎 l削訟日取決

定の件

2. 向上提出議題に闘する件

3. 防空建築施設に闘ナる縦波合主主

築皐舎 と共同主催の件

4.下側第一 土地建築株式合枇より

防空場展々示篤民俗用方申越の

件

5. 合員職死亡に 封 ナ る弔怠金目白供

の件

6. 創立: 二十五周年記念事業準備委

員合設置の件

7. 令員詮衡

報 告

時

所

1. 防空壕展終了報 告

2. 第二 回建築聯合協議委員合経過

報 告

3. 入塁手悠徴除隊報告

常 務 曾 ( 第 9 図〉

5月5日午後う時30分- 6時30

分

陳列場

出席者 理 事 井 上 初l合 長

議 事

常務 池田主自己、北 垣 主;; e

玉置主記、 中西主犯

薮中主記、桐本主計

松久保主計、大 下 編

車耳、IJ、林 編 斡

1. 五月例舎に闘する件

2 防空建築施設講演舎に闘する 件

3. 記念事業準備委員舎に闘する件

4・合員詮衡

報 告

l 建築皐令長よ りメー トル基本 質

施建議の件

2. 入 管、 出征報告

時

所

主 記 舎 ( 第 6 回〉

4月18 日午後5時30分ー 7 時

保集部室

出席者 北垣主百日、玉置主記、中 西

主君e，薮中主記

l. 評議員合並に臨時総合開f 1 l l J . 象定 日

の件

2. 同上提出議題の件

3 二 十五周年記念事業準備委員合設

訟 の 件

主 記 曾 〈第 7 回〉

時

所

出席 者

5月 13日午後5時30分 - 8 時

事務室

玉置主記、中西三回 己、重E中

主言己

1. 五月例舎の件

2. 防空審理演舎の件

3. 用 材規格に闘し建築厳令よ り申越

しの件

評 議 員 合

1. 昭和 16年 4 月初日大阪市北区中之

烏3丁目 3番地朝日ピルヂングに於

て評議員舎を閲合す

1. 出席者下の湿 り評議員 15名

井上新二、 井手正雄、今 北乙吉、

字 賀一郎 、大 下 順三郎、 岡田孝男

荻国民之助、北 垣古島之介、柄 本 楠

雅、 久保回種吉、小 林 清、蘭部& ;

玉i鐙豊次郎、 内磯J r5一、松 久 保 敏

!. 午後 6 時開舎理事問IJ 1 f 長井上新ニ

氏 議長 となり只今出席者十三 名な

るも本日は再[ 変の召集なるを以て

定款第二十四依但牲により定数を

問はず本合成立の旨を竹 c

議事に先立ち下の湿り欽務 を行ふ

泉軍勇士の武運長久 と英 銀特 土



K 感謝。塁責務 I  1. 出席者 下の通り舎員 18名

本舎評議 員た りし須藤員雄君本 |  井上新二、池田賞、市川正三郎、

年二月二十八日逝去に つ き併せ |  今林彦太郎、小川安一郎、大下順

て十五年度物故舎員酒井藤一郎 |  三郎、加藤義吉、桐本楠雄、孫藤

君外 13氏に封 し冥腐を祈 りて1 M 1 究次、鈴木孫市、 玉怪豊次郎、中

時 |  西六郎、 卒野忠雄、松久保敏三、

次て談事に入る |  三重量清三、薮中一良、若林源措夏、

議案第 q 虎評議員補: 決選穆にl l FJす |  若松甫

る件 I  1. 午後 6時開舎に先立ち中西主記常

議長より評議員須藤員雄君逝去に |  務司舎の下に下記行事をな す

何:ひJ t の補依を如何にすべきゃに |  宮城逢奔

付諮 りたる結果前例もあり舎君事に |  皇軍将士弐運長久並に英窓に 封 し

支 障な きを以て今回は補快せざる |  獣総

ととに満場一致可決す I  1Zh合物故合員向山亥次郎君 .( 1際病

議案第 2 税制J ! l J - 部鐙更に闘する |  死〉須藤只雄 君 ( 評議員) 外 3 君

件 |  の本年度死亡者に対し実慨を蔚 る

本干すに Jj，<， て現在号並行 中の建築摩肝 |  ため塁走務

究誌を今般駿刊するこ とL なりた I  1.右終了後理事耳IJ 令長今林彦太郎氏

る現出を議長よ り説明後別紙袋の |  議長 と1;.. y) 只今出席者十六名な る

通り納則第 5僚中後更せん とする |  も本日の臨時総舎は再度の召集な

旨を 主sぺ衆議に諮 りたる 結果原祭 l  るを以て定款第24' f i 長但替によ D定

通り異議なく賛成ありたるを以て |  教に依らず成立の旨を述べて悶合

後更するこ とに可決続定 |  を主主 し直ちに議事κ 入る

的納J!l J 第 10{1夜中事務員の服務規f . ' A 1 議事 細則一部r J l ! 更に闘 す る件

を明r i ' ( I ; にするため原案の湿り修正 |  納J l IJ 第5{! 最中第 l羽並に第 2項を第

迫力Hすることを ゑ認可決す I  1:項 とし F の通り後更

議案第 3 銃 昭 和 ＱＵ 年度牧支決 ｾｾ￼ こ I  r本舎は合報及「雑誌建築 と枇合」

闘する件 |  を毎月 l 回 l 日に刊行し之を合員

桐小: 主計常務上り別突によ り詳細 |  及賛助員に甑布す」

説明後一、ニ質問に答へ異議なく |  同僚第 3:; 頁は第 2 項 とな り現行通 P

承認可決す |  議長以上の湿り朗讃のよ鍵更理由

起て鈴木監事旋行先新宮よ り決算 !  として建築事研究を駿刊せんとす

に違法誤謬なく正確たると とを謹 |  る旨を詳細説明 し質問の有無を 問

明せる旨の電報到達ナ I  1. 、

l 永で議長よ り本舎談事主主の 代表選 |  合員池田食君合員椴示j の喪失 とな

名者に下の二氏を指名し其の fi<諾 |  るもの 陀付若 し経済的のみにて解

を得たり |  決するものなれば綴織の途なきゃ

小林清君、間部茂君 |  議 長

l. 総長 以上にて本日 の談案は全部終 |  其筋よ りの内示もあ り時局に印8! . .q

了に付評議員合は之を 以 てl羽合ナ |  ナ るこ と並 κ 前評議員合に於ける

る斤を笠し散含す H寺に午後 6 時20 I  申合事項もあ り一路「建築 と枇合 J

分 I  K 合本する こと を考慮したるも之

( 中西主君己よ Pも補 足附言 ナ〉

合員薮中一良君

第 100 践を 以て腹刊とする も本日

議 決ありたると きは主主の貧施 日 を

明確にする 要 な きゃ

議 長

第 100 量置を軍基行 したる 建 日を以て

本軍警更家賃施日 とし ては 如何やと

、諮る ( 異議なし々々の感あ り〉

更 に第 H最中華望夏原案に異議なき

ゃ否や を荷揚に問 ひたるに異議な

し々々のE空あり夫れでは本案は御

承認のこ と L 認める旨を述べ次の

縫更君主に移る

細見IJ第 10録中「番記及品It員」 の

五字を「の事務員」の四字に緩更

し伶同僚に下の一項を 加ふ

「前項事務員の服務に闘 す る虎務

規程は常務舎の決議を経て別に之

を定むJ

議長以上 の通 り朗設中凶主記事務長

の服裁に闘す るま包程を明感にす る旨

の提案理由を設現.あ P

議長質問 の有無を 問ひたるに 異議な

し々々の星空あ り夫れでは御異議なき

もの とZ忍むる貯を迷ペ議案全部終了

ナ

池田食君 、

本総舎の通知に闘 し第 l 図は機側

誌 「建築 と枇舎」に 合告 され再皮

通知は書面を以 てせ し乙 & は法的

に差支なき ゃ否やの質問あ り

議 長

本通知R s の件K 就き では役員舎

に於て相官研究 したる結果臨時総

合の通知は 機関誌を 以 て代行ナ る

も支障な しと 認むる旨を迷ぷ

J. 次で議長よ P本臨時総合議事録の

代表署名者に F の 2氏を指名 し其

承諾を得た り

桐本楠雅君、卒野忠雄君・

1. 議長之を 以て本日の臨時総合は間

臨 時 飽 舎

1. 昭和凶年 5 月13日大阪市北区中之

島3丁目 3番地朝日 ピノレヂングに於

て臨時総合を閲舎ナ

を本合が五重行ずるに至 P たる1. i . iil 年 |  合する 宵を述ぺ一向解散ナ l時に午

の閥係先京大建築科関係者側 とも |  後 7 11寺30)}

交渉の結果本舎に於ては股 刊する |  材料委員舎 ( 第 B 回〉

乙とに決定 したる旨綾々説明 あ り |・ 時 4月24日午後 6 時30分ー- 8時

6 3  y l  



30分

所 倶 集 部 室

出席 者 委 員 長 松 久 保

幹 事 楠 瀬、榊

委 員 後 JI I、前 部、前 野

遣問

1. 木材品等規裕中授角に闘する検討

の件

材 料 委 員 舎 ( 第 9 回〉

時 5月8日午後6時 30分- 8時 30

分

所 陳 列 場

出 席 者 委 員 長 松 久 保

幹 事 楠 瀬

委 員 薗 部 、 前 野、滋回

矢 代

1 . 木材品等規格中授容UK関 す る検討

の件

1. 木材規 格農林省桑図私案検討の件

材料集慮委員曾 ( 第 6 図〉

時 5月9 日午後6時 10分ー7時20 I  時

分

陳 列 場 1  所所

出席者 小 林主 査、矢田、若 山雨委

員

l. 材料集成原稿里整理に関する件

都 市 武装 促進幹事舎主催

幼 空 購 ; 貰 曾

時 4月21日午後 6 時20分ー -9a寺

40分

所 清水組大阪支底

出席者 阿部日 出 夫氏外110名

1. 午後 6 時20分開合中西常務司舎の

下に下記順序により行事を主主め引

綴き講演終了後映衝を上映午後 9

時 ＴＰ 分ｾ舎裡に間合解散 ナ

l. 宮城逢奔

l ・塁走 務

l. 閥舎の僻

本 合 則 合 長 今 林 彦 太 郎

l. 防空に就て

中部軍司令部参謀

桃 井 少 佐

l 傍援に就て

内務省技 師 事青 海 悟郎

1.防護室構造に掬 する 力皐の問題

V I 6 4  

京 都 帝 大 教 授 坂 静 雄

1.防火に就 て

大 阪 府 建 築 課 長 井 上 新 ニ

1. 閉舎の僻

本合都市武装促主主幹事長

池 田 貧

l. 映 喬

イ、ロンド ン爆撃

ロ、 海軍空襲部隊

陳列狙l車孝司E曾 〈第 7 回〉

時 4月22 日午後30分 - 8時20分

所 陳 列 場

出 席 者 幹 事 長 池 田

常 任 幹 事 湖、矢回

幹 事 小林 、 中西、野

中、 遊間、 吉図

者山

1. 次回開催すべき展示合計控に闘す

，る件

倶集部室幹事舎 ( 第 2 囚〉

八尾 武 男 君 府 下 池 岡 市2712 ( 鴻

池組設計部〉

高 井 久一 君 府下中河内郡英岡村

字賀市ql 行 一 君 西 直 西 道 頓 堀 l の8 日

本ライト建築株式舎

枇内( 同枇〕

入 江 秀 夫 君 府 下 北 河 内 郡 枚 方 町

F で

上島( 大阪府土木部

ー枚方出張所〉

笹 川 篤 君 北 直 中 崎 町53 ( 建築

設計監督〉

辻本 勇 君 西 淀 川 区 塚 本町 124

。j、西組〉

保 同 信 夫 君 住 吉 区 安 立 町 4 の51

生 Ｗ ｾ 闘 〈係 国 建築事

務所 自餐〉

和 久 献 二 君 府 下 北 河 内 郡 守 口 町

松 町 8 ( 橋本秋岡建

築事務所)

天 野 茂 徳 君 府 下三島郡茨木町下

設

町

組

彩

林

御

大

都

〈

庫

叫

J

武

口

〕

豚

僚

部

庫

中

計

兵

君
占
貝芳

.

林大

九

日

u

q

J

 

f

 

r

 

ζ

U

 

L

J

 

A

川

》

句
、J

時

吋

，
旬、

ノ
後午

室

日

部

n
ツ

路

R

問

分

保

出席者 幹 事 長 三 浦

幹 事 西 海、薮中 、背本

l. 春季大舎に関する件

員

曾
い
…
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71 

朝日銀スレート、 波 形|靭 目見 レート紘式令枇I 101 

R レート

72 1防 空用 旭 暗幕 旭 レ- J l - 縁式 含量士

73 

74 I.z. ｾＮＺツトパイプ |野閏合名舎量t

75 1管 支室 用1碗問、 同床|鏑 要投 町エ 梅

76 1左 官聖書材料一式 月耳育宏本底

77 d tヲ?守票葉忌特許|有限鮒問中商舎

78 1長室 長長 鶴 宮 、 冷緩|理化 皐興 業株 式 令 祉

79 

80 

81  

82 

83  

- 7 イ ング

84- 85 Iスー
J ライ ト

佐久 間工業株式舎 社

102 

103 

104 

波型石綿 スレート、 石

105 I綿スレ ート、 光 h波到 日本 見 レート 株 式 舎近

ガラス

106 I強性ライ ト 日本侍殊鎖土株式含量士

107 1洋弐 各 種 日本浮気株式含量士

108 1霊祭 参 考 塗 料 見 本 |関西ペイジ ト株 式 合 近

A  

リノリ ユ ーム、 リノ 引 東 洋 リノリ ユ ーム株 式

イル、 P ノ ウオ ール |含量士

B ， 効火浸 塗剤セ ロ : y 伊 藤元商 f.5"

B， I美 素

B  8  I定繍 普及 附属品

B.  リー ダ液 アート ヵ，. : Y 

c， I造園設計園

c2- c alラスモザイ ク

美索工業 所

合 資 令 祉制 島再百九友

リーダ窓材工業株式台

註

須醸造園研究所

日本陶総量士

86- 87  1長7 チクラス 及 硬化竹| 日本竹筋 工 業所 I  ｣ ｾ＠

0 ， Iやよひ ス レート

88- 89  I町断 水道消 防器具 |日本 側 工業 株対 抗

幅 山吉元自働 洗 滋 袋 詮 |大阪支庖 02 コンヂツ トチユ ーゲ

90 1厚型 スレー f
厚型 ス レート 株式合意1 : 1 0

3  

1寄木床張

91 南 慾下
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f去手子商 r.5

再有利コ ンヂ ツト株式合

政
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瓜さはやかなる六月鋭は、 編みて「市中世建築」放

となナ。

エ感博士岡遺泰氏の「静置土建築の性格」 、 同じく

工事博士藤島亥治郎氏の「鳥居」及び「軍艦沖の島

の神殿 J 、藤原義一氏の「紳枇建築様式後遺 J 、弁

上一雄氏の「紳祉建築雑考」等々の佳編を賜り、と

もナれば薄ですらぎ勝なる我々の認識を新たに し更に

深め得たこ とは、編者の最も喜び とする 民主である。

ひいては、敬市j' 崇胞の念を高め、関憾明徴へのよす

が ともなれば史外の幸である。

伶 、 最近竣功したｾＪ枇建築の潟員二三を 、 紹介ナ

ベ〈企図してゐたが、係官官なき事情で断念せざるを

得なくな った のは誠に残念である。

i&i 般、我が協合主催のも とに開催 した「市 民防空

壕 l展覧舎 j の概貌を延引ながら本放に紹介してゐる

が、 それに側主主 し、 時局下最も緊要なる「防空防火

に闘する資材」の誌上波覚舎を試みて説者各位の使

用に便なら し占うた。主主に賛同出品を賜りし各位に封

編 開 常 務

• 大 下 順 三 郎 岡 田 孝 男

政 岡 基 次小 林 清

し厚 〈御鐙申し 上げる。

x  x  

従来本fすから童並行してゐた「建築事研究J も、

過日開かれた総金の決議により第 100 統を以って後

行をやめるこ とになった。永年 、舎員に親ま れて来

たものだけに 、別 l維の情禁 じ能は ずであるが、時局

の震 とて致し方無之次第である。

が、幸 ひ、生みの親たる京大建築患研究舎の手に

依 って、後行が縦けられる とのこ とであるから 、そ

，の健やかなる軍基育 を祈る と共に 、倉員諸氏におかれ

でも何分共よろ しく 御援助、御勝讃あ りたし。

x  x  

本合、編輯: 常著者、i ! i f c 間基次氏は此度 目出度目態徴、

軍務に服される ζ とになった。昨年度からの編輯常

務として 、 ヌ ド 合殊に本誌のｾ重量罪事 されただけに、向

氏の虫日@ 有能なるスタッ プを失ふことは大なる痛手

であるが、此亦御閣の銘ならば致方無之、 同氏の武

運長久を切に祈る次第である。 CK)

建 築 と 社 曾

第 24:録 第 6 鋭

i加 50銭 ( 郵 税2銭 )

毎月 l 匝II 目安 行 定 償 ⑥

12ilfr 6 岡 ( '" 24銭〉

昭和 16年 5 月25 日印刷 昭和 16年 6 月 ! 日後行

霊堂行 ・編 総

印 刷 人

大阪市北区朝日ピル日本m築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 祉

大阪市西区E江戸沼南遜 2 了目 13苦手池

波 行 所 霊 更 臼 本 建 築 協 合

大阪市北阪中之島 3 ノ 3 朝日ピノレ

包括長北漬( 23) 4501番 ( 9)

銀 管 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約奴賛底 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 姻 羽 子 板 橋 商

電話土佐堀 2 4 4 0番

緩替口座大阪2084番

戸 )  11 

禁 碍 載

本放に掲書見せるものは、一切 これを無断にて

鱒載し又は単行本に上梓その他 の複製行錯を

なすこと脅祭す・。

庚 告 掲 載 料 金

グ ラ ピ ヤ I 1 頁

C1A1  1 頁〉

l 回 55. 00 

グ ラ ピ ヤ I 1 頁 1 1 図

( 第 2 頁〉

45. 00 

後 附 1 1 頁 1 1 回 25_00 

ヨL
附 | 弘頁 1  1 回 15. 00 

後

記 事 中 I ){ 頁 I 1 回 I - 20. 00 

;γ; lt l t 日ユ

表 紙 3 I  ) ( 頁 1 1 回 1 20. 00 

表 紙 4 I  ) (頁 I 1 回 3 0 ω

E緊告搭載御申込は本舎へ直接願ひます。

ヱド誌購讃御法交はすべて前金で本合直接又

は待約庖へ、振替貯金叉は匁替で御主申込を

願ひます。 郵券代用 は一割増、代金引換は

お断り致します。
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